
    
      
        
      
    

  









































これはゾンビですか？７




はーい、眠れるチチです
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富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人間に最も必要なモノは、勇気である――と俺おれは思う。初めてだからって萎い縮しゆくし、踏ふみ出さないままだと、何の進歩もない。

　失敗するかもしれない。後こう悔かいするかもしれない。それでいい。怖こわがりながらでいいから進むべきだ。――経験しなければ、どんな感情も生まれないのだから。

　十月にあった学園祭に、突とつ如じよ現れた『最強の魔ま装そう少女』クリス。

　最強という言葉は飾かざりではなく、たかがゾンビである俺では、文字通り手も足も出なかった。

　だが、あいつは大切なモノを奪うばっていった。

　その落とし前を付けてやろうと思ってから早二カ月。

　合コンしたりセクハラ裁判に掛けられたり――色々あった。うん、色々あったなー。

　その結果、クリスは、おっさんが沢たく山さんいるような場所、おでん屋とか競馬場によく足を運ぶことと、脇わきをこちょこちょされると力が抜ぬけて動けなくなることがわかった。

　えー、そんなことがわかったところで、俺ではクリスに対たい抗こうすることは出来ない。

　今日は十二月十七日の日曜日。『最強の魔装少女』に対抗できるという『最強の冥めい界かい人』を訪たずねて、電車を乗のり継ついで江こう東とう区く某ぼう所しよへとやってきた。

　震しん度ど三ぐらいで崩ほう壊かいしてしまいそうな、築数十年の木造アパート。

　入り口を囲むツタだらけのブロック塀べいには、『ひまわり荘そう』という文字が薄うす汚よごれて雨に滲にじんでいる。名前のイメージとは大おお違ちがいだ。

　敷しき地ち内に入り、錆さび付ついたポストを横目に、靴くつ音おとがやけに響ひびく階段を上り、二○三号室を目指す。

　そこで、緊きん張ちようを吹ふき飛とばすように「ふう」と一息吐ついて、呼よび鈴りんを押した。

　が、音が鳴った気配はない。強く押したり連打してみたりしたが、何も起こらない。どうやら、壊こわれているようだ。

　ドアをコンコンと、小さく叩たたいた。反応は――なし。

　少し大きくドアをノックする。反応――一いつ切さい合がつ切さいなし。

　冬の外気に当てられ、冷たくなったドアノブを回してみると、鍵かぎは開いていた。

　恐おそる恐る扉とびらを開いてみるとそこに――

　ぼふっ。何かが飛び込んできた。それはとても柔やわらかく、幸せな気持ちにさせる魅み惑わくの脂し肪ぼう――『おっぱい』だった。

　俺は『死んでいる』という一点を除いては、ごくごく一いつ般ぱん的てきな高校一年生であるが、胸の大きさなんてそんなに気にしない人間だった。

　そりゃあ、男子たる者、おっぱいが嫌きらいな奴やつはいないし、当然俺もそうだ。

　だが、やれ大きいのが良いとか、形がどうとか、そんなのどうでも良い。

　小さくても一向に構わん！　なんて思っていた。なのに、なんだこの幸福感は。

　――一体どれだけの時間、『おっぱい』のことを考えていただろうか？　それはほんの一いつ瞬しゆんだったが、脳内では何時間も経たっていたように思える。

　なぜ頭の中がそうなってしまったのか。

　そう――俺は、『おっぱい』に顔を埋うずめていたのだ。

　突とつ然ぜん飛び出してきた女性に押おし倒たおされるように、そのまま後ろに下がる。

　ガン。と錆び付いた柵さくにぶつかった。あまり体重を掛けてしまうと壊れてしまいそうな鉄てつ柵さくだったが、女性の体を抱だき締しめるように手を回し、なんとか堪たえた。

　身長は一六○ぐらいだろうか……柔らかく肉付きの良い女性的な美しい体にぴっちりと張り付くようなタンクトップ。

　胸に掛かるまでの長い髪かみはところどころ跳はねていて、まるで寝ね起おきのようだ。

　抱だきつく形になっていて気づかなかったが、下は黒い下着一枚。――おおう。

　むっちりとした魅み力りよく的な大だい腿たい部ぶ。少し大きめのお尻しりを包む黒のショーツ。腰こしはきゅっと締まっていて、ピッチリとしたタンクトップが作り出すシワがなんともヤらしい。

　そして、その上にあるのが爆ばく乳にゆうと称しようすべき双そう房ぼうだ。少し体を動かすだけで生き物のようにふるふる震ふるえるこの柔らかな胸。――ビューティフル。

　はっ！　俺は何を考えていたんだ！

　女性は俺の腕うでの中で、ぐったりと体の力が抜けてしまっている。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声を掛けてみるが、反応なし。――何？　なんなのこの状じよう況きよう？　胸がどきどきしてきた。

　とりあえず部屋の中へと彼女の体を運ぶ。

　ゾンビである俺は力にだけは自信があるので、女性一人運び込むぐらい造ぞう作さもない。

　キッチンとバスルームを横目に、少し奥へと進む。

　十畳じようか、もう少し広いぐらいの和室。そこに所ところ狭せましとスチールラックが並び、漫まん画が本ぼんやフィギュアがコレクションされている。

　そこら中に散らかるペットボトルと漫画本。この部屋の主あるじが掃そう除じを苦手にしていることが見て取れる。まるでアホでワガママで大おお雑ざつ把ぱなうちの居い候そうろう、ハルナの部屋を見ているようだ。

　テレビはあるが、今は電源が点ついていない。部屋の真ん中にあった座ざ椅い子すに座らせて、ぺちぺちと頰ほおを叩いてみる。すると――女性は目を開いた。

「ふぁああ～。あ、おはよー」

「え？　ああ、おはようございます」

　なんだ。寝ねてただけか。「ん～」と両手を挙げて伸のびをすると、胸が引っ張られてとても良い感じに――いかんいかん。俺は何のためにここへ来たんだ。セクハラをするためじゃないだろう！

「ネグレリア・ネビロスさん。ですよね？」

「やだなやだなー。そんな名前思い出させないでよー。ネネでいいよ」

「じゃあネネさん」

　………………返事がない。え？　あれ？　また寝た？

「ネネさん、ネネさーん」

「ふぇー？」気の抜けたコーラのような返事をしながら、眠ねむそうな眼が俺を見み据すえている。

「あの、俺、ネネさんに用があって来たんですけど……」

「あー、うん――」かくん。重力に引かれてネネさんの首が落ちる。

　寝たーっ！　聞こえてないような感じに寝たーっ！

「ネネさん、ネネさん！」

「あー、ごめんごめん。えー、君誰だれだっけ？」

「……あの、下しも村むらの紹しよう介かいで来たんですけど」

「はいはい、聞いてる聞いてる。確か――ユークリウッドの友達だっけ？　髪切った？」

　初対面で聞くことじゃないだろうよ。どこかで会ったことがあるのだろうか？

「最近は切ってないですけど。あの、最強の魔装少女であるクリスをですね」

「はいはい。クリスね。いたねーそんな」くか～。

「寝たーっ！　すんません、あの、話が」

「あー、はいはい。話を戻もどすけど――コーヒーのブルーマウンテンとレインボーマウンテンはどう違ちがうのかっていうのは――」

「いつの話に戻したのっ！　全然そんな話してませんから！　クリスを倒すためにですね」

「はいはい。あいつを倒せるのはまあ、私ぐらいなもんだろうなぁ」

　おお！　なんとも頼たよりになるお言葉！

「じゃあ是ぜ非ひお力ちから添ぞえを――」

　って寝てるーっ！　何この人！　寝てばっかりじゃん！

　それにしても、胸でっかいなー。今まで『巨きよ乳にゆう』と呼べるような人物と何人か出会ってきたが、その中でも最大級。俗ぞくに言う『爆乳』だ。

「いけないいけない。危うく寝るところだった」

　首を横に振ふりながら目を覚ますネネさん。完全に寝てましたけどね。

「で、クリスの――」

「あれあれ？　君は……誰だっけ？」

　……えーっと。また最初から？　立ち上がったネネさんは、少し斜ななめになった変な机の前にある、オフィスとかでよく見る回転するタイプの椅い子すに座る。

「あの、俺はアンダーソン君の紹介で――」

「あー、はいはい。聞いてる聞いてる。愛川欽きん也やくんだっけ？」

「歩あゆむです。相あい川かわ、歩。誰がキンキンやねん」

「あー、あのクリスをなんとかして欲しいって奴だよね？」

「そうです！」良かったー。やっと話が前に進んだ。

「その件は大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ちゃんと手を打ったからさ。楽しみにしててよ～」

　ケラケラと笑い飛ばす。

「手を打ったって――戦ってくれるんですか？」

「ん？　私が？　それは無理だよー」

「何な故ぜ？　勝てるんですよね？」

「私が戦ったら、その時点で冥界とヴィリエの戦争再開だよ？　いいの？」

　そうか。冥界最強と言われるほどの人物が、魔装少女の最強と戦うってのは、つまり開戦を意味するほどのことなんだ。しかも――この世界で。

「じゃあ――」悔くやしい表情を見て言いたいことを察したネネさんは、笑顔を見せる。

「そうそう。でまあ、もうすぐその解決策が来ると思うからさ、待ってて貰もらって良い？」

　なるほど。ネネさんが動かなければいいだけで、それに変わる人物。クリスを打だ倒とう出来る人物を紹介してくれるということか。こうもトントン拍びよう子しに事が運ぶとはな。

「分かりました。その人が来るまで、ここで待たせて貰いますね」

「でね？　一つ相談なんだけど」

「はい？」

「手伝って。原げん稿こう」

　そう言いながら、ネネさんはなにやら原稿用よう紙しを何枚も俺に手て渡わたした。

　そこに描えがかれていたものは、漫まん画が。鎧よろいを着た女の子が主人公の、ファンタジーな漫画だった。

「手伝えって――え？　漫画を描かけってこと？」

「くか～」大きく口を開けて、首が背もたれを枕まくらにするように後ろへ――

「寝んな――っ！」







　次の日の放課後、俺は誰もいない教室で、机に突つっ伏ぷしていた。

　昨日はあれから、三時間ほど漫画の原稿を手伝わされた。

　何枚の原稿に黒くろいインクを塗ぬっただろう。どれだけのコマにトーンを貼はっただろう。

　それでも、全然終わらなかった。

　漫画の締しめ切きりは十九日だそうで、今日は十八日。……嫌いやな時期に会ったもんだ。

　もうすぐ日も落ちる。俺は死んでる――つまりアンデッドな存在なので、日光に弱いのが玉に瑕きず。

　……結局、昨日はクリスを打倒出来るという人物が現れなかったのだ。

　日が落ちたら、すぐにネネさんの家に行って続きをしなければならない。

　ネネさんはこう言っていた。

「ごっめ～ん。あれぇおっかしいなー。今日来ると思ったんだけどなぁ。ごめんだけど、また明日あした来てくれるかな？　明日はきっと――くか～」

　俺は即そく座ざに言ったね。「寝んなっ！」と。

　後日改めて訪たずねても良かったが、一度作業を手伝ってしまうと、最後まで付き合いたいと思うのは何故だろうね。乗りかかった船って奴だな。

「おー、一人か。ちょうど良かった」

　日が落ちるのを今か今かと待っていたところに、白衣を着た無精ヒゲの冴さえない男が教室に入ってきた。

「なんだ、寝起きに見たくない顔が来たな」

「おいおい、担任教師に向かってすごい言い様だな」

　こいつはこの一年Ｃ組の臨時担任教師。名前は――まあ、アレだ。悪あく魔ま男だん爵しやくと俺は呼んでいる。

　何をするにも面めん倒どう臭くさそうな表情で、ボサボサの髪に汚よごれた白衣。尊敬しにくい出いで立たちをしているが、こう見えてそこそこ凄すごい人物だったりするのだ。

「先生と話すと、面倒臭いことが多いんでね。扱あつかいが雑にもなりますよ」

「相川歩君。困ったことになった」

　話を勝手に進めて来やがった。まあいいけど。

「クリスの件ですか？」

「ああ、そうだ。ほら、あいつが力を取り戻してから二カ月ほど経ったろう？」

　悪魔男爵はやれやれと首を振りながら、ボリボリと頭を搔かく。こいつが俺の前に現れたのは、ひとえにクリスを倒すためで、こうしてよく情報を交こう換かんする。

「それなら、もうすぐ解決する予定ですよ」

　ここぞとばかりに、俺は誇ほこらしげに笑った。

「ほう、それは良かった。しかしどうやって？」

「ネグレリアさんって人に助力を頼たのんで――」

「ね！　ネグレリアって――あのＳ級クラスかっ！　げぶっ！」

　驚きよう愕がくの面おも持もちのまま、いきなり蛇じや口ぐちを捻ひねったシャワーのように吐と血けつする悪魔男爵。

「くっ！　おっぱいのことを考えて興奮はしないようにと、あれほど医者から強く言われていたのに――」

　こいつの白衣が赤く汚れているのは、口を拭ぬぐうからで、そりゃあもうしょっちゅう血を吐はいては保健室へ運ばれる。もう見慣れたもんだから、俺は平然とした顔で話を進める。

「そう言えば、先生ってどこ出身なんすか？　ユーと知り合いだから――冥めい界かい？」

「俺はヴィリエの人間だ。ユークリウッドとは、この世界で出会った。まあ、その時に吸血忍にん者じやって軍団を結成したわけだが、そんなことよりだ」

「困ったこと――っすね。何がありました？」

「ああ、それが――女王がこの世界にやってくる」

「女王って――ヴィリエの？」

「どこで嗅かぎつけたのか、クリスの存在を知ってしまってね。――そこで、今年中にでも『クリスはいなかった』ことにしないといけない」

「どうして？」イマイチ点と点が繫つながらない。

「君は、この島国が吹ふき飛とんでもいいって言うのかい？」

「……なぜそうなる」

「女王は、クリスと共に国一つ吹き飛ばすぐらい、大おお雑ざつ把ぱな人間なんだ。今は居いないこととしてアリエルがなんとか抑おさえてるが……まあ、時間の問題だろう。その期限が――」

「今年中――ってことですか」

「一応、俺も手を打ったんだが――」

「へえ、どんな手を？」

「保守派と革新派なんて二つに分かれていた吸血忍者たちを、ほら――サラスバティが一つにまとめてくれただろう？　その吸血忍者たちを一〇〇人ほど集めて、討とう伐ばつに向かわせた」

「ひ、一〇〇人っ！　……って、まさかそれで倒せなかったとか？」

「ああ、さすが『最強』の魔装少女だよ。魔装少女に変身出来ない今なら――なんて考えが甘かった。そこで君やユークリウッドと対策を練ろうと思っていたのだが――ネグレリアが動くなら……」

「ええ、心配ご無用」

　ふっと小さな笑みを浮うかべた悪魔男爵は、冗じよう談だん交じりに言う。

「もしかしたら、君が最後の砦とりでになるかもしれない。俺に何か出来ることはあるかい？」

　大げさなことを。俺も冗談で返してやろう。

「そうだな――コーヒー牛乳、奢おごってくれませんかね」

「ああ、わかったよ」と悪魔男爵は微笑ほほえんだ。直後――

　げぶんっ！　吐血した。

「くっ。人に何か奢るのは、医者に止められているんだった」

「いつも思うけど、お前の病気は都合が良すぎないか？」

　俺は血を吐きすぎてへなへなになり、地面に伏ふせる吸血忍者の親玉に、ひきつった笑顔を向けた。







　悪魔男爵が奢ってくれたコーヒー牛乳を飲みながら、このクソ寒い中、ご苦労にも窓の外で運動するクラブ活動の連中を見下ろしていた。陸上部は冬でも短パンで走るんだな。

　なんだかんだで買ってくれたが、悪魔男爵は今いま頃ごろ血を吐きすぎて、保健室で寝ねている。

　二度寝をするほどの時間でもないし、いつもこの時間の話し相手をしてくれる奴やつは陸上部を満まん喫きつしているし、どうしたものかと自分以外誰だれもいない教室でぼーっとしていると、そこに一人の女生徒がやってきた。

　腰こしまである黒い髪かみをなびかせてこちらへやってきたその女生徒は、ふふっと笑みを浮かべる。

「なんだ。貴様一人か――マイダーリンよ」

　どこか嬉うれしそうな表情で寂さびしい教室内を見み渡わたし、彼女、『サラスバティ』は俺の席の横まで来る。長身でスレンダーな体をセーラー服が包んでいた。

「おう、サラスか。さっきまで死にかけの担任教師がいたんだが、今頃保健室で血を吐いてるさ。――何か用か？」

　チュー。コーヒー牛乳のストローへ唇くちびるを突き出だし、吸い上げる。

「いやなに、頭領に報告をしたくて捜さがしていたのだが――入いれ違ちがいになってしまったようだな。……む？　それは？」

　サラスは俺が持っているコーヒー牛乳を見下ろしていた。

「見てわかるだろ？　コーヒー牛乳だ。美お味いしくカフェインを摂せつ取しゆしたい年頃なんだよ、俺は」

「――なるほど、ではそれを頂こうか」

　サラスはふむ。と一つ頷うなずき、俺の手からコーヒー牛乳を奪うばい取る。やれやれ。いつもこいつは強引な奴だ。

「飲みたいなら買ってきてやるよ。そのまま飲んだら間接キスになっちまうぞ～」

　あくびを一つして、『困った奴だ』とあきれかえっていたら、サラスはぐっと顔を近づけてきた。

　はらりと、サラサラの黒くろ髪かみが揺ゆれ、鼻が当たりそうな位置で、不敵な笑みを浮かべた美しい女生徒は呟つぶやく。

「それが『したい』と――そう言ってるのだよ。……マイダーリン」

　挑ちよう発はつ的な笑みと、もうすぐそこにある唇。俺は一いつ瞬しゆんドキッとしたが、その綺き麗れいな顔を手で押おし除のける。

「顔が近い」

「……今日はいつにも増して冷めてるな。ダーメーリンよ。どうかしたのか？」

　サラスは少し心配そうな表情を見せた。いつもは上から目線でしか物を言わない奴だが、最近はこういう、しおらしい女の子みたいな顔を見せたりする。

「ああ、なんか漫画のアシスタントをさせられたんだ。締しめ切きりが明日だそうで、かなり忙せわしなくてな。慣れない作業をして疲つかれてるんだよ」

「明日だと――ほほう、つまりコミケ用の同人誌だな？」

「そういうのはわからんが――」

「この時期ならば、そうだろうよ。そうか、会場でカスダーリンと会えるのか」

　と、目を閉じてしみじみ感傷に浸ひたったあと――

「私は嬉しいぞ。このクソがっ！」

　満面の笑みで罵ば倒とうされた。

「でもなー、終われる気がしれん」

「む？　明日が締め切りだと言ってなかったか？」

「ああ。多分無理なんじゃないかな。あの性格だと――」

　俺がまたあくび混じりに言う途と中ちゆうで――

「馬ば鹿か者ものっ！」サラスは大声でセリフを切った。

　その声量に、思わず体が傾かたむいてしまう俺に、サラスは般はん若にやの如ごとき顔で続けた。

「コミケで原げん稿こうを落とすなど、私が許さん！　断じてなっ！」

　サラスがなぜそこまで怒おこっているのか、俺はまだわからなかった。




























　家に帰らず、学校終わりに直接ネネさんのいるオンボロアパート『ひまわり荘そう』へとやってきた俺――

「ふむ。漫まん画が家からしい、良い場所ではないか」

　その隣となりには、黒髪の大人びた美少女。セーラー服に身を包んだ長身の女性が、大おお股またで腰に手を当てて、偉えらそうに仁に王おう立だちしている。

　そう、サラスはネネさんの漫まん画が作りを手伝ってくれるようだ。

「あんまり変なことをするなよ？」

　一応釘くぎを刺さしつつ、二○三号室へ向かう。

　昨日と同じく、呼よび鈴りんは壊こわれてて音が鳴らないし、ノックをしても反応はないので、俺は扉とびらを開けて堂々と中へ入った。もし昨日と同じように抱だきつかれたりしたところをサラスに見られたら――何回殺されるかわからない。

　中は初めて訪れたときよりは片付いている。作業するスペースがなかったので、床ゆかにあった漫画本とかは俺が掃そう除じしたんだ。といっても、端はじっこに積み上げただけなんだが。

　ネネさんは斜ななめになっている机の前にある、ふかふかの回かい転てん椅い子すに座っている。

　背もたれに全身を委ゆだね、天てん井じようを仰あおぐように首が後ろへいっていた。

　どうやら、今も寝ているようだ。だがそれでも右手には、ちゃんとペンが握にぎられている。

「ネネさん、ネネさん」

「はっ！　あー、はいはい。相川くん。学校終わったっぽい？」

　よだれを拭ふきながら起き上がったネネさんは、早速今描かいたであろう原稿を俺へ渡わたす。

「あれ？　えとえと君は――」

　ペンを持った手でサラスを指す。ふるん。と大きな胸が揺れた。

「原稿、手伝ってくれるみたいです」

　ネネさんは聞いているのか聞いていないのか、眠ねむそうな目でサラスの顔色を窺うかがうと、どうでもよさげに頷いた。

「あー、はいはい。ありがとねー」

　俺と初めて会ったときもそうだが、ネネさんはどんな奴がやってきても受け入れる、おおらかな人間のようだ。普ふ通つうは、「何勝手に入ってきてるんだ」と怒ってもおかしくはないし、手伝ってくれると言っても、知らない人間がパーソナルスペースを侵しん害がいするのをこうも容易たやすく受け入れるような人間は少ないだろう。

「おいクズダーリン。話が違うぞ」

　サラスの視線がやけに鋭するどい。ちょっと胸ぐら摑つかまないで――苦しいから。

「なにが？」

「女ではないか！　また女ではないか！　貴様はまた――私というものがありながら」

　ワナワナと握った拳こぶしが震ふるえている。サラスが何に対して眉み間けんにシワを寄せているのか、俺にはわからなかった。

「とりあえず、これにトーンとベタ塗ぬりお願いね」

　俺が学校に行っている間に、大量な原稿がストックされていた。やれやれ。ネネさんは何ページの漫画を描くつもりなのだろうか。

　原稿を手にしたサラスは目を丸くさせる。

「こ、この絵は――ネネ先生の」

「へえ、サラスは知ってるのか」

「ああ――ネネ先生の作品に関われるのであれば光栄だ」

　さっきまでの怒いかりの表情とは打って変わった恍こう惚こつの表情で原稿を見ているサラス。

「じゃあ、早速作業に取りかかるか」

　どっさりと原稿をテーブルに乗せる。俺の作業は漫画のアシスタント。

　アシスタントの作業には、以下のようなものがある。

　下書きの線を消しゴムで消す、消しゴムがけ。

　指定されたところを黒く塗りつぶす、ベタ塗り。

　スクリーントーンという特とく殊しゆな紙で色々な模様を服などに表す、トーン貼はり。

　修正液ではみ出した線や黒い背景に星を描く、ホワイト。

　集中線やスピード線などで激しい動きなどを表す、効果線。

　他にもあるだろうが、その中で俺が任されているのはベタ塗りとトーン貼り。

　サラスには何をしてもらおうか。

「お前、こういうの経験済み？」

「うむ――しかし、全然出来てないではないか。明日入にゆう稿こうなのだろう？」

「って、聞いてますけど？」

　ネネさんはペンを走らせながら、顔も向けずに言う。

「書き始めたのが一週間ほど前だしねー」

「……何な故ぜに？　これは一週間でどうにかなる量ではない」

　サラスの少し攻撃的な声こわ色いろに、ネネさんはペンを止め、くるりとこちらへ振ふり向むいた。組まれた魅み力りよく的な足の先が、俺の目の前に――うほ。

「旧友に会ったから――インスピレーションがびびびっと」

　ジェスチャーを入れて、笑顔で言うネネさんに対し、サラスは強くテーブルを叩たたいた。

「その気持ちは痛いほどよくわかる。だが――これはどういうことだ！」

「何が？」

　サラスのテンションとは相反して、ネネさんはのんびりと返す。

「背景が手て抜ぬきではないか！　私の知るネネ先生の作品では、このようなことは一度もなかった！　これで仕上げたとて、完成と言えるのか！」

「えー、だって急だったし、どうしても書きたかったし――んじゃ君、背景もお願いしていい？」

　ペン尻じりでこめかみをかりかりと搔かきながら、のんびりとした口調でそう答えた。

　その横おう柄へいな態度に、サラスはますますヒートアップするかと思われたが――

「私が？　身に余る光栄です！　聞いたかマイダーリン！」

　何がそんなに嬉うれしいのか、全まつたくわからない。別の方向にヒートアップしたようだ。

「そりゃあよかったな」

　俺はとりあえずベタ塗りとトーン貼りに専念すればいい。

　くるくると細い指の中でペンを躍おどらせ、慣れた手つきで原稿に取りかかるサラス。

　カリカリ……カリカリ……

　静かすぎる。この空気は耐たえられない。ちょっと会話しながら作業をしよう。

「ネネさん。どうすか？　こいつの腕うで前まえ」

　って、寝てるし。仕方がない。サラスと話ながら作業をするか。

「口ぶりからそうかとは思ってたけど、やけに慣れてるな。お前もこういうの描いたりするのか？」

　こっちから積極的にサラスへ声を掛かけることなんか、滅めつ多たにない。

　………………無視。こいつもかっ！　寂さびしいよっ！　寂しすぎるよ！

　そのまま一時間ほど経ったろうか。寂しくて泣きそうになっていた頃ころに、サラスが顔を上げる。

「おいダーリン」

　呼ぶ言葉とマイダーリンを合体させることで手間を省いてきたーっ！

　でもいいよ！　構ってくれ！　なんて気持ちを表さないよう、返事もせずに俺も顔を上げる。

　サラスは「見てくれ」と原げん稿こうを俺に突つきつけてきた。数ページ分背景が書き終わったようで、一息吐ついたのだろう。

　えーっと、確かサラスは絵が上う手まかったよな？　どれどれ――

「とても良く出来たと自負しているよ」

　うんうんと頷うなずき、俺から称しよう賛さんの声を待っているように思える。

　見てみると、見事なまでの背景が描かれていた。資料もなしに、細部にわたるまで凝こりに凝った物が出来上がっていたのだ。

「すごいな。お前にこんな才能があったとは思わなかった」

「惚ほれたか？」

「いや、別に」

「どれどれ～」椅い子すに座っていたネネさんが立ち上がり、こちらへとやってくる。起きてたんだ。だったら構ってよっ！　ちくしょーっ！

　ネネさんはテーブルに手を付き、四よつん這ばいの状態でサラスの原稿を取る。

　俺の目の前には、立派な胸が。

　ごくり。何故か溢あふれそうだったヨダレを我が慢まんして、唾つばを飲み込む。

「ほー、やるねえ」

　ほー、揺ゆれるねえ。くっ！　呪のろいのようにおっぱいから目が離はなせないっ！

「お褒ほめにあずかり、光栄です」

　誇ほこらしげなサラス。俺はずっと胸を見つめていた。

「ん？　あっはは、相川くん、やらしい目になってるよ？　エッチだなぁ」

「え？　いや、そのこれはその――なんというか」

「スケベーリンめ」

　もはやダーリンの原型皆かい無むだよね？　なんでもかんでもリンで終われば良いと思ってやがるな。

　俺は死を覚かく悟ごした。このあとの展開は一つ。ボコボコに殴なぐられるという未来だけが待っている。サラスの殺気は、すでに部屋に充じゆう満まんしていた。

　ネネさんは最強の冥めい界かい人。果たして、どういった方法で攻撃してくるのか、皆かい目もく見当が付かない。

「まあ、しょうがないよねぇ。男の子だもんね」

　え？　何その優やさしい笑み。

「怒おこらないんですか？」

「へ？　あっはははは、こんなことで怒ったりしてたらキリがないでしょう？　男の子はちょっとエッチなぐらいが、ちょうど良かったりするもんだよ」

　ケラケラと笑い飛ばし、ぽんぽんと俺の背中を叩く。セラやサラスだったら足で背骨を砕くだくようなことなのに……

　サラスはネネさんとは対極に、俺を睨にらみ付ける。

「この行こう為いは、れっきとした覗のぞきではないだろうか？　場所や箇か所しよではなく、『イヤらしい視線を送った』ということ自体が」

　そう言われれば、風ふ呂ろを覗くのと変わらないような気はするけど。

「確かに、良い思いはしないけどさぁ。そこまで目くじら立てるほどのことでもないと思うなぁ」

　自分の席へと戻もどるネネさんに、サラスはどうもまだ納得出来ていない様子だった。

「なるほど、『最強』――か」

　サラスは目を閉じて、何かを振り払はらうように首を横に振った。

「ん？　何が？」サラスの言葉が引っかかったので聞いてみる。

「許すという行為は強い人間にしか出来ないのではないかと、私は思うのだ。弱い人間には到とう底てい出来ることではない――ダーリンと出会う前の私もそうであったろう」

「まあ、心が広いって言葉があるからな」

「そうだ。こうも簡単に許されてしまっては、怒っている私が馬ば鹿かみたいではないか」

「じゃあ、お前も許してくれればいんじゃね？」

「だが私は許さんぞ。ダーリン。あまり女性をイヤらしい目で見るな。どうしても見たいというのであれば……私にならば――まあ……ある程度であれば……その……許すが」

　自分で言ってて恥はずかしくなったのだろうか、耳まで真まっ赤かに染めて、サラスは目を逸そらした。そんな仕草が少し可か愛わいく思えて、俺はふふっと微笑ほほえんでしまった。

「わかったよ。そう言えば、そんな理由でセクハラ裁判にもかけられたし、自じ重ちようする」

「うむ。素直なダーリンの方が可愛いぞ」

　俺をからかうように笑うサラス。笑い合う二人を見ていたネネさんは、手を口に当ててにやりと口を歪ゆがませた。

「ダーリンなんて呼んでるけど、もしかして二人は恋こい人びと？　アツいね～」

「いや、全然違ちがいます」そこだけは譲ゆずれない俺は、真顔で即そく座ざに否定する。

「照れるな照れるな」だが、ネネさんは取り合ってくれない。

　そんな会話をしていると、突とつ然ぜん玄げん関かんの扉とびらが開いた。

「ネグレリアー、いるー？」

　その声は、とても可愛らしい少女のものだった。

　来客？　はっ！　もしかしたらクリスの問題を解決出来る人物では？

　少しドキドキしながら待っていた俺は、どんな人なのか気になったので玄げん関かんを覗き込むように体を反そらす。

　靴くつを脱ぬぎ捨すてて中へと入ってくるその少女の姿に、俺は目が点になってしまう。

　白ゴスロリの衣装を着た、幼い少女だった。

　見るからに可愛らしい少女は、右手に酒さか瓶びんを、左手にはキセルなんかを持っている。おおよそ一いつ般ぱん的な女の子が持っているようなものではない。

　そんな出で立ちの人間は、一人しかいなかった。

「バカな……奴やつは……」

　俺だけではない。サラスもまた、驚おどろきを隠かくせなかった。

「なんでここにクリスが――」

　どうなってるんだと、ネネさんの顔色を窺うかがう。

「おー、よく来たねぇ。昨日来るって言ってなかったっけ？」

　おいでおいでとネネさんは手招きしていた。

　玄関あたりから散らかるゴミを避よけるようにして中へと入ってくるクリス。

「いやあ、昨日はちょっとテレビが気になって――ってあれ？」

　クリスはずっと足下を見ていたせいか、中まで入ってきて、やっと目があった。

　俺とサラスの顔を見て、驚きよりも楽しそうな表情を浮うかべたクリス。

「久しぶりだね、お兄ちゃん。前に殺したと思ったんだけど、生きてたんだー」

　自分で殺そうとしたくせに、よく言う。

　ここで会ったが一〇〇年目って奴だな。殴りかかろうと立ち上がった俺を、サラスが手で制する。

　俺は死んでるからまあ大だい丈じよう夫ぶだったが、サラスはクリスに殺されかけた。だから、この場にいる誰よりも彼女が憎にくいはずだ。だが、サラスは俺を止めた。

　それは、「まだ早い」という意味なのだろうか、とにかく、俺は上げた腰こしを下ろす。

　サラスは怒いかりを内に秘めようと、一つ大きく深呼吸をして、ネネさんを睨み付けた。

「何な故ぜ、彼女がここにいるのか、説明願いたい」

　鋭するどい眼光。殺されかけた相手へ向けるにしては、強すぎる瞳ひとみ。

「クリスをどうにかしたいっていう話だったでしょう？　ささ！　存分に話し合って解決すればいいんじゃないかな」

「話し合いって言われてもな。こいつは、俺たちを殺そうとした」

「だから？　君もクリスを殺すの？　それってクリスがしたこととどう違うのかな？」

　やられたからやり返す。それを繰り返すことが悪いことはわかる。わかるが――納得出来ない。

「そもそも、二人はどういう関係なんですか？」

「犬けん猿えんの仲って奴ぅ？」

　クリスが答えながら、俺の隣となりに堂々と座り込む。隙すきだらけ、無防備すぎる行動だ。

「一〇〇年前はそうだったかもねぇ」

　と笑い合う二人。魔装少女と冥界人は、争っていたはずだ。なのに、最強と呼ばれた二人は今、こうして肩かたを並べている。

「今は、どうしてそんなに仲が良さそうなんだ？」

「くりすがこの世界に追放されて、ぼーっとしてるときに出会ったんだよねー？」

「あのときはびっくりしたもんだ。魔装少女なのに、おっさんになってたんだもの」

　おっさんのとき……クリスがまだハルナの魔ま力りよくを奪うばう前、俺の担任教師をしていた頃、すでに二人は会っていたのか。

「敵同士だったんじゃないのかよ」

「仕事とプライベートは別だよねー？　ここでお酒飲むのが最高なんだ～」

　酒瓶を傾かたむけてラッパ飲みをするクリス。

「まあ、私の能力のおかげで、お酒飲んだ時だけ女王の呪いを消せた訳だし、最高だろうねぇ。――今日は差し入れないの？」

「ちゃーんと、ビール持ってきたよー。相川たちも飲む？　なんてね。お子様はダメー」

「飲まねえよ！」

　ネネさんはクリスからビールを受け取って、キッチンへ。早速一いつ杯ぱいやろうってことだろう。

「で、お兄ちゃん。くりすに何か用？」

　白しら々じらしい。少し混乱したが、これはチャンスだ。こいつを倒たおすチャンス。

「相川君。先に言っとくけど、私が設もうけたのは話し合いの場だからね？」

　俺が攻こう撃げきを仕し掛かけようとしていることを、ネネさんに見み透すかされた。話し合いが通用するような相手かよ。

　じっと何かに耐たえるような表情を浮かべていたサラスは、姿勢を正し、クリスの方へ体を向ける。

「我々も、出来れば争いたくはない。この際、過去のことは水に流し、歩み寄りたいと思っているのだが、貴き殿でんの意見を聞かせて頂きたい」

「歩み寄るって具体案はー？」

「こちらの要望はただ一つ。大人しく身を潜ひそめていただけないだろうか？」

「大人しくしてるつもりだけどなー」

「このままじゃ、ヴィリエの女王がこの世界に来てしまうんだと。そうなったら、お前も困るだろ？」

　酒を傾けるクリスと、台所にもたれかかるようにしてビールを飲んでいたネネさんは、一いつ瞬しゆんだけ体を強こわ張ばらせた。

「ふーん。まあそれは、くりすにとって好都合だけどねー」

　クリスは以前ヴィリエの女王に挑いどみ、敗やぶれた。その際に個性をなくすという呪いを掛かけられてこの世界に飛ばされた。女王に言いたいこともあるだろう。

　ちなみに、悪あく魔ま男だん爵しやくも女王に挑んで敗れたせいで、血を吐はくようになった。

　クリスは今、ハルナの魔力のおかげで、本来の力と姿を取とり戻している訳だ。

「あと、ハルナの魔力を返してくれ」

「やーだよ」べー。舌を出して挑ちよう発はつする奴、久しぶりに見たよ。

「元々ハルナのもんだろ？　あいつ、このままじゃそのうち、メガロに殺されちまうかもしれないんだ。頼たのむ」

「だから何？　くりすに利り益えきないじゃん。やーだ。ハルナちゃん死んじゃったらいんじゃない？　きゃははは」

　殴りかかろうとした俺を、またもやサラスが止める。

「手を出した時点で、交こう渉しようは出来なくなる。控ひかえろ――ダーリンよ」

　そのときのサラスは、女子高生ではなく、吸血忍にん者じやの一団を率いる部隊長だった。

　わかってるさ。ここで俺が殴りかかっても、どうしようもないことぐらい。

　俺が立ち向かって勝てるなら、ネネさんを訪ねたりはしない。

　だけど――今の言動は頂けない。

「ネゴシエーションってさ、普ふ通つうはまず相手の要求を聞いて、それから自分の要求を出すことで成り立つと思うよ？」

「それは正まさしくその通りだ。では、貴殿の要求を聞こう」

「くりすは、おっさんに戻りたくない。そして、好きなように生きるの。その邪じや魔まをしないで欲しいなぁ」

　酒を飲みながら、楽しそうな声で言う。その言葉は本心なのか、それとも俺たちの要求をシャットアウトして楽しんでいるのか。

　おっさんに戻りたくない＝ハルナに魔力を返さない。

　好きなように生きる＝大人しくはしない。

　これでは埒らちが明かない。サラスもどうすれば良いのか言葉に詰つまっている様子だ。

「そうそう。くりすねー、面白いものを見つけたんだぁ」

　やけに楽しそうに酒を飲んでいる。

「どんな？」と聞いてみると、

「教えなーい」クリスは可愛らしい舌をぺろっと出す。

「君のことだから、きっと派手なものなんだろうね」

　キッチンにいるネネさんが、ケラケラと笑いながら聞く。

「そだよ。ドーンってなってパラパラ～ってなっちゃう楽しい楽しいアイテム」

　ドーン、パラパラ。その効果音だと花火を想像するが、こいつは魔装少女。

「……何かを、爆ばく破はするつもりなのか？」

　俺は、険けわしい表情で問とい詰める。しかし、クリスの態度は変わらず、また舌を出す。

「教えなーい」

　何かを企たくらんでいる。こいつは早く倒さないと。

「やっぱり、話し合いなんか無理だな」

「もう――」

　ネネさんは困った様子で俺を見ていた。そんな顔をされても、俺にはどうしようもないんだ。

　いつの間にか、俺は喋しやべらなくなっていた。どうせ話しても、適当に返されて終わる。

　倒す手段さえあれば――

「んじゃ、くりすもう帰るね。ドラマあるから」

　酒瓶を一本飲みきったクリスは、立ち上がって玄関へと向かう。

「ああ、もうその様な時間か……私も、そろそろお暇いとまさせて頂こう。途と中ちゆうですまないが、私にも仕事があるのだ」

　クリスに続いて、サラスも立ち上がる。

「奴を追うなよ？」

「ああ、分かっているよ。私の力では奴をどうすることも出来ない。――クソが」

　クリスのことだ。サラスが尾び行こうしてもすぐに気づく。それだけじゃなく、もしかしたら命を奪われかねん。吸血忍者はゾンビと違ちがって、『死ぬ』んだから。

　サラスは黒い髪かみをなびかせて、スタスタと玄げん関かんへ向かう。

　それを見送った俺の前に、ネネさんがホットコーヒーの入ったコップを置いた。

「ねえね、相川君。どうしても、クリスを倒さなくちゃいけないの？」

　俺はコーヒーを貰もらった礼としてお辞じ儀ぎをしながら、コップに息を吹ふきかける。

「今の俺には、わかりません。これまではそうしてきたし。夜の王のときだって――」

　ずずっと熱いコーヒーをすする。――苦い。眉まゆ毛げが『きゅっ』てなるぐらい苦い。

「え？　何々？　その夜の王っての」

　ビールの入ったコップを持ったまま、ネネさんはいつもの椅い子すに座り、椅子の上で体育座りをする。ものごっつ食いついてきたな。

「え？　俺と同じゾンビで、ユーの知り合いだから、ネネさんも知ってるんじゃ？」

「ゾンビって――そうか。あいつ、王になれたんだ」

　コップの縁ふちを指でなぞりながら、ネネさんはしんみりとした表情でそう呟つぶやいた。

「自分で名乗ってるような感じでしたね」

「あっはは、……あいつ、ずっと王になりたがってたからねぇ」

「やっぱり、ネネさんとも知り合いなんですか」

「知り合いも何も、『セブンスアビス』ってチームを組んでたよ。私と、ユークリウッド、今現在冥めい界かいの王に就いてるアホと、メガロシステムを構築している二人。そして――夜の王」

　セブン。つまり、七人のチームなんだろうけど――

「一人、足りなくないっすか？」

　ネネさんは、今までの陽気な喋り方から一変して、とても寂さびしそうに、そして、とても辛つらそうな声で――

「死んだよ」と、呟いた。

「え？」俺が驚おどろいたのは、言葉よりも、ネネさんの態度に対してだった。

　焦しよう燥そう。怒り。苛いら立だち。悔くやしさ。不安。もどかしさ。様々な負の感情を、全部詰め込んだような表情。その顔を見せたのは、ほんの一瞬だけだった。

　すぐにぱあっと明るい笑顔を見せ、ビールを喉のどに流し込む。

「ぶはあ！　おいし。――最後の一人は……殺されたよ。夜の王――あいつにね。いやあ、私はあいつの方が強かった。ってことが意外だったんだけどさー」

「何があったんです？」

「くか～」

　ネネさんの首が、かくんとなったーっ！　ちょっ！　コップ持ったまま寝んな！　零こぼれるっ！　零れるーっ！

　咄とつ嗟さに立ち上がり、今にも手から落ちそうなコップを支える。危うく畳たたみがビールの泡あわでシュワシュワになるところだった。

「話の途中なんですけど？　ネネさん、ネネさーん！」

「はっ！　寝てないよ？　えっとたしか酸性と弱酸性の境界線について――」

「いやいや、夜の王が殺したセブンスアビスの一人がって話です。そんな誰も食いつかない内容の話はしてませんからっ！　まずコップを置きましょう」

　ネネさんはキリッとした表情に戻もどり、コップを俺の前にあるテーブルに置いた。作業机は斜ななめになってるので、コップが置けないようだ。

「簡単にいうと、チームメンバーの一人が冥界の王になって、夜の王がやさぐれた。そりゃあもうぐれてぐれて――死のうと思った。それは……酒の席で私が直接聞いた」

　夢も希望もなくなって、夜の王は死のうとしたのか――でも。

「でも――ゾンビだから死ねなかった」

「その通り！　でね、さらにぐれちゃってもう大変」

「それで、ユーに殺して貰うために、セブンスアビスの一人を殺したのか」

　夜の王は、ずっとユーに殺して欲しかった。それは、冥界にいた頃ころからだったんだ。

　ネネさんは「あー、なるほど」とゆっくり頷うなずいた。

「正直私には、どうして彼を殺したのかわからなかったけど――なるほど、ユークリウッドをけしかけるためだったら納得できるわ。相川君頭良いんだね～」

「いやあ、本人がそんな節を見せていただけですよ」

「殺された彼はユークリウッドが尊敬していた、チームのリーダー的な存在だったなぁ。まあ、彼が殺されて以来、セブンスアビスは解散。私もユークリウッドも冥界から離はなれたって訳だけど」

　尊敬していた人物を夜の王に殺された――だからユーは夜の王に会ったとき、鎌かまを突つき立たてた。そして、その事件があったからこそ、夜の王を殺すことをためらった。

『死ぬのは辛い』そう言って涙なみだを流したこともあった。

　全てが、その事件に繫つながっているのだろうか。

「さ、作業に戻ろうか。間に合わなくなっちゃうからね」

　そう言いながら机に向かったネネさんは、即そく座ざに寝た。







　ベタ塗ぬり、トーン貼はりの作業を繰り返してきたが、まだまだ原げん稿こうは残っている。締しめ切きりは明日だと言ってたが……やれやれ、長なが丁ちよう場ばになりそうだ。サラスがもう一回手伝いに来てくれないかなー。

「あー、もうちょっと掛かかるかー。ねえね。……今日、泊とまってく？」

「え？」一人暮らしの女性の家に――お泊まりだと……願ってもない幸運な出来事に、俺は唾つばを飲んだ。そう言えば、俺は女性の家に泊まるなんて初めてのこと。自分でも思った以上の興奮を見せていた。それはあたかもやる気満々の居酒屋店員の如ごとく――

「はい喜んでーっ！」

　じゃあ、お泊まりセットを用意しないとな。俺は携けい帯たい電でん話わを取りだして、家へとかける。

　プルルルルル……プルルルルル……ガチャ。

「もしもしぃ？　蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように天才ですが何か？」

　出たのは、可愛らしい少女の声。

　蜂がどこまでの天才なのかを教えて欲しかったが、無視して用件を伝える。

「あー、ハルナか。……実はな。今日はネネさん家ちに泊まることにしたから、着き替がえとか持ってきて欲しいんだが――あと、こっちから学校もいくし、制服の替かえとかも」

「そのブルドッグが野草を食べているような声――なんだ、アユムか」

「どんな声っ！　ほぼ無音だろうよっ！」

「――で、アユムなにしてんの？」

　もう用件は伝えただろうよ。俺は怠だるさを全開にして、もう一度用件を伝える。

「ちょっと泊まり込みで作業をすることになったから、すまんが着替えを持ってきて欲しいんだよ」

「はあ？　なんでこの天才美少女悪あく魔ま男だん爵しやく魔装少女ハルナちゃんが、アユム如きのために動かなきゃなんないわけ？　めんどくさっ！」

　そう言うと思ったよ。

「わかったわかった。じゃあセラに代わってくれ」

　軽くあしらうように返すと、ハルナはなにやら「むー」と唸うなった。

「ま、まあ？　――アユムの態度次第では？　あたしが動いてやらんこともないけど？」

　あれ？　珍めずらしいな。ハルナが譲じよう歩ほしてくるなんて。

「えー、天才美少女ハルナ様。ワタクシめにどうぞ慈じ悲ひを」

「もっとシャクレて」

「ハルナしゃま」

「キモイっ！　もう喋んなっ！」

　えー、理り不ふ尽じんじゃねー？　どう言おうか悩なやんでいたら――

「しゃーなし」

「ん？」

「しゃーなし、あたしが持ってってやるから、今年一いつ杯ぱいあたしに感謝し続けること！」

「へいへい。仰おおせのままに」

「よし！　場所は？」

「住所はー、多分俺の部屋の机んところに、メモが貼はり付つけてあると思う」

「ＯＫＯＫ。あたしに任せろ！」

「んじゃ、頼たのんだぞ」

「あいあい――あーい」

　ガチャ。ツーツーツー。ちょっと適当さが目立ったが、まあ持ってきてくれるだろう。

「変な電話してたねぇ」

　ネネさんのニヤニヤ顔が、すぐ傍そばにあり、俺はびっくりして仰のけ反ぞってしまった。

「ただただ、相手が変な奴やつだったからですよ」

「ふーん」何かを怪あやしむような目で、俺を見つめている。

　何か、誤解を生んでいるような気がした。

　そのままさらに三時間そこそこ。原稿の状態も先が見えてきたのだが、時刻はすでに〇時を回っていた。

　ハルナ、遅おそいな。あ！　あいつもしかして徒歩で来るつもりじゃないだろうか？　俺の家は東京の西側。東側にある江こう東とう区くまでは結構遠いからな。

　あいつだって一人で電車に乗れるだろうに。

「もう、お風ふ呂ろ入っちゃおっか？　服貸したげるし」

「いやあ、着替えが来るまで待ちますよ。まだまだ夜は長いですし」

「じゃあ、私お風呂入っちゃおっかな」

　んー。伸のびをしながら椅子から立ち上がるネネさん。少しイタズラな表情をしているのはどういうことなのだろうか。

「ええ、どうぞ」

　ベタを塗り塗りしながら素そっ気けなく返すと、ネネさんはニタリと口を歪ゆがめる。

「――覗のぞく？」

「覗きませんよっ！」

　全くこの人は――からかってばかりだな。それとも、覗いて欲しかったとか？　はっはっは。ないない。騙だまされはせん！　騙されはせんぞーっ！

　ネネさんが玄げん関かん入ってすぐのところにあるバスルームへ。

　風呂場から水の音が聞こえてくる。今いま頃ごろシャワーを浴びているのだろう。

　すると、どうしてだろうか、なんだか胸がぞわぞわしてきた。

　さっきまでそこにあったネネさんの姿が、フィードバックされる。

『――覗く？』ニタリとイタズラな笑みを浮うかべていた、タンクトップ姿の女性。

　少し肉付きのいい太もも。ふくらはぎ。お尻しり。そして――あの、ド迫はく力りよくの胸。

　あの極上のボディに今、水が滴したたっているのだろう。

　……………………気になる。なんでこんなに気になるんだろう。

　原稿を進めなければいけない。しかし、筆が進まない。

　鼻歌が聞こえてくる。昔流は行やったアニメのオープニング曲だ。

　くそっ！　どうして女の子の鼻歌が知ってるアニソンだというだけで！　こんなにテンションが上がるんだ！　気になるっ！　気になりすぎる！

　集中しろっ！　作業に集中するんだっ！

　カリカリ……しゃっしゃっ……カリカリ……しゃっしゃっ……

　しゃ――――――――――――――――――――――――――

　ダメだ！　搔かき消けされた！　作業音よりもシャワー音の方が圧あつ倒とう的てきに気になるっ！

　シャワーの音が止まる。

　湯をためていた感じはなかったから、シャワーだけで済ませるタイプとみた。――ってことは、もう出てくるだろう。リビドーを抑おさえきった！　ボクは勝ったんだ！

　コンコン。玄関の戸をノックする音が聞こえてきた。きっとハルナだと、俺は立ち上がる。やましい気持ちもなかったが、何故か足音が立たないよう静かに玄関へ向かう。

「誰か来た？」

　下を向いていたせいもあり、ひょっこり顔を出した濡ぬれ髪がみのネネさんと、激げき突とつした。

「うわっ！　たっ！　ららっ！」

　タオル一枚だけのネネさんは、体勢を崩くずし、倒たおれないようにと、俺の服を摑つかむ。

　だが、俺も突とつ然ぜん顔を出したネネさんにぶつかったことで、足を滑すべらせていた。

　――そして、気がついたら、俺は床ゆかに倒れ、その上にネネさんが。



















　む、むにゅっとしたものが背中にーっ！

「ネネさん、ちょっと――」

「くか～」

「寝てるしっ！　風か邪ぜ引きますよっ！　ちょっと退どいて――」

　とりあえず体を仰あお向むけにさせる。

「う、う～ん」ネネさんはぼーっとした表情で上体を起こす。

　まるで、総合格かく闘とう技ぎでもしているかのように、ネネさんはマウントポジションを取っていた。

　はらり。タオルがずれ落ちる。

　おおう。マーベラス…………じゃねえ！

「ちょっとネネさん！　あられもないですよっ！」

　そのお姿はエロ過ぎて、まるで太陽光のように眩まぶしかった。

　高校生としても、ゾンビとしても、眩しすぎたので、俺は手で顔を覆おおう。

　うっすら目を開けたネネさんは、俺の胸に手を付いて、ちらりと見下ろした。

　そして、今の状じよう況きようを理解する。

「あっははは。これは失礼。相川君って、こういう運を引き込む力があるんだね。男おとこ冥みよう利りって奴だ」

　ケラケラと明るく笑ったネネさんは、タオルでその美しい体を隠かくしながら立ち上がり、部屋へ戻もどる。

　やれやれだ。立ち上がって、逃にげるように玄関へ。玄関の戸を開けると、そこには、誰だれもいない。出ていくまで時間が掛かったから、留守だと思われたのだろうか？

　戸を閉めて、中に戻る。

　部屋の真ん中では、タオル一枚のネネさんが眠ねむっていたので、俺は溜ため息いきを一つ吐ついて、

「着替えてから寝ねて下さい」

　冷静な態度と表情でネネさんの柔やわ肌はだをペチペチと叩たたいた。

　イヤらしいこと大好きな男子高校生の気持ちを、抑え込んで。







　来ない。ハルナが一向に来ない。

　もはや時刻は丑うし三みつ時どき。いい加減風ふ呂ろに入りたいところなんだが、どうしたものか。

　やっぱり、ハルナに任せたのが悪かったのかな。まあ、学校帰りでそのままここに来たから、学校にもこのままいけるし、諦あきらめようか。

　と、そんなことを考えていたちょうどそのとき、コンコンとノックの音が聞こえる。

「はいはーい」とネネさんが立ち上がろうとしたのを、俺は手で制する。

　こんな夜よる遅おそくに来客ってのもおかしいだろう。これは、ハルナだ。うん、間ま違ちがいない。

「多分、俺の件ですね」

　よっこらせっ。と腰こしを上げ、玄関へ。

「遅かったな」ぼろい戸を開けると、そこには少女がいた。

　――三人も。

　俺はしかめ面で出で迎むかえた。まさか、三人も来るとは思ってなかったからだ。

「えっと――着替えとかは？」

　俺は、その中でも一番背の低い少女に声を掛かけたのだが、答えたのは一番背の高い少女だった。

「ありますよ。全員分」

　やっぱり、全員泊とまり込むつもりだな。

　一番背の低い少女、ハルナは偉えらそうな瞳ひとみで俺を見上げながら、ビシッと人差し指を向ける。

「今日はアユムを殺しに来たっ！」

　なんでやねん。これほどまでにこの言葉が脳裏に浮かんだことはなかった。

　肩かたまである茶ちや髪ぱつ。てっぺんから伸びるアホ毛がトレードマークの幼児体型少女、彼女がハルナ。クリスに魔ま力りよくを奪うばわれた魔装少女。

　ネネさんのモノと比べたら、月と液えき晶しよう画面ぐらいの差がある貧乳を力ちから一いつ杯ぱい張り、偉そうに踏ふん反ぞり返かえっている。まあ、顔は可愛いんだけどな。

　一言で彼女を表すなら――『うるさ可愛い』

「理由についてのツッコミはしないとして、ユーまで来るとは思わなかったな」

　プレートアーマーとガントレットをつけた、銀ぎん髪ぱつの少女が一枚のメモを俺に見せる。

『せっかくだから』＝『えへへ～。ユーも来ちゃった。きゃはっ』

　全くの無表情で、ただメモを突つきだしている少女。このミステリアスな少女はネネさんと同じく冥めい界かい人。いや、『セブンスアビス』の一人と言うべきだろうか？　名前は『ユークリウッド・ヘルサイズ』通つう称しよう『ユー』だ。

　彼女は自分でも制せい御ぎよしきれない特とく殊しゆな能力を持っていて、そのため声を出すことも感情を出す事も出来ない。だからこうして筆談で意い思し疎そ通つうを図る。下のは俺の脳内変へん換かんな。

　俺をゾンビに変えたネクロマンサー様だ。

　一言で彼女を表すなら――『デラックス可愛い』

「お邪じや魔ましてやるから覚かく悟ごしろよなっ！」

　アホ毛をピコピコさせながら、ハルナが靴くつを脱ぬぎ捨すてて中へとずかずか入ってくる。

『お邪魔します』

　続いて、鎧よろい姿の少女、ユーが中へ入る。

「思ったより広くて助かりますね」

　ポニーテールの少女が最後に、ハルナが脱ぎ散らかした靴を整えてから中へと入る。

　俺に、恐おそろしく鋭するどい視線を浴びせて。

　ポニーテールの彼女は『セラ』だ。本名は『セラフィム』で天使のようだが、鬼おにである。

　おっと間違えた。鬼ではない。吸血忍にん者じやだった。あんな抜ぬき身みの刀みたいな目を向けられたら、そりゃあ恐きよう怖ふのあまり間違えそうにもなる。

　モデルのようなボンキュッボン。ネネさんほどの大きさはないが――いや、大きすぎないからこその美しいボディラインだと言える。

　一言で彼女を表すなら――『エロ恐ろしい』

　ぞろぞろと部屋の中へ入り、俺が作業をしていたテーブルを囲むように、三人は座り込む。

「んで、何やればいいの？」

　頰ほお杖づえをついて、むっとした表情のハルナがジト目で俺を見ながら言う。

「手伝ってくれるのか？」

「何のために来たとお思いですか？」

　姿勢良く正座したポニーテールの美女、セラが俺を睨にらみ付けていた。

　ほんと、何のために来たんだよ。

「てっきり、お泊まりパーティの気分なのかと」

「パーティ……ねえ」

　セラの目が細められ、異様なほどの殺気が部屋に充じゆう満まんする。なんでこんなに怒おこってるのか。そして、家主であるネネさんの乱れた服装に、きっちりしいのセラはむっとした表情を見せた。

　うとうとと首が動いていたネネさんが目を覚ます。

「あれ？　いつの間にか賑にぎやかに――って、あ」

『久しぶり』

　ユーとネネさんは、じっと見つめ合う。色々な思いが交こう錯さくしているのだろうか。

「髪切った？」

『別に』

「そっかぁ。変わらないな、ユークリウッドは」

『あなたも　あのときのまま』

　無表情のユーと、微笑ほほえみを浮かべているネネさん。昔むかし馴な染じみであるところの二人に、それ以上言葉はいらなかった。

「んじゃ、早速手伝って貰もらおうか？」

　ネネさんは楽しそうにそう言いながら、原げん稿こうを俺に渡わたす。

「これだけ人数がいたら、すぐに終わりそうだねぇ。これの消しゴムからお願いしていいかな？」

　ニコニコしているネネさんに対して、ハルナは敵意剝むき出だしの声で――

「うっさい！　あたしに指図すんなよなっ！　このメロン記念日がっ！」

「初対面でなんでそんなに機き嫌げんが悪いんだよ。――全く」

　俺が頭を抱かかえていると、セラが何かを決意したように凛りん乎ことした表情でネネさんの方へ体を向ける。

「私はモヤモヤしたままでは気持ちが悪いので率直にお伺うかがいします。――この薄うす汚よごれた雑ぞう巾きん……いえ、相川歩とハレンチな行こう為いはありましたか？」

　誰が通称雑巾やねん。何を言い出すんだこいつは。という顔をしていたのは俺だけじゃなかった。

「ちょっ！　葉っぱの人！　それは――」

　ハルナがなにやら狼狽うろたえていた。アホ毛はメトロノームのように大きく揺ゆれている。

「ハレンチ……ねえ。んーっと……それは」

　ネネさんはポンと一つ手を打ってから――寝た。

　静まりかえる室内。

「やはり、あったのですね。言えないようなことが」

　セラがまた俺を睨み付ける。

「ないない。ちゃんとセクハラ裁判で学んだことは生かしてるさ」

「はっ。男の言い分など、毛ほどにも価値がありません」

　ですよねー。このままではまたセクハラ裁判にかけられてしまいそうだ。

「ネネさん！　起きて下さい！　ちょっと誤解生んでますよっ！」

　ダメだ。全然起きない。こういうときは――

「寝んなーっ！」と肩を揺さぶるのが一番効果的であることがわかった。

　目を見開いて覚かく醒せいしたネネさんはぱたぱたと手を振ふる。

「寝てない寝てない。えーっと、ドリームノートとデスノートについては――」

「その話はちょっと興味あるけど、ちゃんと誤解を解いて下さい。俺はやましいことなんて何もしてないですよね？」

「どうだったかなぁ。された覚えはないような」

　バン。とハルナがテーブルを叩く。

「とぼけんなっ！　あ、あたし見たんだからなっ！」

「何を？」

「二人がその……裸はだかで――」

　ハルナの勢いが衰おとろえ、声が小さくなる。

「あ――もしかしてさっきの？」

　やっぱり、あのとき訪ねてきたのはハルナだったのか。

「あったのですね？　やましいことが」

「ねえよっ！　ただのラッキースケベだよっ！　事故に近いもんだ」

『そういうことは　あったの？』

　ユーの青い瞳は、強い光を宿していた。

「んなこたぁないない」

　ネネさんはぱたぱたと手を振りながら否定してくれる。助かった。

「まあ、あったとしても、別に男の子だから仕方ないんじゃない？」

「んなっ！　仕方ないってなんだよ！」

　ネネさんの言葉に、ハルナはカルチャーショックを受けていた。

「そうだぞ。ネネさんはお前らみたいに、すぐに暴力に訴うつたえたりはしないんだ。少しは見習って欲しいね」

「むー」唸うなりながらアホ毛をピコピコさせて腕うでを組むハルナにユーがメモを見せる。

『私の思った通り』

「噓うそだっ！　あたしは見たんだからなっ！」

　何をぎゃーぎゃーと喚わめいているんだこいつは。ハルナの怒ど鳴なり声ごえを聞き流しながら、セラに聞く。

「何の話だ？」

「先ほど、ハルナが『歩がセクハラ大だい魔ま神じんに昇しよう格かくした』と、泣きながら帰ってきたのです」

「な、泣くかーっ！　変な噓を吐つくなよなっ！」

　顔を真っ赤にさせたハルナがうるさいので、頭をポンポンと叩たたいて、動物をなだめるようにハルナを押さえつけながら――

「はいはい。セラ、続けてくれ」

「しかし、ヘルサイズ殿どのは『きっと　誤解している』と歩を信じていました。そして、真相を確かめようと――」

「ここにみんなで来た訳か。で、セラはどう思ってたんだ？」

　セラは「はん」と鼻で笑い飛ばし――

「私はしていないと信じてましたよ」

「意外だな」

「初対面の女性にそれほどハレンチな行為を仕し掛かけられるほど、あなたは度胸があるとは思えない。――少し気を許すとすぐにハレンチな行為に及およぶクソ野や郎ろうですが」

「えらい言い様だな。じゃあ、もし俺がそういう行為をしていたらどうするつもりだったんだよ」

　セラは満面の笑みを浮うかべる。そりゃあもう、可愛らし～い、看板娘むすめかアイドルかってぐらいの笑みで――

「ハレンチ、死すべし」

　皆みなさん、不自然なほどの可愛い笑顔にはお気をつけ下さい。

　殺意が一線を越こえた可能性があるようですよ。

　さて、誤解もなんとなく解けたところで、役割を分担することに。

　ネネさんが一人一人に原稿を渡していく。

「はい、ユークリウッドはこの×されているところを塗ぬりつぶす作業ね」

『任された』＝『任せてっ！　ユー、頑がん張ばっちゃう』

　いつもメモとボールペンを持ちあるいているために、ペンの扱あつかいに長たけているユーはベタ塗り。

「相川君は引き続き、トーンをお願い」

「あいよー」

　同人作業に慣れ始めている俺はトーン貼はり。

「君は――この原稿のこことここ、こっちの原稿のこことここに城をどーんと建ててくれないかな？　資料はこれね」

「ハルナ様って呼ぶならな！」

　こういう分野では恐ろしい才能を見せるハルナは背景。

「ほいで――」ネネさんが原稿を渡す前に、俺が「待って下さい」と手を差し出す。

「お前は掃そう除じを頼たのむ」

　俺はセラの顔も見ずにそう言った。

「構いませんが、なにやらイラッとする気持ち悪い顔をしてますね。そんなに心の臓を抉えぐられたいのですか？」

　そういうことを言うと思ったから、顔を見なかったのに、すごい精神ダメージ。

　セラはなんでもそつなくこなすんだが、料理と絵心だけは皆かい無むだからな。

　適材適所は、『変なことをさせるな』という意味だと俺は思うね。適材は、適所以外に置いてはならない。なんとか掃除で納得させないと。

「広いって言ってもみんなが寝ねるスペースはないからな。この中で一番掃除の手際が良いのはお前だし、頼むよ」

「どうにも腑ふに落ちませんが、了りよう承しようしました」

　まだ少し不満がありそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出したセラが立ち上がり、押し入れを開ける。　そこには、大量の枕まくら。何十個、何百個という大量の枕がぎゅうぎゅう詰づめになっていた。

　枕の巣か。と言わんばかりの大量の枕に、思わず「うわ」と声を出してしまった。

「あー、私すぐに枕をダメにしちゃうんだよねー」

「そんなにダメになるようなもんでもないでしょう？」

「柔やわらかいのが合わないのかなー。買ったときはふわふわなんだけど、すぐに中の綿が固まってボコボコになっちゃうんだよぉ」

　セラが枕をいくつか手に取って確かめてみる。

「ふむ。硬かたい枕にしてはいかがでしょう？　私も若い頃ころは柔らかい枕が一番良いと思ってましたが、硬い枕の方が快かい眠みんできたりするものです」

「へえ～。もう綿のタイプしか使ったことないなー。今度硬い枕使ってみるよ。あんがと」

　にっこりと微笑ほほえむネネさんは、強きよう烈れつに可愛かった。

　さて――作業が始まって少しした頃、ユーのペンが止まる。

　ユーの文字を書くスピードは、一いつ瞬しゆん。

　どんな文章でも一瞬で書いてしまうユーは、まるでパソコンで作業しているかのようにちょんとペンを原稿に置くだけで塗りつぶされる。右から来た原稿にペンを置き、左に流すだけの、工場のような作業。――そんなに苦になる作業ではないはずだ。

「どうした？　ユー」

『これ　もしかして』ベタ塗りをしていたユーが、そんなメモをネネさんに向ける。

　その表情は、少し驚おどろきの色があったように見える。無表情だからわからんが。

「そうだよぉ。この漫まん画がは、ユークリウッドの物語」

　ニタリと笑うネネさん。

「ユーの」俺はそう言われても違い和わ感かんがあった。作品の中にいる主人公は、ユーとはかけ離はなれて元げん気き一いつ杯ぱいだ。

　ロールプレイングゲームのようなファンタジー世界で、主人公である少女と六人の仲間たちが力強く生きていく青春物。

「まさか、このメインキャラたちが『セブンスアビス』なのか？」

「正解。もしあのとき、夜の王が事件を起こさなかったら、ユークリウッドが声を取とり戻もどしたら――きっとこんな感じになると思う」

『どうして　こんな話を？』

　ネネさんは椅い子すの上であぐらをかいて、ペン尻じりでこめかみをポリポリと搔かく。

「……どうしても、ハッピーエンドにしたかったんだよねぇ」

　照れくさそうに笑うネネさんを見たユーの瞳ひとみが、少し潤うるんでいた。

『あなたの　せいじゃない』

「そう、誰だれのせいでもない。あのとき――夜の王を止められなかった私のせいで、あの悲劇が生まれたなんて思ってないよ。だからと言って、彼をゾンビに変えたユークリウッドのせいでもない」

「その、セブンスアビスの一人が殺されたときの話か？」

　俺の言葉に、ユーは小さく頷うなずく。

『見てみたい』

「ん？」

『ハッピーエンドを』

「ああ、絶対完成させような」

　コクリと強く頷くユーのためにも、徹てつ夜やぐらいいくらでもしてやるつもりだった。

「そうだね。これは、無理をしてでも絶対描かきたかったんだよ」

　笑顔を見せるネネさんの目に、強い決意が見て取れた。

　眠ねむい目を擦こすって、俺たちは作業を続ける。

　ユーに眠ねむ気けなんてないのか、ずっと同じ表情で、同じ動きを繰くり返かえす。

　ハルナは座って作業が出来ないのか、隅すみの方で寝そべっていた。時々うとうととアホ毛が揺ゆれていたから眠いのだろうが、起きていることをアピールするように、今は細い足をブラブラさせている。

　ネネさんは、もうすっかり眠っていた。相変わらず、椅子がベッドと枕の役割を果たしているが、無理には起こせないな。

　あれ？　セラの姿が見えない。あいつ、どこに行ったんだろう。

　まあ、変なことしてなければ何でも――待て。この展開、俺は何度か体験しているはずだ。寝てないせいで頭が回らないが、これはアレだ！

　俺は立ち上がり、恐おそる恐るキッチンの方へ顔を向ける。

　そこには、エプロン姿の少女。デニムジーンズにエプロンってのは、裸はだかエプロンよりもエロさを感じるのは俺だけだろうか？

　いや、今はそんなことどうでもいい。

「ユー」と声を掛かけても、反応はない。

「ユー？」もう一度声を掛ければ、ゆっくりと顔を上げた。

『寝ていた』＝『ふえ？　ごめんねお兄ちゃん。ユー、もう眠たくて――ふあぁ』

　寝てたんだ。全然気付かなかった。パチパチとまばたきをするユーは可愛いなあ――ってそうじゃなくて。

　キッチンを見ろ。という意味を込めて、俺は親指をくいっとキッチンへ向ける。

　セラの姿を確認したユーは、『バッドエンドしか　訪れない』と無表情のまま嘆なげいていた。

「なんですか。ジロジロと気持ち悪い。あなたを諺ことわざで喩たとえるなら、『ひょうたんからゴミ』ですね」

「いや、まさか夜食を作ってくれてるとは思わなくてな」

　止めなければ、今すぐにでも止めなければ――そう思っていた俺は言葉を探していた。

「歩――奴やつを倒たおすために、一〇〇人の吸血忍にん者じやが動員されたという話は聞きましたか？」

「ああ、聞いたよ。全然ダメだったらしいな」

「ええ。私の今の任務も、ご存じですか？」

「ユーを守ることと――あっ！　そうか、クリスを倒すこと」

　セラは以前、吸血忍者の掟おきてに逆らい、それを許して貰もらうための試練として、クリス討とう伐ばつを命じられていた。だけど、一人であいつを倒せる奴なんて――

　俺はちらりとネネさんを見る。本当に、ネネさんはクリスを倒せるのだろうか？　いや、この世にあいつを倒せる奴がいるのだろうか？　そう思えるほどに、クリスの壁かべは高い。

「ですので、私は――あなたをサポートしたいのです」

　鍋なべだった。コンロにかけられてぐつぐつこぽこぽと音を立てる鍋を、セラがおたまで搔き混ぜていた。

　ぐつぐつに煮に立たっている――俺の業ごうが。業を煮やしつくしている。我が慢まん出来ない。言わざるを得ない。お前は料理が下へ手たすぎるんだよ！　と。

　だけど――

「え？　俺？」

「あなたならば、なんとか出来ると、そう信じています。ですから、私はあなたをサポートする。そうすることで、間接的ではありますが、任務を達成できると思っています。ならば私は――あなたのために、犬馬の労をいとわない」

　そんなことを言われたら――

「さ、もうすぐ料理も出来ます。あとほんの少しばかり待っていて下さい」

「ちょうど腹が減ってたんだ」

　言えなかった。料理をしているときのセラは、唯ゆい一いつと言っていいほど、とても可愛らしい、ただの少女になるんだ。

『料理名は？』＝『どんな料理を作ったの？　セラお姉ちゃん』

　ユーは、どういう料理なのかを聞いてから判断する様子。

　とりあえず、俺はテーブルにある原げん稿こうとペンを脇わきにどける。

「魔まのクリームシチューです」

「なんで『魔』がついてんだよ！」

「つい、魔が差したのです」

　てへ。てな感じで惚とぼけるのも、今だけだろう。くそう、可愛いじゃねえか。

　材料は……悪あく魔まか、自じ爆ばく霊れいか――

「生いき霊りようとサンマをふんだんに用いました」

　テーブルに鍋を置きながら、楽しげに話すセラ。

　なんだ、生き霊か。それならほっとするわ……

　ほっとするか――――っ！　なんやねん生き霊て！　サンマってのもクリームシチューのイメージとはかけ離れてるし、今スプーンじゃなくて割わり箸ばしを渡わたされてるし――

「言いたい事が山ほどあるんだが、サンマを捌さばいたのか？」

　箸をつけてみると、すぐにそれはいた。

　見事なサンマが丸々一いつ匹ぴき。俺はてっきり切り身の方だと思ってたから意表を突つかれた。

　お腹のところに×印を作るように隠かくし包丁を入れたサンマ。

　その×を隠すように、絆ばん創そう膏こうが貼はってあった。

　ほほう。応急手当という情けを掛けたのか。

　いらないお世話だよっ！　サンマだって泣いてるよっ！　滴したたってるのはシチューじゃない。涙なみだだよ！

「さあ、食べて下さい」

　と言われてもな。セラの作るスープ状のものは、周りを溶よう解かいしてしまうスライム系モンスターのようなモノだろうし、これを食べて死んでる場合じゃないし、でも食べなきゃまた怒おこるだろうし。うーむ。どうしたものか。

　頭を悩なやませていたら――

「よし！　出来たっ！」

　部屋の隅っこで寝ね転ころびながら作業をしていたハルナがぴょんと跳とび上がった。

　おー、寝ていたのかと思ったら、ちゃんと作業をしていたんだな。

　ハルナはこういうタイプの作業には天才的な才能を発揮するので、心配してなかった。

　たしか、ハルナは城を書く作業をしていたな。俺はそういうのがあまり得意ではないが、さすがハルナ。見事なまでの城がそこにはある。

　城が……城……し、城っ！　何その城っ！

「ハルナ！　お前何してやがる！」

　ハルナの向こうには、見事にそびえ立つ城があった。

「城を建てろって言ったじゃん」

　ハルナは原げん稿こう用よう紙しを使って、折り紙で鶴つるでも折るように『城を建てていた』。……まさか、ペーパークラフトで立体的な城を作るなんざ、誰が想像出来ようか。

　もしかして、それって原稿だったりするのか？

「あーもうっ！　お前って奴はホントに――」

　俺が取り上げようとしたら、足に何かがぶつかった。

　それは、鍋を置くためにテーブルから下ろしたインク。

　しゃば～。っと、インクが零こぼれてしまった。

「ティッシュティッシュ！　何やってんだ！」

　ハルナが叫さけびながら俺の背中を蹴けり付ける。

「そこに新聞紙があります。それで」

　セラに言われて、新聞紙を取る。だが、思ったより凄すごいことになっているので、俺は何枚も何枚も、惜おしみなく新聞紙をふんだんに使って、零れてしまったインクを拭ふき取――あ！

「これ、原稿じゃねえか」

　俺は血の気が引く思いだった。

　やっちまった。疲つかれていたせいもあってか、新聞紙と原稿を見み間ま違ちがえたんだ。

　ということはつまり――俺はハルナの作った城が、完成原稿を使ったわけではないことに気づく。ちゃんと話を聞いて、よく見るべきだった。

　完全に、俺の失態だ。

　トントン。ユーがテーブルを二回叩たたく。

『シチューが』

　え？　テーブルに目をやると、溶とけてしまった鍋からシチューがこぼれ落ちていた。

　そこには、避ひ難なんさせた完成原稿が――

「ちょっ！　セラこれ、なんとかしろ！」

「隠し味あじに入れた硫りゆう酸さんが、徒あだになりましたか」

　全然隠れてないじゃねえか。むしろ本来の威い力りよくよりも強力な気がするレベルだ。

「あー、もう！　なんとかしろよなっ！　このバユム！」

　ハルナは時たま、俺の名前に馬ば鹿かを追加してくる。

「とにかくセラはシチューを片付けろ！」

　バタバタと、俺やセラが部屋の中を走り回る。

　そうこうしている内に、朝が訪れてしまった。

　ぼろぼろになった原稿たち。溶けた畳たたみ。

　散々な状態で、やる気も何もかもが削そがれてしまい、俺はぼろぼろになった原稿を持ったまま立ち竦すくむことしか出来なかった。

「はっ！　寝ねてない寝てない。危なかったー。今完全に寝るところだったー」

　ネネさんがブルブルと首を振ふり、眠気を飛ばす。

　完全に寝てましたけどね。一時間ほど。

　俺は隠すことなく、クリームシチューでぼろぼろになった原稿と、インクを拭くためにくしゃくしゃになり、黒く汚よごれた原稿を見せる。

「すいません。ネネさん」

　手が震ふるえる。申し訳ない気持ちで、心地ここちが悪い。

　失った原稿は半数を超こえる、四○ページ。

　ネネさんはぐるっと部屋を見み渡わたし、だいたいの状じよう況きようを把は握あくしたようだった。

　俺は、なんと言われても仕方がないと思っていた。

　最強の冥めい界かい人に、ボコボコにされても仕方がないと思っていた。

　だけど、ネネさんはケラケラと笑い飛ばす。

「盛大にやったねぇ。落ち込まなくていいよ。漫まん画がなんて、いつでも作れるからね」

　笑顔を見せてはいるが、どこか寂さびしそうな横顔。

「これは――」

「あー、だいたいわかるから大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　怒らないのか？　こんなことをしてしまった俺を、セラを、詳くわしい事情も聞かずに――許すってのか？　この人はどこまで――

「まあ、元々急に始めた奴だし、しょうがない」

　そうは言ってるが、どう見ても未練があるように俺は思う。

　それにサラスが言っていた。

　原稿を落とすなんて許さない。――と。

　ネネさんは、ただ俺たちを気き遣づかっているだけなんだ。

　それが、とてつもなくいたたまれない。

「もう換かえの白紙原稿もないし、今回は諦あきらめ――」

　ネネさんの言葉を、俺は遮さえぎった。

「ダメだ。ダメなんだよ。この原稿は、完成させなきゃいけないんだ！」

　まるで聞き分けのない子供のようだったと、反省が残る言葉だ。

「相川君――そうは言っても、もう時間がないし」

「期限を延ばして貰える様に、印刷所へ足を運んでみます。ネネさんには大変でしょうけど――もう一度やらせて下さい。お願いしますっ！」

　俺は、頭を床ゆかにつける。

「申し訳ありません。私にも責任があります。出来ることなら、どのようなことでも致いたしましょう」

　セラもポニーテールを揺ゆらし、美しい土下座を見せた。

　ネネさんは笑顔を絶やさず、俺の肩かたに優しく触ふれる。

「よーし。じゃあ、最初からやり直そっか。みんなで、ね？　だから顔を上げて」

　ネネさんはきっと、締しめ切きりとは関係なく、俺たちの達成感と申し訳なさを満たすために言ってくれてるのだろう。

「とにかく、印刷所へ行ってみます」

「私も、ご一いつ緒しよさせて下さい」

　頭を下げたまま、セラと顔を見合わせる。

「いい心がけだな。やるからには妥だ協きようは許さないかんな」

　何故かハルナが偉えらそうに腕うでを組んで見下ろしていた。

　とにかく期限を延ばさないことにはどうしようもない。

　そのあと――俺とセラは、ネネさんが使っている印刷所を訪れたが、どれだけ説明をしても、期限を延ばしては貰もらえなかった。

　それもそのはず。十二月十九日という期限すら、すでに待って貰っているのだ。

　それならばと、いくつかの印刷所を探すが、どこもそんなワガママを聞いてはくれなかった。

　そりゃあそうだろう。そんな願いをほいほい聞いてたら、みんな延ばしてくれと頼たのんでくる。

　企き業ぎようとして、イレギュラーな前例は作りたくないのだ。

　どうにもならない。

　何の成果も上げられないままネネさんの家へ帰る途と中ちゆう、神しん妙みような面持ちのセラが口を開いた。

「……仕方がありませんね。最後の手段に出ましょう。出来れば、これだけは避さけたかったのですが」

　と口くち惜おしそうな声を出したあと、俺に手を差し出した。

「携けい帯たい電でん話わを貸してくれませんか？」

　俺は怪け訝げんな表情を浮うかべながら、言われたとおりに携帯を貸す。

　セラは聞かれたくなさそうに少し離はなれたところで誰だれかと話している。

　もしかしたら、吸血忍にん者じやのツテがあるのだろうか？　サラスもそういうの詳しそうだったし、そう言えば、俺の知り合いにも一人、そういう関連に恐おそろしいほど強い奴やつがいたな。

　名前は織おり戸と。普ふ段だんからうざったい奴だが、こういうたぐいの事件に関して、かなり行動力を発揮する。

　最終的には、あいつを頼たよってみるのもありかもしれない。

「ええ。――写真のようなモノでも構いませんか？　ええ。わかりました」

　セラは誰と電話をしているのかわからなかったが、交こう渉しようしているようだ。

　ほんの三分ぐらい交渉を続けて、セラはこちらへ体を向ける。

「電話をお返しします」

「どうだった？」

「なんとか二十四日まで引き延ばせる。と、心強いお言葉を頂きました」

　そんなに簡単に？

　印刷所を走り回って全ぜん滅めつした俺たちをあざ笑うかのように、一発で期限を延ばしたセラに、どこか不信感を抱いだきつつ、それでも俺は、ほっと胸を撫なで下おろした。




























　朝から印刷所を走り回ったせいでその日、俺は生まれて初めて学校に遅ち刻こくした。

　そのこともあってか、授業に身が入らなかった。

　まあ、普段から授業中は寝ねて過ごしてるんだけど。

　セラの機転で締め切りを二十四日にして貰ったのは良いが、今日は十九日。果たして間に合うのかどうか。

　今はあの三人娘むすめがなんとか手伝いをしているだろう。ハルナのお手製弁当も今日はなくて、コンビニ弁当だ。

　昼休みにコンビニ弁当を食べるのは久しぶり。一年前はずっとこれだったのにな。

　こうやって食べてみると――やっぱりハルナの作った飯が美う味まいと実感させられる。

　コンビニ弁当は、確かに温めたばかりで美お味いしく感じるが、ハルナの料理は冷めていても超ちよう絶ぜつな美味さだった。

　一度贅ぜい沢たくを知ってしまうと、それが基準になって満足出来なくなる。って奴だな。

　しみじみとから揚あげに付属のおろしダレをかけていたところに、今日もうざったいメガネ野や郎ろうがやってくる。

「あっれ～？　あれあれあれ～？」

　半笑いの状態で、『あれ』を繰くり返かえす様は、一発殴なぐっても許される気がしてくるレベルだった。

「なんだよ」と、俺は出来うる限りの冷れい徹てつな声を出す。

「相川せんせー、なんすかそれ？　なんすか～？　あれれれれ～？」

　相変わらず半笑いで言い寄ってくるツンツン頭の男子生徒。

　ここまでウザいと、逆に清すが々すがしさすら感じる。

「こっちにくんな。うざったいから」

「相川さんマジっすか！　マジコンビニ弁当っすか！　パねっすわ～」

　とてもとても嬉うれしそうな表情。

「お前はやけに嬉しそうな顔をしてるな」

「えー、そうっすか～？」

「その喋しやべり方を今すぐ直さないと、ボディブローのあと、お前の弁当ひっくり返すぞ」

「いやぁ、実はさぁ」

　母の愛がこもっていそうな弁当を広げながら、ツンツン頭のクラスメイト、『織おり戸と』はなにやら楽しそうにそう切り出した。

「昨日相川から電話掛かかってきたと思ったら――実はセラさんでなぁ」

「へえ」と、どうでも良さそうな返事を一つしてから、俺は織戸の顔を二度見した。

「セラからっ？　なんて？」

「年末まで開いている印刷所は東京近きん郊こうにないか。ってな感じだった」

　まさか、セラがあのとき電話していたのは、このウザいことが、ウザいこと『だけ』が取とり柄えの男……本名が『八割九分ウザ男』の可能性があると噂うわさの、この……

「それで？」

「即そく座ざに探したね。そいで、二十四日まで引き延ばしてくれるっていう印刷所を一軒見つけた」

「よく見つかったな。俺も結構探したんだが」

「いやあ、ちょうどセラさんファンクラブの――」

「おい、ちょっと待て。なんだそのファンクラブってのは」

　織戸は、「え？　お前知らないの？」とでも言いたげな表情で言う。

「セラさんの美しさを尊ぶ会だよ。ほら、学園祭のとき、ちょっと星川輝き羅ら々らとアイドル勝負しただろ？」

　確かに、以前セラは星川輝羅々ことサラスとアイドル勝負をした。

「そのとき出来たのが、セラさんファンクラブだ。印刷所のおっさんは、会員ナンバー二五。今や三〇〇〇〇〇以上の会員がいるセラさんファンクラブで二桁けたの会員ナンバーは自じ慢まんできるぜ？」

「セラはそのファンクラブのことを知ってるのか？」

「さあな。芸能人でもないのに今や大規模なファンクラブになっちまったから話題にはなるが、それでもネット上の一部に過ぎないし、そればっかりは本人に聞いてみないと」

　セラが聞いたら、「気持ち悪い」と言いながらファンクラブを潰つぶすだろうな。

　そこに、短たん髪ぱつの少女が弁当とドレッシング類が入っている袋ふくろを持参してやってきた。

「お、何々？　なんの話だ？　相川が織戸の話を熱心に聞くってことは、またセクハラ系かあ？　セクハラ裁判に掛かけられたのに、懲こりねえ奴やつだなー」

　元げん気き一いつ杯ぱいの陸上部で、隣となりのクラスにいる吸血忍にん者じやの吉よし田だ友ゆ紀き。吸血忍者としての名前はメイル・シュトロームだ。

　ちなみに、吉田友紀の読み方は『よしだ　ゆき』なのだが、その小学生男子のようなアホさ加減から『トモノリ』と呼ばれている。

　テーブルに広げた友紀の弁当は、二つ。

「おいおい、なんだよ相川～。なんでコンビニ弁当なんか買ってんだよ～」

「お前こそ、なんで二つ持ってんだ？」

「え？　師し匠しようが……相川に、弁当作ってやってくれって言うから――オレ、頑がん張ばって」

　師匠とはハルナのことだ。友紀は花はな嫁よめ修業の一いつ環かんとしてハルナから料理を習っている。

　ハルナの奴……もしかしたら、俺を気き遣づかってくれたのかもな。

「どれどれ～、トモノリの愛妻弁当を試してみますか？」

　手をすりすりと合わせ、楽しげに織戸が言う。

「え！　何々？　ユキちゃんが相川に愛妻弁当作ってきたの！」

　そこで声を上げたのは、教きよう壇だんの前で喋っていたイケイケギャル（死語）だった。俺は一度死んだ存在――ゾンビなので、死語にも詳くわしいのだ。がっはっは――つって。

　こっちへやってくる長いマツゲの女生徒、三み原はらかなみ。

　確実につけまつげだろうその少女は、箸はしを持ったままこっちへと走ってくる。お前は隣のクラスだろうに、何な故ぜここにいるんだ。

「ちょっと……お行ぎよう儀ぎ……悪いよ？」

　教壇の前の席は、我が学年トップの成績を誇ほこる平ひら松まつ妙たえ子こ。お下さげ髪がみの大人おとなしい彼女と一いつ緒しよに昼食を取っていたのだろう。

　こっちくんな。と俺が口に出そうとした頃ころには、すでに友紀の側にいて、後ろから首に手を回すようにして友紀に抱だきついていた。

　そんな様子を見ていて、呆あきれている俺と平松の目が合った。

　変な友達を持つと、苦労するよな。と言った感じのアイコンタクトを取る。

　あ、くすっと笑った。平松も同じことを考えてたのかもな。

「美味しくなかったら、お嫁よめさんいけないよ～？」

　なんて言いながら、三原が友紀の弁当を開ける。そこには――普ふ通つうの可愛らしい空間が広がっていた。

　タコさんウインナーとか、から揚げとか、卵焼き。ポピュラーなものが詰つまっている。

「急げっ！」織戸がくわっと目を見開いた。俺と三原は、その意味を瞬しゆん時じに理解し、それぞれが食べたいモノを摘つまむ。

「まだ完成じゃねえのに～」

　頰ほおを膨ふくらませて拗すねる友紀。その手にあるのは、ドレッシングだ。

　こいつはどんな料理にもドレッシングをかけないと気がすまない、困った性格をしているんだ。だから、食べたいモノはすぐに食べてしまわないと、たちまちの内にドレッシングにまみれてしまうことだろう。

「お、おい相川――」

　卵焼きを食べた織戸の箸が震ふるえている。

「うん――これ――」

　三原も目を丸くしていた。

　俺は、その両方だったかもしれないな。

「ああ、まだまだ遠く及およばないが――ハルナの味だ」

　ハルナの卵焼きを口にしたら、口から銀河があふれ出す美味さだったが、この友紀の卵焼きは、太陽系ぐらいが口内に広がるような、素晴らしい風味と味、そして歯は応ごたえだった。

「だろ？　オレも苦労したんだぜ～？」

　にししし。と白い歯を見せて笑う友紀。アホでも、学べば成長するんだな。

　いつの間にか三原の横に、ひょっこりいた平松が、少し申し訳なさそうに言う。

「私も……頂いて……いい？」

「ああ、ちょっと味をみてやってくれよ」

　俺はから揚げを一つ、弁当のフタに乗せて平松に渡わたす。

「いや、だからまだ完成してない――」

　ドレッシングをかけようとした友紀から救出するように、平松はから揚げを箸で摘みあげ、手を添そえてその小さな口に運んだ。

　そして、可愛らしい目をパチパチさせる。

「すごい……こんなに美味しいなんて……お肉も柔やわらかいし……冷めて時間が経ってるのに衣もカリッとしてて……油っぽくもない……どういう技術なんだろう……」

　まあ、今から油っぽくしようとはしてたけど。

「ちょっとちょっと。なんでお前ら全員完成前に食べるんだよ！　から揚げと和風ドレッシングの相性は抜ばつ群ぐんなんだって！」

「そんなに不ま味ずくはならないと思うが、お前は量がおかしいのと、今のままで十分だってことを理解してくれ」

「お、おう。つまり――ドレッシングは美味いんだな？」

　彼女はアホの娘むすめ。何を言っても意味はない。

「で、なんで相川は今日ビニ弁なの？」

　隣の席を俺の席と合わせ平松の席にあった弁当を持ってくる三原。もう平松も三原も俺の所で飯を食うつもりのようだ。

「ん？　ああ、ちょっとハルナたちが忙いそがしくてな。俺は授業中に寝ねたけど、あいつらはもしかしたら今も寝てないかもなー」

「ハルナ先生……そんなに大変なら……私も……手伝おうか？」

　優しいお下げの少女、平松の有り難いお言葉。

「なになに？　なんかまた面白そうなことやってる？　ちょー楽しみなんだけど」

　なにやら企たくらんでいる様子の三原。甘い匂においは香こう水すいだろうか。

「オレも手伝いにいかせて貰もらおうと思ってたんだ！　良いだろ？　相川っ！」

　友紀の心強い言葉。椅い子すに座りながらアホみたいにピョンピョン跳はねている。おっぱい揺ゆれすぎ。

　みんな、とても優しくて、俺はちょっと幸せな気持ちになった。友達ってのは、本当に良いものだなと、しみじみ感じるよ。

「まあ、セラさんがいるなら、俺も手伝ってやるよ」

「いや、お前は来なくていいわ。マジで」

　少し上から目線の織戸を、俺は手で制した。

「なんでだよ相川～」

　お前をネネさんには会わせん。絶対にあのおっぱいで面めん倒どう臭くさくて気持ち悪いことになるだろうしな。

　答えるのも面めん倒どうだったので、俺は席を立った。

「トイレ行ってくるわ」

「帰ってきた頃にはなくなってるかもね～？」

　ニヤニヤ顔でから揚あげを頰ほお張ばる三原。俺は「はいはい」と軽くあしらって教室の外へ。

　廊ろう下かに出ると、長い黒くろ髪かみの美女が今にも立ち去ろうとしていたので、声をかけた。

「サラスじゃないか。何か、用があったのか？」

　くるりと振ふり返かえった黒髪の美女は、少し寂さびしそうな目で呟つぶやく。

「いや、用というほどのことではない」

　そう言いながら、サラスはさっと手を後ろに回した。なんだ？

「何か持ってるのか？」

「見つけたか。この食くいしん坊ぼうバンザーリンめ」

　食いしん坊万歳とダーリンには密接な関係がなさすぎない？

　やけに大きな袋に包まれたそれは――

「もしかして、弁当か？」

「うむ、もしかしたら昨日、あまり食べてないのかと心配になってな」

　サラスは気き丈じような瞳ひとみのまま、目を逸そらした。うっすら頰に赤みがさしたようにも見える。

「そうか。ありがとうよ。お前も一緒に食わないか？」

　ふるふると、黒髪が横に揺れる。

「いや、やめておく。同じ吸血忍者の吉田だけならば、やぶさかではないが」

　ちらりとサラスは、教室を覗のぞき込む。俺の席にたむろした、賑にぎやかな連中。

「おいトモノリっ！　俺の弁当にまでドレッシングかかってるから！」

「あはははっ！　きっと男前になるって！　やったじゃん、織戸」

「ぜってー美う味めぇんだって！　騙だまされたと思って食べてくれよ～」

「出来れば……騙されたくないな……」

　楽しそうな笑い声。友紀に思いっきりチョップをかます織戸の姿に、三原は爆ばく笑しようしていて、平松は優しく微笑ほほえんでいる。

「あの輪には、入れんさ。闇やみを生きる私には……眩まぶしすぎる」

　ふっと一つ鼻で笑う。サラスの顔には、哀あい愁しゆうがあった。

「そうか。じゃあ、それだけ頂くよ」

「む？　しかし、貴様にはもう吉田の弁当もあるし、これは少々張り切りすぎてしまってだな……」

　俺はサラスから袋ふくろを奪うばい取って中を確認する。えっと、一、二、三……一五段重ね。

　顔を引きつらせながら、「よく頑張ったな」と感想を述べる。

「料理を作っていく内に、マイダーリンに食べさせたいものが、次から次へと沸わいてきたのだ」

「ほお～。それは楽しみだ。ありがとな」

「待て！　それを、全て食するというのか？」

「ああ。知らないのか？」

「む？」

「ゾンビってのは、大食漢で四六時中食しよく欲よくがあるんだよ」







　学校が無事に終わり、食べ過ぎて吐はき気けを覚えながら、直接ネネさんの家に帰ってきた俺は、中に入って頭をポリポリと搔かいた。

　セラとハルナは机に突つっ伏ぷしていて、ネネさんはペンを握にぎったまま動きが止まっている。

　恐おそらく、全員寝ているのだろう。

　一人だけ起きていたユーは俺の顔を見ると、メモを一枚差し出した。

『今　みんな寝たところ　起こさないであげて』

　俺はユーからボールペンを借りて、そのメモを裏返して筆談する。

『一段落ついたのか？』

　無表情のユーは、首を右に少し動かして、元の位置に。――否定だな。ということは、疲つかれたのか緊きん張ちようの糸が切れたのか。そういう精神的な理由で寝てしまったのだろう。

　だが浅い眠ねむりのようで、ハルナのアホ毛がかくんかくんと動いている。常人であればネネさんのように首がかくんかくんするものだろうが、彼女の本体はアホ毛なのかもしれないな。

　セラは両手を枕まくらにして、静かな寝ね息いきを立てている。

　こいつらは起きていると何かと俺を攻こう撃げきしてくる奴やつらだが、こうして寝ているところを見ると、ただの可愛い女の子なんだな。としみじみ思う。

　普ふ段だんは寝ね顔がおなんて滅めつ多たに見せないからな。新しん鮮せんさを覚える。

『ユーは寝ないのか？』とメモに書いたら、ユーは表情を変えないまま、

『二人より　先に寝てしまったから』

「ん～、ふああ」ハルナが猫ねこのように両手を突つっ張ぱって伸のびをする。

　そして俺の顔を確認すると、

「なんだ、ここは地じ獄ごくか」

　寝ね起おきの一声から毒を吐いた。

「どういう意味だよっ！」

「うっさいっ！　耳元で怒ど鳴なんなよなっ！　なんかみすぼらしい系の餓が鬼きだと思っただけだっ！」

　ハルナの声に反応して、セラも顔を上げる。

　乱れていた綺き麗れいな黒髪を正しながら、俺の顔を見るなり溜ため息いきを一つ。

「歩ですか。気持ち悪い」

　とりあえず「おかえりなさいませ」的なセリフが欲しいもんだ。

「で、どうだ？　はかどってるか？」

「全然ですね。このままだったら、二十四日も危ういところです」

　そうか。昨日今日ではどうしようもない。

「よしっ！　手法を変えていこうかっ！」

「手法？」

「そうだっ！　あたしが最高スピードを保つための技を伝授してやるから、感謝するんだなっ！」

「そんな技があるのか？」

「まずは消しゴムがけっ！」

　ハルナは床ゆかに原げん稿こうを並べる。

「ダイナミックな動きで！　こう！　こう！」

　大きく上下に消しゴムを動かすハルナ。その手の動きはまるで蛇じや拳けん。

　見よう見まねでやってみると、おお、確かに効率がいい。

「次にトーンを切る作業は葉っぱの人どうぞ！」

　ハルナはトーンのフィルムを空中にばらまく。

　セラが木の葉を剣けんに変えた。

「では、行きます。秘剣燕つばめ返しっ！」

　忍にん者じやならではの動きだろう。様々な形に切り取られていくトーン。

「はい、アユムもやって」

「今のを？　忍者にしかできねえよ！」

「じゃあ、百烈豪ごうトーン貼はりぐらいマスターしろっ！」

「どういう奴だ？　豪って言葉が付いたらいけないだろ。細かい作業なんだから」

「こうだっ！」

　目の錯さつ覚かくだろうか。ハルナの手が、まるで千せん手じゆ観かん音のんの如ごとく広がった。

　そして、セラが切り取ったトーンを、次々と原稿に貼っていく。

　いや、ただトーンをがむしゃらに貼っている訳じゃない。ほぼ半分ぐらいの動きが、向きなどを修正するためにちょんちょん、と触ふれているだけだ。

　地味にしっかりしてるーっ！

　たちまちのうちに、一枚原稿を仕上げてしまう。

「ほー、すごいねぇ」

　ネネさんがえらく感かん銘めいを受けていた。

『私も』

　ユーのガントレットに包まれた手が、千手観音の如く広がった。

　しゅばばばばば……普段のユーからは考えられない激しい動き。

　だが、ハルナとは少し違ちがう。

「あ、いっそのことさあ」

　ネネさんがポンと手を打って、原稿をユーに渡わたし、立ち上がる。

「ちょっと投げてみて。トーン切るのお願いね」

　セラとユーは顔を見合わせる。

　ハルナがトーンを空中に放り出した。

「行きます。秘剣、燕返しっ！」

　バラバラになるトーン。それに合わせ、ユーも原稿を放り投げる。

　そのとき、時間が止まった気がした。

　宙を舞まうトーンと原稿が、そのままぴたりと止まっているんだ。

　ネネさんはまるで太たい極きよく拳けんでもしているかのような、大きく円を描えがくように手を動かす。

　それは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　一瞬で、原稿五枚分のトーンを貼ってしまったのだ。

　時が止まったように動かなかった原稿が、畳たたみに落ちるのを見て、俺は「おおー」と拍はく手しゆをした。

　この技術をマスター出来れば、締しめ切きりも間に合うのではないだろうか？

　ネネさんは仕上げ作業には参加出来ない。だから、俺が――

「今の、どうやったんだ？　ネネさんの特とく殊しゆ能力か？」

『円の動きで魔ま力りよくを空間に混ぜ　空間を固定する　高等技術』

「ふーん。なるほどな。わかるわかる」

　ハルナが何故か頷うなずいていた。端はたから見れば、どう見ても知ったかぶりしている生意気な少女なので、無視。

「俺にも、出来ますかね？」

「頑がん張ばればねぇ」

『セブンスアビスの内　三人が出来た』

「こればっかりは、コツを摑つかめるかどうかかな」

「やり方を教えて下さい」

「いや、それが、どうしてこうなるのかが明確にはわからないんだよね。もっと研究が進めば、誰だれでも出来るようになるんだろうけど」

「ちょっとやってみるか」

　さっきネネさんがやったように、見よう見まねで動いてみる。

　はい、無理ー。出来る訳もない。

　そんな俺の様子を窺うかがっていたハルナが、すっくと立ち上がる。

「そこ、違う。それじゃ魔力を空間に関かん与よさせらんない」

「は？」

　ハルナはアホ毛をピコピコさせながらペンを持ち、壁かべにずらずらと何かを書き連ねる。

「おい！　何をやって――」

『待って』止めようとした俺の服を、ユーが摑んだ。

「これは――そっか。そういう原理で――ふむふむ」

　ネネさんは怒おこることもせず、ハルナの書いているモノを見つめている。

　そこには、エジプトの壁へき画がのようなものが描かれていた。

「――ここでエンドルフがドゥーンされて、赤い牛が翼つばさを授ける」

「ふむふむ――つまり、ここの足の動きが、地面から魔ま力りよく粒りゆう子しを引き上げてるってことね。じゃあ、ここをこうすれば」

　ネネさんもＧペンでなにやら追加する。

「その場合はジャマイカンザリガニがサイレントされるから、シャンペニオンのクリームスープ状態になっちゃうだろ！　だから、こう！」

「はっは～っ！　そうだったんだ！　すごいすごい！　つまり、ここのポーズは凄せい絶ぜつ・天象烈界破な訳だ」

「そう！　そのとき、分速三八○キロメートルの速度でボリンサムされるから、これを『プロゴルファーの定理』に当てはめると、レットイットビー」

「なるほどなるほど」

　完全に二人の世界だ。俺もユーもセラも、ただ呆ぼう然ぜんと見ていることしか出来ない。

「あの、すいません」

　声を掛かけにくい状じよう況きようだったが、俺は勇気を振ふり絞しぼって手を挙げる。

「はいはい。どうしたの？」

「全然分からんが、どういうことなんだ？」

「あー、つまりね。今のを相川君でも出来るってこと」

　……………………マジで？

　原理のわからない技術を、初見でハルナが看破したとでも言うのだろうか。

『それどころじゃない　ハルナは　魔力を持たない者でも可能な理論を立てている』

「その辺の一いつ般ぱん人にも出来るってのか？」

「さすがに、そのレベルの理論だと人にん間げん離ばなれした動きが求められるから、一般人には無理だろうけどね。少なくとも、トラックにはね飛ばされて電信柱に後頭部を強打されても、平然とトンカツを食べられるぐらいの人間じゃないと。――早速やってみようか」

　ネネさんに手を取られ、俺は少しドキドキしていた。

　むにゅっと胸が押しつけられ、手取り足取り動かされる。

　もう、気が気ではなかった。

「……秘剣、燕返し」

　さくっ！　突つかれたっ！　今普ふ通つうに剣を突き刺さされたっ！　返せよ！　燕を！

「何しやがるセラ！」

「こういう諺ことわざがあります。――ハレンチ、死すべし」

「それ、つい先日お前が作った言葉だろうがっ！」

　セラはじりじりと間合いを詰つめてくる。やばい――まだまだ斬きり足りないご様子だ。

　こうなったら今習いたての空間止める奴やつをやるしかない！　円の動きを意識して――こうしてああして――時間掛かるなこの技。

　もう一度、セラの剣が俺に襲おそいかかってくる。

　――どうだ？　木の葉が首に触れる。容よう赦しやなく喉のどを突くつもりだろう。

　そのとき、セラの動きが止まった。いや、ハルナやユーまで。

　で、出来てる。こんないとも簡単に――

　ネネさんだけ動けるのは、俺が未熟だからなのだろうか。

「すげえ。ほんとに時が止まったみたいだ」

　と思ったら、ぎろりとセラが俺を睨にらみ付ける。――目は動くんだ。

「これは、あたしら魔装少女が使う結界術に似てるんだ」

　腕うでを組んだままじっと動かないハルナが唇くちびるも動かさず、腹話術のように喋しやべっていた。

　そう言えば、ハルナは結界で敵を囲み、閉じ込めることが出来たな。今は魔力がないから無理だけど、俺も以前、他の魔装少女に動きを完全に止められた。

「だけど、力の差があれば通用しないし、解除方法を知っていれば動きを止められない。でも――この理論を用いれば、どんな奴でも強制的に動きを停止させられる」

　これはまた、エロいイタズラやり放題の織戸が喜びそうな技だな。是ぜ非ひとも会得したいところだ。

　もっかいやってみよう。円の動きを意識して、こうやってしゃがんでこうやって背せ伸のびして――戦せん闘とう中にこんな動きしてられないな。

　なんというか、格かく闘とうゲームでコマンドを入力している気分だ。

「よし、原稿投げてくれ」

　ユーが原稿を投げ、セラがトーンを切り、ここで――空間を――止めるっ！

　そして、百烈豪トーン貼りっ！

　……………………失敗。まだまだ、修練が必要だな。

　そのまま、空間停止を練習しながらトーン貼りの作業に入る。

　トーンを切るという作業も、セラには合っているし、二人でな。

　しかし、俺は最初の一回以来全然出来ないので、普通にテーブルに向かって作業をすることに。

　あの技を使わないと、間に合わない気もする。それを、みんなが分かっていた。

　ベタ塗ぬりはユーが最速だし、背景はハルナぐらい上手くないと出来ない。セラはトーンを切る作業と並行出来ないし、やはり、俺がこの百烈豪トーン貼りを会得する必要があるわけだ。

「このペースじゃ、到とう底てい間に合わないですね」

　トーンの形を確認しながら、セラが呟つぶやく。

「んじゃ、そろそろハルナちゃん、本気を出しちゃおっかなー」

　ハルナがなにやら言い出したが、俺とセラは無視して話を続ける。

「あ、そう言えばだな。友紀とか学校の連中も手伝ってくれるってよ」

『それは　助かる』

　ユーもハルナを無視の方向だ。

「ちょっと話聞けよなっ！」

　バンバン。強く机を叩たたくハルナ。その音で、ネネさんも目を覚ましたようだった。

「ふぇい。全然寝ねてないよ？　えーっと原子原子力パンチとゴムゴムのライフルは――」

「いや、聞いてないです。それより、どうですか？」

「いやあ、やっぱりネームからやり直すと難しいねぇ」

「だからあたしを無視すんなよなっ！　――こうなったらっ！」

　ハルナは何を思ったか、ネネさんが使ってる机からＧペンを取り、白紙の原げん稿こう用よう紙しに向かって――

「だあらっしゃああああああっ！」

　な、なんという気き迫はくだっ！　何を、何をする気なんだっ！

　カキカキ……カキカキ……

　描くペースは普通だーっ！

「だあっらっしゃああああっ！　いいっらっしゃあああああいっ！」

　今一瞬店員さん入ってた！　絶対入ってたーっ！

　そうして出来上がった一コマ。そのコマに、俺は見覚えがあった。

　そう、俺はこの絵を、一度見ている。

「ハルナ、お前まさか――描けるのか？」

　そうだ。その絵は紛まぎれもなく、ネネさんと同じだったのだ。

「下書きもなしにいきなりペン入れでこの出来映え――君、天才だねぇ」

　ネネさんがパチパチと拍手を送ると、ハルナは得意げに、そして満足げに言う。

「まあ、あたしが一度見た奴なら、全部覚えてるけどぉ？」

　この天才め。猫ねこなで声ごえを出すのは、褒ほめて欲しいときだ。

「しかし、これで速度が倍になりますね。――ハルナ、何な故ぜその技術をもっと早く出さなかったのです？」

「ほえ？　だって、盛り上がりにかけるじゃん」

　こいつ、さてはみんなの力量を見計らってギリギリになるよう調整していたのか。

　俺とセラは目を合わせる。セラはそれ以上何も言わなかった。

　その鋭するどい眼まな差ざしは、「この世には叱しかられて伸のびるタイプと褒めて褒めて伸びるタイプがいます彼女は確実に後者ですここはハルナの力が必要不可欠なのは明らかですしあまり注意はやめておきましょう」と言っていた。

　ああ、そうだな。ハルナはただのガキみたいな奴だから、ここはただ褒めるだけにしよう。それが大人の対応ってもんだ。

「凄すごいねぇ。自分にもそのぐらいの才能があったらなって思うよ」

「ネネさんは十分才能ありますって」

「んなこたぁない」

　ぱたぱたと手を振って否定するネネさん。

「そうですね。やはり、ハルナは別格ということでしょう」

「え？　ベッカムみたい？　にゃはは！　やっぱり、あたしは天才だなっ！」

　アホ毛をピコピコさせて喜ぶハルナ。別格とベッカムを間ま違ちがえたが、まあいいだろう。

「ええ、そうですね。さあ、早く続きをしてしまいましょう」

『ハルナのおかげで　二倍速』

　そうだな。元々は無理だったのを、ハルナのおかげで光こう明みようが見えたんだ。ウザいとかガキ臭くさいとか言ってられない。

　こうして、ハルナとネネさんが仕上げた原げん稿こうを、残り三人で仕上げていくという流れ作業になって二時間ほど経ったころ。会話もなく、黙もく々もくと作業を続けていたところに、なにやら外から声が聞こえてきた。

「こ、ここで良いのかな？」

「ほら、ユキちゃん、早くチャイム押しなさいよ」

「でも、チャイム鳴らねぇもんよ～」

「間違ってたら……ご迷めい惑わくだし……相川くんに電話してみたら……どうかな？」

　あの声は、友紀たちか。結構来るの早かったな。

「ネネさん、俺のクラスメイトたちが手伝いに来てくれたみたいなんで、入れていいですか？」

「あー、そうなの？　助かるわぁ。どんどん入っちゃって」

　お許しが出たので、俺は奴らを迎むかえに玄げん関かんへと向かう。まあ、断りなんか入れなくてもネネさんならダメなんて言わないのは分かっていたが、これはマナーとしてな。

　扉とびらを開けると、そこには私服姿の三人娘むすめ。

　友紀はボーダーのシャツと短パンに黒のストッキング。

　三原はなんか色々と面めん倒どう臭くさい格好。太いベルトとかふわふわのファーがついたブルゾンとか、説明してられないオシャレ。

　平松はニットのワンピース。

　友紀はまあ、たまに遊んだりするが、この二人の私服はあまり見ないな。

「相川くん……制服のままだ」

　平松がどこか残念そうな顔でそう言った。

「なんか、相川の目がいやらしく見えるんだけど、気のせい？」

　三原が体を抱だくような仕草を見せる。

「心配するな。未いまだかつて、そんな目でお前を見た覚えはない」

「んでんで？　オレたちは何をすればいいんだ？」

　とにかく外で立ち話もなんなので、俺は三人を中へと招き入れる。

　全員が俺の横を通過して中へと入っていったあと、俺は廊ろう下かの方へ顔を出し、キョロキョロと顔を動かした。

　右――よし。左――よし。ツンツン頭警報解除。織戸はストーカー技術とか凄そうだからな。一応確認だけしておかないと。

　中へ俺も戻もどると、今来たばかりの三人は部屋の入り口で突っ立っていた。

「どうした？」と声をかける。

「いやあ、さすがに座れないでしょう？」

　あ、そうか。さすがにこの人数は無理だよな。

「あ、ハルナ先生だー。お久ー」

　三原がハルナに手を振ふっている。ハルナは――

「元気にやっとるかね？　諸君」

　先生は先生でも校長先生クラスの態度で返した。

　ハルナはうちの学校で調理実習の先生をして以来、なぜか生徒に絶大な人気を誇ほこる。

「オレたち、来ない方がよかったのかな？」

　座る場所がなくて困った友紀は、どうしたものかと、そのアホな脳を働かせていた。

　その結論を出したのは――セラ。

「やれやれ。やっと交代要員が来ましたか」

「セラ？」

「我々は、家で作業させて頂きます。このようなハウスダストの故郷のような場所に、ヘルサイズ殿どのをずっと居座らせる訳にもいきません」

　こいつ、友紀たちに仕事をさせるために、思ってもいないことを――

『歩の家が　一番落ち着く』＝『お兄ちゃんの家が一番好きだな』

　ユーが今取りかかっていた原稿を集める。

　セラの言いたいことを理解して、俺の家で作業をするつもりのようだ。

「あ、あたしも寝るなら自分のベッドがいいって思ってたんだよねー。てことで、ユキノリたちにここは任せた！」

　そう言いながら立ち上がり、友紀に向かって手を挙げる。

　ハルナまで。いつも空気を読めないあの傍ぼう若じやく無ぶ人じん――いや、傍若美人たちが、友紀や平松のために、場所を空けてくれるという。

　それも、悟さとられまいと噓うそまで吐ついて。いや待て……ハルナは本気なのかも知れない。

「任されたぜっ！」

　ぱん。と小気味良い音がして、ハイタッチしたハルナと友紀。

　その表情は、とても楽しげだった。

　アホ同士、普ふ段だんからよく気が合うし、料理の師し匠しようと弟子という関係でもある二人。その絶対的な信しん頼らい関係は、これまでも、そしてこれからも、恐おそらくずっと変わらないだろう。

「ほら、アユム！　帰るぞっ！」

　ハルナがアホ毛をピコピコさせながら、俺の腕うでを摑つかむ。

「いやいや、呼んだのは俺なんだし、こいつらを置いて帰れないだろ？」

「むー」腑ふに落おちない。という気持ちを唸うなり声でハルナは表現している。

「それに、ここは居い心地ごこちいいからな」

　と冗じよう談だん交じりに言うと、ハルナは俺の後頭部をぺしっと強く叩いた。

「勝手にしろよなっ！　もうっ！」

　ぺしぺしぺしぺし。俺は木魚か。とツッコミたくなるほどの連続攻こう撃げき。

「ハルナ。この薄うすらゴミの言うことも一理あります。ホストがゲストを残して離り席せきするというのは、失礼に当たりますし、まあこれだけの人がいれば、さすがのセクハラ大だい魔ま神じんも滅めつ多たなことは出来ないでしょう」

　セラの説得に、ハルナはまだ「むー」と腑に落ちない様子。

　だが、観念したのか、いつもの自信たっぷりな表情に戻る。

「んじゃ、二○ページはこっちでやっとくから、絶対終わらせろよな？」

「ハルナ」

「なんだよ」

「ありがとな」

「はあ？　聞こえない。『それ』は、無事に全部終わったときにしか聞こえない。終わり良ければ全て良しって言葉を思い出せよなっ！」

　終わりが良くなければ、全て良くない。ハルナはきっと、そういう感じにこの言葉を取ってるんだろうな。

　確かにそうだ。今は、結果が全て。絶対に成功させる。







　居候集団が帰って、入いれ替かわるようにやってきた奴やつらと作業に移る。

　こうして一つの机に並んで、静かにペンを走らせていると、まるで勉強会のようだ。

　三原が上着を脱ぬいでテーブルにつくや、

「ね、ね、相川、相川」

　ちょんちょんちょんちょん。俺の肩かたを小こ突づいてくる。

「なんだ？」

「すっごい美人だけど――相川とどういう関係？」

　ニヤニヤ顔をした三原。

「アンダーソン君の知り合いだよ」

　三原はニヤニヤ顔をそのままに、横に座った友紀にひそひそと呟つぶやく。

「ユキちゃん、ユキちゃん。相川とられちゃうよ？」

「え？　なんで？」

　友紀は意味がわからないといった感じに首を傾かしげる。

「だってほら、唯ゆい一いつの武器だった胸の大きさで負けちゃったし」

　後ろからがっしりと友紀の胸を揉もみしだく。

「うわああ！　ちょっ！　こら！　やめっ！」

　身をよじる友紀と、楽しげな表情でぐりんぐりん胸を弄もてあそぶ三原を、俺は冷めた目で見ていた。何をしに来たんだお前らは。

「もう……真ま面じ目めにやろうよ……」

　困った様子の平松は、手持ちぶさたなのか、お下さげ髪がみを指に絡からめていた。

「そうだぜ。オレたちは手伝いに来たんだからな」

　三原の手を払はらいのけた友紀は、体をぎゅっと抱だきしめて防ぼう御ぎよする。

　トントン。テーブルが二回叩たたかれた。

『作業を　始めるべき』

「そうだぞ。ユーの言う通り、早く始めるべき――」

　あれ？　いつの間にか、テーブルを囲っている人間が増えていた。

　俺、友紀、三原、平松――そして、ユー。プレートアーマーにガントレットを装着した銀ぎん髪ぱつの少女が、無表情のまま座っていた。

　誰だれも気がつかなかった。三原や平松は不思議なモノを見るような目でユーを見ている。

「あれ？　ユー、帰ったんじゃなかったのか？」

『ハルナとセラは　夕食の買い出しをしている』

「あー、そう言えば飯まだだったよな」

　俺がそう呟くと、突とつ然ぜん友紀の目がキラキラと輝かがやいた。

「飯、作ってやろうか？」

　友紀を無視して、ユーの方へ体を向ける。

「で、ユーは帰らなかったのか？」

『少しでも　進めようと　私だけ戻ってきた』

「そっか。ありがとな」

「……それで……何からすれば……いいの？」

　俺は原げん稿こうを渡わたして、作業工程の説明をする。

　背景と効果線がまだ全然出来ていないので、平松には出来上がった原稿を参考に、効果線を書いて貰もらおう。

　友紀と三原は……テレビの前にいた。

「お前ら何をやってるんだ？」

　構ってやらなかった俺のせいか、二人はテレビゲームに興きよう味み津しん々しんだった。

「見ろよ相川！　サターンあるぜサターン！　ガーディアンヒーローズやろうぜ！」

「ユキちゃん一いつ緒しよにやろっか！」

　本当に何をしに来たんだこいつらは。まあ、友紀らしいと言えばらしいが。

「私も参加したかったりするんだけどなぁ」

　ずっと寝ねていたネネさんが、笑顔で手を挙げる。

「……ごめんなさい……起こして……しまいましたか？」

　平松が申し訳なさそうに頭を下げた。本当に頭を下げなきゃいけない二人は、もうゲーム機を起動させている。全く――仕方のない奴らだ。

「君は優しい子だね。男に誤解されるタイプと見た」

　ケラケラと笑いながら、ネネさんが平松をじっと見る。

「誤解……ですか？」

「あんまり人に優しくしすぎると、変な男に好かれちゃうよ」

　そう言いながら、ネネさんは俺をちらりと横目で見る。

　誰が変な男やねん。

「はいはい、さっさとやりましょう」

　俺は引き続きトーン貼はり。ユーはベタ塗ぬりとホワイト。

　平松にはネネさんが直じき々じきに集中線の描かき方とスピード線の描き方を伝授する。

　定規と原稿をクルクル回して、一本一本線を引く地道な作業だ。インクで汚よごれた定規を拭ふくためにティッシュも完備している。

　平松が黙もく々もくと作業に移っている姿は、とても安心出来るな。

　丁てい寧ねい過ぎてあまり早くはないが、それでも手伝ってくれるのは有り難い。

　ユーと平松。この二人となら、やっぱりはかどるな。

「うわあ！　かなみレーザー撃うって！　レーザーっ！」

「はいよー。ユキちゃん邪じや魔まー」

　ちょっと周りがうるさいけど。

　三原と友紀に注意しようかと思ったが、ここは放っておいて静かに作業をした方がはかどるような気もする。

　そうして三○分ほど経ち――一息吐いた頃ころ。

　テーブルに、ぽたりぽたりと水が滴したたる。



















「……うっ……く」

　それは、平松の涙なみだだった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　どうかしたのか？」

　突然泣き出した平松に、俺はもう慌あわてふためいていた。

「……ごめん……なさい……この漫まん画が……切なくて」

「切ない？」

　俺は作業に集中してたから、そんなに内容を頭に入れてなかったが、平松に言われて原稿を読んでみると、まあ確かに切ない。

　ある村むら娘むすめが戦争に巻き込まれ、自ら武器を取って戦うようになる。

　その戦いの際に、特異な力が覚かく醒せいし、喋しやべることが出来なくなってしまった。

　そんな少女が六人の仲間と声を取とり戻もどすというストーリー。

　この少女というのが、今目の前でベタ塗りをしているユーであると、ネネさんは言っていた。だから、これはノンフィクションなのだろう。

　声を出すだけで味方からも恐れられ、虐しいたげられ、でも少女は、そんな人たちのために必死に戦った。その力を狙ねらう、冥めい界かいの王に捕とらえられたりもした。

　今平松がやってる原稿は、ちょうどその辺りだった。

　だけど、――その度たびに仲間が助けに来てくれる。みんなで、手を取り合って事件を解決していく。物語の中のユーは、一度たりとも笑顔を失ってはいなかった。

　辛つらいことも悲しいこともあったけど、覚醒した能力を封ふうじる術すべを得て、最後は生まれ育った村で平へい穏おん無事に七人がのんびり過ごす。

　これが、ネネさんの描いたユーのハッピーエンドだった。

　何なに気げない日常に戻る。これ以上の幸福はない。

　――ならば、もし俺のストーリーがあるのなら、どうなったらハッピーエンドと呼べるのだろうか？

「主人公の女の子も……彼女を取り巻く仲間たちも……まるで本当に生きているように……ファンタジーなのに……すごいリアリティを感じて……私……感動しました」

　平松の可愛らしい潤うるんだ目を向けられて、ネネさんは少し恥はずかしそうにはにかんだ。

「別にそんな大層なもんでもないんだけどさ」

　平松のまっすぐな瞳ひとみがこそばゆいようで、ネネさんは逃にげるように――寝た。

「こっから、ハッピーエンドが待ってるんだ。早くこの子をハッピーエンドに導いてやらんとな」

「……うん……そうだね」平松は、笑顔でガッツポーズを取る。

　そんな平松をずっと見つめていたユーは、相変わらずの無表情で――『ありがとう』のメモをそっと平松の前に置いた。

「……かなみ。オレたちもやろうぜ？」

「そ、だね。十分楽しんだし」

　平松の作り出した空気に押されてか、友紀と三原がゲームを片付けてこちらへとやってくる。

　平松の作業を、三人で分担してやるように指示をして、黙々と作業に入る。

　なんだ。このドキドキ感。

　ハルナやセラと作業していたときよりも、こうもぞもぞした何かが胸の中にある。

　周りを見回してみる。

　ユーのプレートアーマーの下には、ちっぱい。

　三原の普ぱい。バスケをしているせいか、引ひき締しまっている雰ふん囲い気きを出している。

　平松の方が三原よりも大きいんだな。まあ、並盛りぱいと言ったところか。

　友紀は大盛り。巨きよ乳にゆうの陸上部ってリアリティに欠けるな。

　そして、ネネさんの特盛り。

　おっぱいが……おっぱいが一いつ杯ぱいだーっ！　煩ぼん悩のうに頭を抱かかえ、うようよと体をくねらせる。

「なあ相川ぁ」

　いかん。いかんぞ。俺はセクハラ裁判で懲こりたはずだ。妙みような考えは捨てろっ！

　だが、何な故ぜだ。何故――男っ気がない？　女子高生を何人も囲って、冥界人を何人も囲って――めっっっっちゃ良い匂におい！

「相川ー？」

「なんか、さっきからくねくねとキモイ動きを繰くり返かえしてるよね」

「……どうか……したのかな？」

　落ち着け俺。触さわりたい訳じゃないし、セクハラをしたいという訳でもない。そういう機会を望んでいるわけでもないではないか。

　って――あれ？　なんでみんな俺の顔を見てるの？

「えーっと、何か？」

「いや、相川って、織戸と親友なのに、こんな状じよう況きようでも変なことしないんだなーって」

「ユキちゃん。変なことをしたから、つい先日セクハラ裁判に掛かけられたんだよ？」

「ああ。だから俺はもうセクハラはしないと決めたんだ」

「へー、あの変態でロリコンでＨＧの相川がねー」

「……織戸くんも……見習って欲しいね」

　トントン。

『でも　今歩は　胸を見比べていた』

　な、なぜバレた！

「相川……今バレたって顔しなかったか？」

　友紀の目が据すわっている。セラやサラスが一日二○回ぐらい見せる、呆あきれた目だ。

『疲つかれてるのよ　モルダウ』

　誰がボヘミアの川やねん。たしかに、疲れから妙なことを気にするようになってしまったのだろう。目頭を押さえ、一息吐つく。

「お前らに欲よく情じようなんてするかよ」

「ほんとにかぁ？」

「ああ、『友達』だからな」

　………………あれ？　なんで誰も反応しないの？　なんか言えよ。

　平松は少し寂さびしそうな表情のまま固まってる。

　友紀はすねたガキみたいに頰ほおを膨ふくらませ、三原は「あちゃー」と額に手をやっていた。

　トントン。と机を叩たたくユー。

『ちなみに　私は　枠わく外がいだから』

　無表情のまま、ユーが何度も机を叩いている。わかったから。ちゃんとメモを見てるから。

「そ、そうだよな！　かなみとか平松に言ったんだよな！　うんうん！」

　何を狼狽うろたえているのか。

「相川のそういうデリカシーのなさはセクハラの内に入ると思うわ」

「何の話だ？」

「……わ、私は……友達でも……嬉うれしいけど……ユキちゃんは……ねえ？」

「だから、何の話だ？」

「はいはい。分かってる癖くせに白々しい言い返しとか、寒いだけだから」

　いやいやいやいや。お前の言ってることが一番『何の話だ？』と聞きたいよ。

　とりあえず、枠外ってなんの枠外だよっ！　原稿か？　いや、今の話の流れで原稿の話をいきなりするのはおかしい。

　くそ！　俺はユーが『ちなみに　私は　枠外だから』というメモを残す前になんて言った？　そこに答えがあるように思えるが、すぱっと頭から抜ぬけて忘れてしまった。

　そういうときってありますよねー。

　もう少し言げん及きゆうしたいところだったが――

　玄げん関かんの方から『扉を思いっきり開けた』としか思えない音が聞こえてきた。

「アユム！　メガロが出た！　いくぞっ！」

　背の低い茶ちや髪ぱつの少女が飛び込んでくる。ハルナがチェーンソウを片手にやってきたのだ。

「セラに頼たのめなかったのか？」

「ミストルティンがないと倒たおせないの！　そんくらいわかれよな！」

　セラでも手に負えないレベルのバケモノが現れたってことか。やれやれだ。

「……わかったよ」

「え？　何、なんか用事？」

　三原が長いまつげに覆おおわれた目をパチクリさせる。興きよう味み津しん々しんといった感じだ。

「ああ、ちょっとな。……何、すぐ帰ってくるからさ」

「相川――もしかして」

　友紀は『メガロが出た』ということが、『妖よう怪かい退治』を意味していることに気づいたようだ。少し険しい顔で俺を見上げていた。

　心配すんなと言いたいが、そんな事を口に出してしまうと、他の連中にまで『心配が必要なことをしにいくんだ』とバレてしまう。変な心配はかけたくない。

「なんだ、お前も行きたいのか？　ダメだ。俺とハルナだけで楽しんでくるさ」

「えー、相川遊びにいくのー？　あたしらにこんなことさせといて酷ひどくない？」

　三原が眉み間けんにシワを寄せた。そんな程度に思ってくれるのなら好都合。

「アユムっ！　いーくーのー」

　ハルナが腕うでを引っ張るので、俺は狼ろう狽ばいしつつ声を掛ける。

「わ、悪いな三原。今度そうだな、何か奢おごって――」

「ホントにー？　良かったねユキちゃん！　相川がお寿す司し奢ってくれるって」

　この野や郎ろう――まあ、それぐらいなら考えてもいいかな。

『気をつけて』＝『頑がん張ばってね！　お兄ちゃん！』

　ユーはただ、じっと俺を見上げていた。

「ああ、行ってくる」

　ああ、ユーに送り出されると、こうなんというか、安心感みたいなものが生まれるな。それはユーが俺を全面的に信しん頼らいしてくれているから――ってのは、自うぬ惚ぼれすぎかな。

「……相川くん……無茶なことは……しないでね？」

　俺は目を丸くした。

　最後にかけてくれた平松の言葉が、ユーと同じぐらい、安心感があったからだ。







　チェーンソウを片手に携たずさえた物ぶつ騒そうなハルナと共に、メガロを探す。

　メガロってのは冥界から魔装少女を倒すためにこの世界にやってくるバケモノだ。

　魔装少女を殺すためだけに生まれた生物で、全て駆く逐ちくしないと、魔装少女がヤバイとかいうことだ。

　で、ハルナはそのバケモノを倒すためにこの世界にやってきた訳だが、クリスに魔ま力りよくを奪うばわれて、ただのアホ毛の子になっている。

　メガロってのは恐おそろしく強い。もし、魔力のない今のハルナがメガロと戦ったら――為なす術なく殺されてしまうだろう。

　だからこそ、俺はクリスから魔力を取とり戻もどさなくちゃならない。ただクリスを倒すだけじゃすまないところが、悩なやみの種の中で一番大きい部分だったりする。

　いや、まあ倒すこと自体が大変なんだけど。

「アユム！　あそこだ！」

　ハルナが指さしたところは、公園だった。住宅に囲まれた、小さな公園。

「あいつか」

　公園には、滑すべり台だいもジャングルジムもない。

　あるのはブランコと鉄棒とベンチ。そして、パンダを模したロデオのようなおもちゃが一基だけ。本当に小さな公園だった。

「ひゃっほーっ！　ふぅわふぅわ」

　ばいんばいんばいんばいん。学ランを着た……シカ？　か何かの生物が遊んでいる。

「あいつ、魔装少女を狙ねらってる感じはなかったから――ほんとは、ほっとこうかと思ったんだけど……」

　ハルナが心境を語る。

「魔装少女を狙ってる感じは――まあたしかに戦せん闘とうの意思はなさそうだ」

「ひょっほ～」ばいんばいんばいんばいん。

　あんなにあのロデオ的なおもちゃを楽しんでいる奴やつ、初めて見た。

　このクソ寒い中、暑苦しい奴だ。

「思ったより強くもなさそうだし、さくっと倒すか」

「……アユム、ちょっと待てよな」

「どうした？」

「……話を、してみたい」

「は？」

「もしかしたら、良い奴かもしれないだろ？　あいつみたいに――」

　あいつ。それは恐らく、ミミズクのことを言っているのだろう。ハルナはつい先週行われた合コンで、ミミズクのメガロと『友達』になった。

　メガロの中にも、『良い奴』がいることを知ったんだ。

　ハルナは今まで、虫を殺すように出会ってきたメガロを全部倒してきた。

　メガロは魔装少女を殺すために生み出された生物だから、それを倒すのは当然の流れ。

　それを俺も手伝っていたんだが――ここにきて、対話という道を選ぶなんて、半年前のハルナからは想像も出来ない。

　倒す事しか考えてなかったあのハルナが――待て。自分はどうだ？

　俺はクリスを倒すことしか考えてなかった。

　ハルナですら、アホでワガママで傍ぼう若じやく無ぶ人じんで自分勝手で自己中心的で横暴なハルナですら、ガキなはずのハルナですら、『倒す』以外の選せん択たく肢しを選ぼうとしているってのに、自分はどうなんだ？

　クリスを倒すことだけ考えて――ネネさんが対話の道を開いてくれたのに、それを自分からふいにして。

「わかったよ、ハルナ。あいつと話をしてみよう。それで、良い奴じゃなかったら？」

「そんときは――ぶっとばす！　そのためにアユムを呼んだんだからなっ！」

　俺は元気なハルナにふっと微笑ほほえみ、公園の中へと足を踏ふみ入れた。

「むっ！　この魔力――魔装少女しかっ！」

　よかった。メガロにも喋しやべることが出来るタイプと出来ないタイプがいて、こいつは前者だったようだ。

「アユム。戦闘になったら、気を付けろよな。相手はあのＡＡダブルエー級――メガロ界のカモシカと呼ばれた、『シカカモー』なんだからな」

　分かりにくいっ！　結局カモシカなの？　シカ？　シカか、モーってちょっと牛入ってたりするの？　確かにカモシカはシカ科じゃなくてウシ科だけども。

「どういうことだ――魔装少女の魔力を感じるのは、男の方じゃなシカ？」

　カモシカはそう言いながら、パンダのおもちゃから降りる。

「お前、魔装少女を倒したことあんだろ？」

「あるカモシカないし、ないカモシカ」

　分かりにくいっ！　こいつの喋り方ものごっつわかりにくいっ！

「ハルナはあると思うのか？」

　とカモシカに聞こえないよう、耳元で呟つぶやいてみる。

「ＡＡ級ってのは――『魔装少女が倒されたことがある』って意味なんだ。だから、それを与あたえられたってことは、少なくともこのタイプのメガロは魔装少女を倒す力がある。多分――ううん、絶対こいつに殺された奴はいると思う。態度に余よ裕ゆうがありすぎるかんな」

　ハルナは、こいつが、自分の仲間を殺したことを知った上で、それでも話をしてみるって言ってるのか？　ますます、驚おどろいた。

　ハルナは腰こしに手を当てて、一歩前に出る。

「なあ、戦うのって、楽しいか？」

「楽シカ？　今シカって言った？　やっぱりシカに見える？　でしょ～う？」

　いやあ、はっはっは。

　何が嬉しいのか、何が照れくさいのか、カモシカはそんな表情を見せ、笑っていた。

「もし、あんたがもう金こん輪りん際ざい、魔装少女襲おそわないって言うなら、あたし――」

「それは無理ってもんだシカ」

　ハルナの言葉をばっさりと切きり伏ふせるカモシカ。

「なんで？」

「魔装少女をいたぶるの、楽しいカモ」

　いらっ。とハルナのアホ毛が不快感を示したように見えた。

「いたぶるって何？」

「メガロを殺すシカない！　な～んて意気込んでいた奴が命いのち乞ごいをする瞬しゆん間かんは、堪たまらなく良い気分だシカ」

　ハルナはよく怒いかりを抑おさえている様子だ。

「……じゃあ、もし、魔装少女がもうあんたを襲わないとしたら、戦うのやめるか？」

「無理な話カモ。戦いたくない魔装少女なら――一方的にいたぶれる。……素敵カモ」

　ぷっつ――ん。と、ハルナの中で何かが切れた。いや、その音は俺の脳内からだったのかもしれない。

「そっか――よし、アユム」

「ああ、こいつはもう――」

「「ぶっとばすっ！」」

　カモシカが俺とハルナの声に引かれるように、こちらへとダッシュしてきた。

「アユム！　変身だっ！」

　ハルナがチェーンソウを渡わたしてくるが、俺はそれを取らずにカモシカを迎むかえ撃うつ。

　クリスと戦おうってんだ。こんなカモシカを魔装錬れん器きなしで倒せないと、クリスなんて到とう底てい敵かなわないっ！　ていうか！　コスプレしたくないっ！

　砂の地面をしっかり踏みしめ、拳こぶしをシカの顔面へ――

　ゾンビは力が強い。普ふ通つうの人間なら体が持たなくなるから脳がセーブするのだが、ゾンビになってしまった俺は、体が破は壊かいされても大だい丈じよう夫ぶ。

　たとえ、人間の限界を超こえて筋肉繊せん維いがズタズタになっても、どこまでも力を高められる。それが俺の、人間じゃない部分。

　三六○％っ！　人間の出せる力の限界を遥はるかに超えた俺の拳は、カモシカの顔をヒット――することなく、足あし払ばらいを食らう。

　カモシカはしゃがみつつ、攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだ。

　あっれ～？　ものの見事にこけた俺は、地面に横になった状態で首を傾かしげた。

　寝ねそべった状態の俺の顔に、ふっと影かげが。見上げると、そこには、カモシカの脚あし。

　かかと落としっ！

　ゴロゴロと転がってそれを躱かわす――が、避よけた俺の体を、サッカーボールでも蹴けるようにカモシカが蹴り上げる。

　おお、凄すごい力だな。ワイヤーアクションでもしてるかのように、ふわりと宙に浮うかんだ俺の体に、カモシカはさらに攻撃を加える。

　あっれ～？　おっかしいな～？　なんとか腕うでをクロスして、カモシカの脚を弾はじき返す。

　距きよ離りを取りたかったが、カモシカはすぐに次の攻撃へ移る。

　こめかみを狙ったハイキック。それを手で防ぼう御ぎよ――あ、骨が砕くだけたな。

「どうかしたか？　いや、どうカモシカ？」

　手応えを感じて、優ゆう越えつ感を表情に表すカモシカ。どこまでもムカツク奴だ。

　脇わき腹ばら目がけて跳はね上がるカモシカの脚を、両の掌てのひらで受け止める。

　じ～ん。と手が痺しびれ、受け止めた衝しよう撃げきで、両りよう腕うでの筋肉が断だん裂れつした。

　それでもゾンビな俺は痛みもないし、すぐに再生する。

　――一つ、確かなことがわかった。このカモシカ――俺より強い。

　考えれば、わかることだった。俺はどう転んでも、変身した魔装少女を倒たおせる自信がない。だがこいつは、魔装少女を倒したほどのカモシカ。

　俺より強くて、当然だ。

　――だが、圧あつ倒とう的てきじゃない。

　俺はシカの学ランを摑つかみ、背負い投げで地面に叩たたきつけた。

　砂すな埃ぼこりが舞まい上がり、地じ響ひびきが鳴なり響ひびく中、ハルナの声が聞こえる。

「アユムっ！　早く変身しろよなっ！」

　投げつけられたチェーンソウを片手で受け止めて、溜ため息いきを一つ。

　やれやれ。俺はこの運命から抜ぬけ出すことは不可能なのか。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　微び妙みように長ったらしい呪じゆ文もんを唱えれば、あら不思議。

　ピンク色の可愛らしい衣装が俺を包む。ヒラヒラのスカートが可愛くて泣けてくる。

「キモシカ」

　体勢を整えたカモシカ。初めて意見が合ったな。俺もこの姿を自分で気持ち悪いと思ってるさ。だがな――

「こうなった俺は、強いぞ？」

　キュイイイイイン。チェーンソウが甲かん高だかい声を上げる。このチェーンソウはエンジンがどうとかじゃない。魔ま力りよくを動力に動いているんだ。

　そう、俺の中にある、魔装少女の魔力で。

　魔装少女となった俺にとって、ＡＡ級のカモシカなんざ、目じゃなかった。

　そこそこ苦戦したけど――まあ、何回戦っても負ける気はしないね。

　キラキラと白い粒りゆう子しに変わって空気に溶とけていくカモシカメガロを見ながら、俺は一息吐つく。

「アユム。自うぬ惚ぼれんなっていつも言ってるだろ！　なんで最初から変身しないんだ」

「この格好がイヤだからに決まってるだろ？」

　魔装少女の可愛い衣装を摑んで引っ張る。すると、服がうっすらとシースルーになっていく。まるで、初めてハルナにあったときのように。

　どういうことだ？　あれ？　なんで――透すけて――

「あ、アユム！　魔力がなくなりかけてるっ！」

「なぬっ！　てことは、このまま裸はだかに……」

　なる訳にはいかない！　俺は急いでチェーンソウを握にぎりなおし、念を込める。

　魔装少女は壊こわれた物を再生する力を持っている。

　その力を使い、元の衣装を再生するのだ。

　キラキラと粒子が俺を包み、完全にピンクの衣装が消え去った頃ころ、ジーンズだけが再生された。

　――寒い。ポケットを触さわると、確かにある財布と携けい帯たいの感かん触しよく。ぱっつんぱっつんになってもいいからジーンズのポケットに入れておいて助かった。

　財布と携帯は最低限必要だからな。

「ぎゃああああっ！　へ、変態だーっ！　変態のお出ましだーっ！」

　ハルナがアホ毛をピコピコさせながら、俺をべしべしと殴なぐってくる。

「ハルナ。どういうことだ？　なんで俺の魔力がなくなった？」

「知るかっ！　早くどっかいけよな！」

　どういうことだ？　いや待て――元々、どうして俺は変身出来たのだろうか？

　ハルナの魔力は、全てクリスが持っていったのでは？

　そう言えば、ハルナの魔力を最初に奪うばったのは、ユーだった。

　そして、ユーから魔力を分けられた俺が魔装少女に変身出来ていた。

　クリスが奪ったのは、ハルナとユーの間で動いていた魔力で、俺とユーの間で動いていた魔力とは別のものだったのではなかろうか。

　しかし、ユーが持つハルナの魔力が今はクリスのところにあるわけで、俺への供給が絶たれてしまった。

　簡単に言うと、燃料切れだ。これは、深刻な問題だと、俺は頭を抱かかえた。

　出来れば、切れる前に気づきたかったな。変身してクリスとやりあうことが、これで不可能になった。魔装少女になることが、クリス打だ倒とうへの最低条件だ。いや、それでもお話にならない可能性もある。いよいよ、話し合いしか手はないのだろうか？

　そして、上じよう半はん身しん裸はだかのままで通報されないだろうか？　――クソ寒い。

　まあ、ネネさんのアパートが近いから良いだろう。着き替がえもあるしな。

「じゃあ、俺はネネさんの家に帰るぞ？」

「え？　なんで？」ハルナはきょとんと目を丸くさせている。

「なんでって――原げん稿こうあるし」

「……そんなに、あいつのところがいいのか？」

「はあ？　急になんだよ。まあ、ネネさん優しいし、妙みように居い心地ごこちがいい空間だけど――」

　ハルナは下を向いて、俺に顔を向けずにぼそりと呟く。

「二十四日、締しめ切きりだよな？」

「ああ、そうだ。お前の方も忘れんなよ？」

　くわっ！　と顔を上げ、びしっと指を指す。その姿は、いつもの元気なハルナだ。

「夜までには、絶対帰って来いよな！」

　あー、そう言えばクリスマスイブか。毎年俺には縁えんのないイベントだったのですっかり忘れていた。恋こい人びともいないし、家族も……………………いないしな。

「二十四日にはサンタって奴やつが来るんだ！　あたしにプレゼントをくれるために！」

　こいつ、サンタを信じてるんだな。

　こういうピュアな部分があるから、ハルナはたまに可愛い。

　俺はアホ毛をピコピコさせているハルナの姿に、くすっと少し笑ってしまった。

「何かお願いしたのか？　早くしないと来てくれないぞー」

　少しからかい気味に言うと、ハルナは猫ねこのような目をぱちぱちと動かした。

「ほえ？　そんなの七月にもうお願いしてるだろ？」

「……七月？」あ！　七夕かっ！　確かにあのとき、ハルナはサンタと混同してたな。

「サンタってな！　世界中の願い事を全部叶かなえてくれるドＭなんだ！」

　ドＭとか言ってやんなよ。滅め茶ちや苦く茶ちやいい奴なのに。

「もしかして、七夕で願った願いを、サンタが叶えるってことか？」

「そうだ！　半年ぐらいの期間がないと用意出来ないだろっ！」

　ちょ、ちょっと――説得力があるじゃねえか。

　思い出せ。ハルナは七夕のとき、どんな願いをした？

　こいつ、変な物を頼たのんでないだろうか？　まあ、用意出来そうなものだったら俺がサンタになってやらんこともないが――えーっと確か……

『雪をくれ　ここにいるみんなで見られるように大きい奴だからな　小さかったら殺すからな』

　思い出した。そう、確かにそんな感じだった。ハルナは『雪』を欲しがっている。

　魔ま法ほうの世界『ヴィリエ』に雪は降らないのか。参ったな。確実に用意出来るって品じゃない。

「ちなみにハルナ。二番目に欲しいモノは？」

「ほえ？　なんで？」

「サンタにだって、用意出来ない時があったりするんだよ。候補は多いほどいい」

「それはわかるけど――今から要求しても遅おそいような」

「大丈夫だ。俺はサンタと顔見知りだからな」

「えー、臭くさくて気持ち悪いアユムとぉ？」

「知らないのか？　サンタもゾンビみたいな不死者なんだよ」

「胡う散さん臭くさっ！　……まあ、いいや。ぬいぐるみが欲しい。ミミズクの」

　ミミズクの――その言葉に、俺は少し頰ほおが緩ゆるんだ。

「わかった。頼んでおいてやるよ」

「絶対だからな！」

　ピコピコピコピコ。犬の尻尾しつぽみたいに揺ゆれるアホ毛が愛いとおしく思えて、俺はポンとハルナの頭に手を置いた。

　上半身裸だったので、ハルナに「キモイ」と思いっきり蹴られたけどな。




























　二十四日、日曜日。俺は、まだ終わらない原稿に頭を悩なやませていた。

　締しめ切きりの日だってのに、クソ。あれだけ頑がん張ばっても、やっぱり素人しろうとじゃ終わらせられないのか。

　目の前にいるのは、お下さげ髪がみの少女。冬休みに入ったのに、平松は毎日手伝いに来てくれて、ほとんど会話もせずに黙もく々もくと作業をしてくれる。

「今日クリスマスイブだけど、平松は夜に誰だれかと過ごすのか？」

　返事はない。平松が時折見せる、すごい集中力。周りの声が聞こえなくなるほどに何かに没ぼつ頭とうできるってのは、秀しゆう才さいの証あかしなのかもしれないな。

「お前は凄すごいな」と呟つぶやいた俺に、平松は「はっ」と気がついて手をバタバタさせる。

「……え？　……何？　……ごめんなさい……聞いてなかった」

「いやあ、今日はクリスマスイブじゃねえか。夜は、誰と過ごすのかなってさ。ほら、平松ぐらい可愛かったらそういう相手も――」

　俺の言葉を遮さえぎるように、顔を真っ赤にさせて手を思いっきり振ふりながら――

「そんな！　……私なんて全然……家族でクリスマスパーティ……かな。……あ、あの……相川くん……は？」

「ん？　ウチでもクリスマスパーティだろうな。ハルナがパーティやりたがってた」

「……そっか……楽しそうで……いいな」

「問題が起こらなければな」

　なんて平松と笑っていたら――

「おいーっす！　相川ーっ！　遊びに来たぜっ！」

「こんちわ～。ってあれ？　妙たえちゃんもう来てたんだー」

　友紀と三原がやってきた。今日も三原はオシャレをばっちり決めてきて、友紀は今日も短パンだ。黒のストッキングに包まれた太ももが気になって仕方がない。

　この二人だけなら良かったのだが――

「全力でお邪じや魔ましまーっす」その背後に、あの男が。

　メガネを掛かけたツンツン頭の男。織戸。

「何な故ぜ織戸がここに！」

「え？　あ、ほんとだ。いつの間に！」

　友紀が驚おどろいた様子で振り返る。

　忍にん者じやに気配を悟さとられずに尾び行こうするとは――恐るべしエロ男。

「うわっ――あんた、もしかして私たちを尾行してたの？」

　三原はあまりの嫌けん悪お感かんに、思わず織戸のツンツン頭を叩たたく。

「人聞きが悪いなー。一いつ緒しよに来たの？　って言えよ――で、セラさんは？」

「いねえよ。だから帰れ」

「卑ひ怯きようだぞ相川っ！　今日はクリスマスイブ！　女の子と一緒に過ごそうなんて！　俺も女の子と一緒に過ごしたいよっ！　許さないよっ！」

　どんどん中へと入ってくる鬱うつ陶とうしい男。

　マズイ。こいつをネネさんに合わせると、またウザさが増して――

「いや、だから帰れって」

　織戸は目を見開いた。セラがこの場にいれば、こう言うだろうな。『気持ち悪い』

「あ、相川……」

「なんだ？」

「だ、誰なんだあのダイナマイト――いや、核かく融ゆう合ごうボディは」

　核融合ボディてなんやねん。織戸の指す方にいるのは、眠ねむってしまっているネネさん。もっとよく見れば、その指は胸に向けられているようにも思える。

　遅かったか……織戸は変態だ。俺のエロ度が五エロー。一いつ般ぱん高校生が一〇エローだとすれば、織戸は一億三〇〇〇万エローと言ったところか。スカウターも爆ばく発はつする。

　そんな変態が、この見事なまでの爆ばく乳にゆうを目にしたとき、どういう気持ち悪い顔を見せるのか、それを見たくなかったからこそ、俺はこいつを呼びたくはなかった。

　ほら、見ろ。この気持ち悪い顔を。目め尻じりが下がり、まるでブーメランのような軌き道どうを描くいやらしい目。だらりと伸のびきった鼻の下。ヨダレが光る気持ち悪い唇くちびる。

「織戸の最低な表情、久しぶりに見たわ」

　三原がさらに嫌悪感を剝むき出だしにして織戸を睨にらみ付ける。

「織戸くん……ちょっと……ヨダレでてるよ？」

　平松も思わず苦笑い。

「ふあ……あれ？　また人増えてる？　どうも～」

　ワシワシと髪かみの毛けを搔かき乱しながら目を覚ましたネネさんは、織戸に向かって手を振る。

「み、見たか相川！　あの美女、俺のことを好きだって――」

「「「言ってねえよ！」」」

　俺と三原と友紀。三人の声がハモったのは初めてかもしれない。

「その子も手伝ってくれるの？」

　ぷるんぷるん。ネネさんが少し動くだけで、柔やわらかなアレがぷるんぷるん。

「でへ～」と気持ち悪い顔を見せた織戸は、そんな自分の情けない顔を振ふり払はらうように首を横に振って、キリッとした表情を見せ――

「どんなことでもお手伝い致いたします！　肩かた凝こってませんか？」

　と敬礼した。

　早速とばかりに三原の隣となりに腰こしを下ろす織戸。

「あー、もう気持ち悪いなぁ」

　うむうむ。そうだそうだ。織戸に関して言えば、三原と俺の意見は完全に一いつ致ちする。

「ホントに、相川は気持ち悪い顔しすぎ」

「って俺かよっ！　織戸だろうが！」

「……相川くんも……織戸くんと同じ顔……してるよ？」

　ひ、平松にまで！　やめて！　そんな残念そうな顔で俺を見ないで！

　いや、確かに俺もネネさんのおっぱいに釘くぎ付づけだったけど――いかんいかん。このままだとまた変態疑ぎ惑わくが浮ふ上じようする。

　せっかく払ふつ拭しよくされた俺のイメージが。

　キリッとした表情を見せた俺と織戸は、原げん稿こうへ向かう。

「では、やろうか、相川君」

「ああ、そうだね。織戸君」

　織戸はテーブルにある原稿を見て、俺たちが今何をやっているのかを瞬しゆん時じに判断。

　そして――俺はそのとき、神かみ業わざとも呼べる織戸の姿を目もく撃げきする。

　織戸の手が、まるで千手観音のように広がっていく。腕うでは二本なのに、全ての画材道具を手にしているように見える。

「はあああああっ！　ぬおうりゃっ！　ぬぅあっ！　ぬおうっ！　ぬぅはぁっ！」

　叫さけび声ごえに『ぬ』を付けているために、世紀末覇は王おうのような掛け声になってしまった織戸が、作業に移る。

　それは、まるでラーメンの麵めんを打つ達人のような手さばきで、原稿が次々と宙を舞まい、恐おそろしいクオリティで仕上がっていく。

　こ、これは百烈豪ごうトーン貼はり！　いや、トーンだけじゃないっ！　全ての工程を一人で全部こなしている。

　効果線のダイナミックさといい、小物の細かさといい、素晴らしい出来映えだ。

　そう、これは『百烈豪トーン貼り改』と呼べるだろう。

　一般人であるところの織戸が、まさかこの技術を会え得とくしているとは――驚きよう愕がくだ。

「すごいけど気持ち悪い」

　うん。三原の意見に、完全に同意だ。

　そのまま一時間ほど、みんなで楽しく作業を続けていたころ、またもや来訪者が現れる。

　コンコンと二回のノックのあと、「失礼する」と綺き麗れいな声が聞こえてくる。

　もう俺にはその声だけで誰なのかが分かったので、早速玄げん関かんへ迎むかえに出ると、そこには黒くろ髪かみの美女、サラスがいた。

「どうした。お前も手伝いにきてくれたのか？」

「うむ。これをセラフィムから預かってきた」

　手に持っていたのは、大きな封ふう筒とう。中を覗のぞいてみると――

「原稿かっ！　もしかして、ハルナたちはもう全て終わらせた？」

「ああ、そう言っていたよ。それと、今日は最終日であるとも聞いているのでな。ついでに手伝って――」

　そうか、さすがハルナ。伊だ達てに天才魔装少女を自じ称しようしていないな。セラもユーも、きっと一いつ生しよう懸けん命めいやってくれたんだろう。こりゃあ、こっちがうかうかしてられない。

　ん？　なにやらサラスの顔が少し強張っているような。

「どうした？」

「いや――先客がいるのか？」

　中から聞こえてくる楽しげな声に、少し困こん惑わくしている様子だった。

　そう言えば、サラスは言っていたな。吸血忍者である友紀だけならいいが、一般人であるあいつらと一緒には居にくいと。

　俺は今にも「帰る」と言い出しそうなサラスの、細くて綺麗な手を取る。

「だ、ダーリンっ！」

「手伝ってくれよ。お前が居れば百人力って奴やつさ」

　微笑ほほえみかけて、俺はサラスの手を取ったまま中へと戻もどる。

「お、おいこら！　そんな強引に――いや、強引なのは嫌きらいではないが、そうではなくてだな！　調子に乗るでないわっ！」

　耳まで真っ赤にしたサラスに思いっきり尻しりを蹴け飛とばされ、まるで築つき地じに出荷されたマグロの如ごとく畳たたみの上を滑すべった俺に、平松がびっくりして立ち上がる。

「あ、……相川……くん……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あれ？　星川先せん輩ぱい？」

　三原がきょとんとした目でサラスを見ている。

「こいつも、手伝ってくれるそうだ」

「ダーリン、貴様――」

「と言っても、もう割わり振れる作業がないねぇ」

　申し訳なさそうな顔で言うネネさん。

「……あの……だったら……相川くんを……休ませてあげませんか？」

　平松の提案に、ネネさんは「あー」と感心したように頷うなずいた。

「そう言えば、相川君はずっと手伝ってくれてるしね。オッケー、寝ねかせてあげよう」

　ネネさんが押し入れを開けると、ぎゅうぎゅう詰づめにされていた枕まくらがぼとぼとと落ちてくる。そう言えば、押し入れの中は枕ばっかりだったな。

　奥をあさって引き出した布団を、部屋の隅すみっこに敷しいた。

　みんなの視線が俺へ集まって、なんだかこそばゆい感情が生まれる。

「いやでも――」

「そうだぜ相川っ！　休めって！」

　友紀が俺の肩かたを持ち、強引に布団の上へ寝かされた。

　綿が一いつ箇か所しよに固まってふわふわ感のなくなった大量の枕を合体させ、その上に頭を押しつけられる。

　俺は別に大丈夫だったが、これはサラスに仕事を与あたえるという意味でも一石二鳥の策。乗っておこう。

「そうだな。あとは任せるよ。星川輝羅々さん」

　俺はごろんと壁かべの方へ向いて、目を閉じ、力を抜ぬいた。

「勝手な奴だ。仕方のない」

　サラスが俺の座っていた場所に座り、作業に入る。

　だが、会話も特になく、むしろ、さっきまで賑にぎやかだった雰ふん囲い気きがなくなってしまう。

　そのまま、どれだけの時間が過ぎただろうか。

　ずっと作業をしていて興奮状態にあった俺は、寝るというよりただ体を休めるだけの状態になっていた。

「ねえねえ、相川君、もう寝たかな？」

　ネネさんの声。重い空気にいたたまれなくなったのかな。

　ここは、空気を読んで――寝たふりを決め込もう。

「叩たたいてみればいんじゃない？」

　面白そうな声は三原だな？　余計なことを――

　なあに、ゾンビは痛覚がない。どんな攻こう撃げきをされても寝たふりをしていられるさ。

「どれ――それでは私が」

　サラスが立ち上がるのが服の擦すれる音で分かる。

　どがん。思いっきり後頭部を蹴けられた。おおよそ通常の打だ撃げきとは思えない凄すごい音がしたのだが、ゾンビじゃなかったら即そく死しレベルの、本気の一いち撃げき。

　サラスは俺が死なないのを分かってるからな。手加減無用なんだろう。

「……動か……ないね」

　心配そうな声は、平松だな。死んだと思われないよう、寝ね息いきを立てる。

「じゃあ寝てるんだろう。問題なし」

　無責任なセリフを吐はいたのは男の声だった。織戸は新年を迎えたら一○八回殴なぐる。

「いや――あれで起きないのも問題だと思うけど」

　三原は基本的に、一言多いタイプの人間だな。……俺と同じで。

「で、相川君とみんなはどういう関係なの？　ただならぬ関係に思えるなー」

　ネネさんの言葉に反応したのは、友紀。

「オレは――相川の――」

　言おうか、言うまいか。そんなもごもごした口調で喋しやべる友紀に――

「お嫁よめさんなんだよねー？」

　三原がまたちょっかい出しているようだ。

「私はマイダーリンの婚こん約やく者しやだ」

　婚約した覚えが微み塵じんもねえええええええ！　何ちょっと本人が関知していないところでいけしゃあしゃあと噓うそ吐ついてんだよ！

「こんにゃく？」

　サラスの言葉がいまいち分からないアホの友紀。

「……こんにゃくではない。阿あ呆ほうか貴様は」

　もしかしたら、友紀の一世一代の大ボケだった可能性もあるのに、サラスに冗じよう談だんは通じないようだ。

「妙たえちゃんもお嫁さん候補だっけ？」

「私は……そんな……ただの……クラスメイト……だよ」

　三原にからかうように言われ、平松はさぞかし赤面していることだろう。ちょっと見たいけど、寝ね返がえりうつのは少し怖こわい。

「俺は相川に惚ほれられてる。困ったもんだ」

　織戸貴様、あとで覚えてろ。地じ獄ごくの良さを教えてやる。

「ふーん。つまりあれだ。八方美人な訳だ」

　ネネさんが四字熟語にまとめてきた。――いや、別にそういう訳でもないんだけどな。

「……うむ。――そうだな。居候連中とも怪あやしい関係にあるだろう」

　サラスはそういう目で俺とセラを見ていたのか。

「でもさ。なんて言うか――相川が求めてるのって、恋こい人びととか嫁とかこんにゃくとか――そんなんじゃないと思うんだ」

「こんにゃくではないと言っておるだろう！」

　ビシ。友紀にチョップでも入ったんだろうな。そんな音がした。

「相川はきっと、家族の絆きずなみたいなもんが欲しいんだと思う」

　織戸の、普ふ段だんのウザさがなくなった妙みような声でそんなことを言いだした。

「そう言えば、誰だれか言ってたよね。相川の両親は――死んだって」

　死んでねえよっ！　三原が神しん妙みような声で言うもんだから、平松が「……そうなんだ」って寂さびしい声を出していた。

「私は海外に居ると聞いたが？」

　ナイスだサラス。ちゃんと軌き道どうを修正してくれた。平松も「……良かった」と胸を撫なで下おろしている。

「あー、だから相川はたまに関西弁になるんだ」

　友紀が謎なぞが解けたとばかりに感服していた。

　お前の中では関西は外国なのか。誰か小学校の地理から教えてやってくれ。

「あ、でも……オレが聞いた話だと、確か相川の親父おやじは『俺より強い奴に会いに行く』って言ったまま帰って来ねえらしいぜ？」

　ストリートファイトを生なり業わいにしてねえよ！　友紀には放課後での会話でちゃんと説明したのに。

「子供一人残して海外？　一いつ緒しよに行かなかったのかな？」

　ネネさんの疑問に、織戸が答える。

「相川は、俺のために日本に残ってくれたんですよ」

　お前はまたそんな噓うそを！　今すぐ起きて半殺しにしてやろうか！

「なんで織戸のために家族から離はなれなきゃなんないのよ」

　よしよし。いいぞ。三原がちゃんと俺の気持ちを代弁してくれた。

「……相川ってさ。いつも無関心な顔してるけど、困ってる奴を放っておけない妙な正義感みたいなもんをもってんだよな」

　そのときの織戸の声は、何故か男前だった。そんな気持ち悪い表情と声で、しんみりと話を続ける。

「俺ってよ。相川に出会う前はそりゃあもう人見知りで、ずっと友達なんかいなかった」

「今もそんなにいないでしょ」

　なんて三原のツッコミにも反応せず、織戸は声色を変えない。

「小学校の頃ころにな、俺はつい出来心でリコーダーを盗ぬすんだんだ」

「最低なことを普ふ通つうに暴ばく露ろしないでよ。あんたらしいけどさ」

　三原の冷めきった瞳ひとみが見なくても想像出来る。

「で、終わりの会で騒そう動どうになってな。俺は人見知りだったから言い出せず、ビクビクしてたら、相川が『冗談半分で遊んでいたら紛ふん失しつしてしまった』みたいなことを言って、自分のリコーダーは新品だからそれを使ってくれと差し出し、俺の罪を被かぶってくれたんだ」

　そんなことあったかなー。正直、覚えてない。

「……相川くん……そういうところ……あるよね」

　しみじみ。と言った具合の平松。

「頼たよりにならないけど、ちゃんと最後は期待に応えてくれるから、なんか頼りにしちゃうんだよな」

　友紀とは思えない、立派な意見。いいぞ。もっと俺の株を上げろ！

「ドＭだからな。奴は」

　うおーい！　相川君のちょっと良い話が台なしだよ！　サラスは感心したような声を出していた。

「まあ、そのときのリコーダーは有り難く頂ちよう戴だいしたんだが」

「返してないのっ？　最っ低！」

「織戸くん……らしいけど……ちょっと……ね」

「まあまあ、若わか気げの至いたりってことで、そこは大目に見てくれ」

「で、そんな奴のために、相川君はなんで日本に残ろうと思ったの？」

「相川は、小学校のときから俺に惚れてるってこと」

　誰か殴ってーっ！　俺の代わりに殴ってーっ！

　笑い声が広がっていく。そんな中……

「それってさ――織戸君が、相川君に惚れてるってことはないのかな？」

　少しからかい気味の、楽しげな声。ネネさんのそんな問いかけに、織戸は一言返す。




「そっすね。俺は誰よりも早く、相川に惚れた人間だと思う」




　そのときの織戸の声は、いつものウザ気持ち悪い声だった。

　あまりに気持ちが悪かったので、俺はもう――寝ることにした。







　起きたときには二時間が過ぎていた。

　黙もく々もくと作業をしている織戸たちを見て、俺も早く再開しようと、椅い子すの上でのんびりコーヒーを飲んでいるネネさんに聞く。

「ネネさん、次の原げん稿こうは？」

　ネネさんはにっと笑う。

「もう、それで終わり」

　おお！　とみんなが目を丸くする。終わった。間に合ったんだ。

　言いしれぬ達成感が充みち満ちている。

「みんな手伝ってくれたおかげだよ。ありがとう」

　ネネさんは優しい笑みを俺たちに向けた。

　そうだな。こいつらが手伝ってくれなかったら、俺の力じゃ全然終われなかっただろう。

「困ったときはお互たがい様さまって奴やつだね」

　三原がウインクをした。ちょっと可愛い。

　ネネさんは自分の作業が終わったのか、椅子にゆったりと体を預け、足を組みながら最終チェックでパラパラと原稿をめくっていく。

　少し顔が引きつっていたので――

「どうか……したんですか？」

　と平松が心配そうな顔で聞いた。

「う、うん……まあ」

　ネネさんの持っている原稿を覗のぞいてみると――すぐにおかしな点に気付いた。

　主人公の女の子が、猫ねこを抱だいている。すごいシリアスなシーンでもお構いなしに、突とつ然ぜん猫ねこを抱いているのだ。……これは、サラスだな？　描かきたがってたし。

　しかも、背景にある城が、たまに人型決戦兵器になったりする。

　……これは、ハルナの仕業だな？　ただ背景を描いてることに飽あきたんだろう。

　のどかな部屋でご飯を食べるという何でもないシーンの奥に、スティーブン・セガールが拳けん銃じゆうを構えているのはユーが描いたのか？　恐おそらくハルナの絵を見て、じゃあ自分も――と大好きなセガールをアレンジでいれたんだ。

　そして――おどろおどろしい顔のバケモノが描かれている。

　いや、どこからどこまでが顔なのか分からない、見ていて不安になるような絵。それがセラの描いたモノであると理解するまで、時間は掛かからない。

　クトゥルー神話にでも出てきそうなバケモノから、「べ、別にあんたのためにやったんじゃないんだからね！」という吹ふき出だしが出ていた。

「あいつら――ネネさんすいません！　今すぐホワイトを――」

　ネネさんは堪こらえきれず、肩かたを震ふるわせた。

「あっはははははっ！　いいよいいよ、このままで。シュール過ぎる」

「でも、滅め茶ちや苦く茶ちやですよ？」

「同人誌だし、これぐらい遊びがあってもいいと思うよ？」

　それは本心からなのか、それともまた、気を遣つかってくれているのか。

「うむ。素敵な作品だと私は思うぞ」

　腕うでを組んで、誇ほこらしげにサラスが言う。満足そうでなによりだよ。好きなことやれたんだからな。

　ネネさんは「まあまあ」と怒いかり心しん頭とうの俺をなだめた。

「で、みんなに給料を払いたいんだけど」

「え？　いいですよ……そんなの……」

　パタパタと手を振る平松。

「んー、じゃあさ、クリスマスプレゼントをみんなに買ってあげよう」

「そ……それもいいです……気にしないでください」

　バタバタと激しく手を振る平松。

「そうねえ。あたしら、そんなに手伝ってないし」

　三原は疲つかれた手をマッサージしながら、あくびまじりに言う。

「相川は貰もらう権利があると思うけどな！」

　友紀が俺を指した。別に、俺はクリスの倒たおす手助けをして頂ければそれが報ほう酬しゆうになるから、クリスマスプレゼントなんていらない。

　そんな中で一人だけ図ずう々ずうしい奴がいた。

「俺は？」ツンツン頭の男が、てへっとベロを出す。

「あんたは今日来たばっかりでしょうが」

　三原が思いっきり織戸の背中を叩たたく。

　だが、正直なところ、織戸がいてくれたおかげで大分楽になったということもある。

「何か欲しいモノとかある？」

　ネネさんは、んーっと伸のびをする。ふるんふるんと『爆ぬー』が揺ゆれた。織戸はごくりと喉のどを鳴らし、メガネをくいっとあげる。

「……はい。ま、俺はネネさんの爆ばく乳にゆうを一揉もみさせて頂ければ――ぐへへへ」

「ん～、どうしよっかなー。ちょっとだけなら――」

　ネネさんは、からかうように腕を組んで、その上にたわわな胸を乗せる。

「え？　あれ？　もしかしてまんざらでもない？　揉めるの？」

「冗じよう談だんだよぉ。あはははっ！　君、可愛い反応をするね」

　ケラケラと笑うネネさんに、三原は口くちの端はしをひくひくさせていた。

「か、可愛い？　――この人、やっぱり変だよね？」

「……う、うん……ちょっと……ね？」

　平松は三原に合わせるように頷うなずいた。

「まあまあ……とにかく、何かお礼をしたいんだけど」

　椅子の上であぐらをかいて、困った顔を見せている。

「じゃあ、そうだな。給料は頂くよ。それで、一番頑がん張ばってくれたハルナやセラたちにクリスマスプレゼントを買う。そんで、みんなで寿す司しだな」

　ここは、ネネさんの顔を立てるということでの提案だった。

「寿司？」何の話だと目を見張るネネさん。

「あ、覚えてたんだ」自分でも忘れてたようで、三原がぼそりと呟つぶやいた。

「ああ。三原が寿司を奢おごれって言ってたからな」

「そっか。んじゃ、どーんと食べておいでよ」

　そう言いながら、財布を取り出すネネさん。大量のお札が入った財布から、諭ゆ吉きちさんが何枚も――

「って、こんなにっ？」

　二、四、六、八、一〇――二○万。高校生じゃなくても大金だろう。

「すごーいっ！　じゃあさ、これで原はら宿じゆく行こうよ！　行きたいお寿司屋さんがあるの」

　三原が目を輝かがやかせていた。原宿か――あそこならクリスマスプレゼントも買えるな。

「全員分だと考えたら、安いぐらいだよ。それで買ってきな」

　笑顔のまま、ネネさんは眠ねむりに落ちた。

　そう言えば、さっきまでずっと起きてたな。

　お疲れ様です。ネネさん。







　さて、大金を手に入れた俺たちは、さっそく買い物へ出かけた訳だ。

　セラやユーが喜ぶような物は、俺では判断出来ない。ハルナはミミズクのぬいぐるみと言っていたが、セラやユーはぬいぐるみなんて一つも持ってないからな。

　ということで、数打ちゃ当たる作戦で行こうと思う。

　三原、サラスはセラと好みが合いそうだ。

　平松はユーと好みが合いそう。

　友紀はハルナと意見が合うよな。

　織戸は戦力外っと。

　今いる江こう東とう区くは東京の中でも東側。原宿はザ・都心といった場所にある。

　クリスマス真っ盛りの原宿は、カップルで溢あふれかえっていた。

　目がチカチカしてくる電でん飾しよくたちに彩いろどられた街の中、美男美女が行き交っている。駅前なんてそりゃあもう花火大会の帰りぐらい人が溢れていた。

　どいつもこいつも楽しそうな顔をしてやがる。と、織戸がカップルにメンチを切りながら、明治通りや表参道といった買い物スポットを歩く。

　そんな中で最初に向かったのは――スポーツ用品店！

「なんでここからなんだよ」

　ついつい声に出てしまった。

　隣となりには、目を輝かせた友紀。こんなところにも戦力外がいるとはな。

「プレゼントなら絶対サッカーボールだって！」

　もう俺の腕を取って、少しでも早く店内へ導きたい雰ふん囲い気きが満々だ。

「それで喜ぶのは少年たちだけだろ！」

「えー、だって師し匠しようも運動好きそうじゃねえかよ～」

　しょうがない。といった感じに、ゾロゾロとスポーツ用品点へ入っていく。

　まず、俺と友紀。その後ろに平松と三原。最後に、サラスと織戸だ。

「あ、これ良いかも」

　入ってすぐのところで、三原が声を上げた。入り口のところには、靴くつがおいてあったな。ちょっとオシャレなスニーカーでも見つけたのだろうか。

「……どれ？」と平松が聞く。

「バッシュ」

　バスケットシューズかよっ！　そう言えば、三原はバスケ部だったな。

「これ、アンダーソンが欲しがってた奴」

　両手でデカイバスケットシューズを持ち、俺へと差し出すが、俺はそれを手に取らなかった。

「あいつならすでに一いつ杯ぱい持ってそうだけどな」

「コレクションみたいなもんじゃない？　なんか、腐くさるほど持ってたよ」

　じゃあ、尚なおのこといらないんじゃ――

「てことは、これ値打ち物なのかな。意外にセラとかが喜んだりして」

「相川ーサッカーボールが一番良いって～。騙だまされたと思ってさー」

「わかったわかった。お前を信用してやるよ」

　バッシュは――うげっ！　とんでもない値段が付いてやがる。これは手を出せねえな。まあ、誰も欲しがったりしないだろうから、別にいいか。

　いや、待てよ。ネタ的にはアリかもしれないな。いっそあとで友紀に渡わたして、「陸上部なのに！」みたいな感じで笑いを取ろうか。

　よし、その辺の安い奴やつを買って、クリスマスにプレゼントしてやろう。

　ということで、バッシュとサッカーボールを購こう入にゆう。これはもう、友紀用だと言っても過言ではないな。

　続いて向かった総合百貨店の小物コーナー。まあ、ここが本命だろうね。セラとか小物大好きだし、やっぱりいつまでも残る物が良いな。

　俺は織戸と遠巻きに、イキイキとしたウィンドーショッピング中の女の子たちを見ていた。

「あ、これなんかいいんじゃない？」

「……これ……いいかも」

　ハートのアンクレットを、三原と平松が手に取る。

「お前ら、もしかして自分が欲しいモノを選んでないか？」

　楽しそうにアクセサリーを漁あさる三原と平松に、冗談交じりで釘くぎを刺さす。

「えー、そんなことナイデスヨー」

　なんでカタコトやねん。三原のテンションはＭＡＸだった。

　確実にこいつらは自分が欲しいモノをチョイスしてやがる。

　まあでも、セラやハルナだって女の子。こいつらが欲しいモノこそが、正解なのかもしれないな。――少なくとも、サッカーボールよりはマシ。

　そんなものよりも、本命であるミミズクのぬいぐるみを探しに、俺たちはウロウロウロウロと彷徨さまよっていた。

　ぬいぐるみを専門に扱あつかっているショップはそうそうあるもんではなく、デパートや小物屋、ゲーセンの景品など結構探し回ったんだが――

「……あ……ここにも……フクロウしか……ないね」

「ミミズクというのは、特とく殊しゆだからな。私でもあまり見たことがない」

　サラスが仕方がないと言いたげな表情で腕を組んでいた。

　ミミズクなんてものは、元々珍めずらしい生き物だ。

　どこへいってもクマとか猫ねことか、どこかで見たことのある奴らばかりしか置いていない。

　そう、『名前』が付いているキャラクター系のぬいぐるみしかないのだ。

　やっと見かけたと思っても、フクロウ。参ったな。このままじゃあ、ハルナへのプレゼントはサッカーボールになっちまう。そうなったら、明日あしたの朝が面めん倒どうだ。

　三原と友紀は織戸を荷物係にして、今いま頃ごろ小物コーナーで衝しよう動どう買がいいしていることだろう。真しん剣けんにぬいぐるみを探してくれるサラスと平松を引き連れてデパートをウロウロしていると、寝しん具ぐのエリアで平松が立ち止まった。

「あ……この枕まくら……こういうの、どうかな？」

「ハルナへのプレゼントに？」

「ううん……ネネさんに……」

　ぽんぽん。枕を叩いて、硬かたさを確かめる。セラはネネさんには硬めの枕がよいのではないかと言っていたな。

「あー、そうだな。お世話になったし、クリスマスプレゼントも贈おくらないと」

　平松はぐるっと寝具エリアを回り、あるところでピタリと足を止めた。

　クッションコーナー？

　じっと一メートルぐらいの大きさをした抱だき枕のようなクッションを眺ながめていた。ぶっさいくな犬の顔が付いていて、ダックスフンドを模しているようだ。

「それ、欲しいのか？」

「……え？　……そんな……別に……その」

　平松は狼ろう狽ばいして視線を逸そらす。そんな仕草を見たサラスが、ふっと小さく笑った。

「顔に出ておるぞ。欲しいとな」

　値段は四〇〇〇円か。ぶっさいくな顔をしているのに。

「平松はこんなものが好きなのか」

　これは『ゆるかわ系』って奴か？　間ま抜ぬけ過ぎるだろ。ぶっさいくな顔しやがって。

「ちょっと……相川くんに……似てる」

　えー？　そんなに似てるかー？　俺がそんな言葉を言う前にサラスが一言――

「うむ。私も今そう思っていたところだ」

　なんて言いやがったから、俺は愛あい想そ笑いをするしかなかった。

「これでも……ネネさんに……いいかも」

「そうだな。どうせ椅い子すで寝ねるんだし、こういうクッションの方がいいかもしれない」

　ということで、硬めの枕と間抜けな顔をした犬の抱き枕を購入。

　これで、ネネさんの分も確保出来たな。

　あとはハルナか。いや――俺はサラスと平松の顔をちらりと見る。

「お前らも、欲しいものがあれば買っていいぞ？　この給料はお前らの給料でもあるんだから」

「……そんな……全然……気にしないで」

　相変わらずの平松。

「ダーリンが欲しいと言えば、貰もらえるのか？」

　相変わらずのサラス。

「俺のフィギュアが開発されたら買ってやるよ」

　軽くあしらい、笑い飛ばす。

　とにもかくにも、ハルナのプレゼントを探さないとな。

「……ミミズクのぬいぐるみ……どこにあるんだろうね」

　平松が先の見えない捜そう索さくに溜ため息いきを吐ついた。

　横にいたサラスが、手で口を押さえる。何か言いたそうだが、言いたくない。そんなもどかしさが表れていた。

「――どうした？」

「む？　いや……なに……その」

　サラスにしては珍しく、口ごもっている。

「何か気になっていることがあるんだな？」

「さすが私の最愛の人。英語にしてマイダーリンだ。わかり合っているな」

　しみじみとした表情で頷うなずくな。

「いいから話を進めろ」

「うむ。心当たりがあるのだよ。ミミズクのぬいぐるみがある場所にな」

　吸血忍にん者じや関係の店だろうか？　サラスが女子高生をしているように、吸血忍者が普ふ通つうにショップ店員とかやっている可能性も低くはない。

「とりあえず、友紀たちと合流するか」

「うん……そだね」

　携けい帯たいで友紀たちを呼び出した俺たちは、デパートの入り口で待っていた。

「おーい！　相川ーっ！」

　ぶんぶんと手を振ふるな。恥はずかしい。

　駆かけ寄よってくる友紀は、ショッピングが楽しくて仕方がないようだ。

　大量の買かい物もの袋ぶくろを持たされて、イマイチテンションが上がっていない織戸が、

「もう帰りたい」

　と愚ぐ痴ちをこぼしていたことは、誰もが無視していた。

　それにしても、やけに買い込んだな。これだけあれば、セラの毒舌を回かい避ひ出来そうだ。

「ちょっとこれからぬいぐるみ専門店に行くんだが――」

「あっ！　あそこね！　わかるわかる」

　三原が思い出したように明るい顔で頷いた。

「知ってるのか？　流石さすがだな」

「え？　いや――その……まあ、ね」

「かなみちゃんは……ショッピングの……女王だからね……」

　平松の含ふくみ笑わらいにも、少し照れくさそうだ。イケイケギャルであるところの三原でもぬいぐるみなんてものが好きなのかな？　それとも、ただショップに詳くわしいだけなのか。

「では――いこうか。ダーリン」

　場所を知っているサラスを筆頭に、クリスマスソングがやかましい道を抜ぬけて、どんどん人ひと気けのない方へ向かう。そのまま結構な距きよ離りを歩いて、織戸がいよいよ何も喋しやべらなくなった頃ころ、ぬいぐるみが沢たく山さんディスプレイされている建物を発見した。

「ミミズクなんて変なのは、ここで探すのが一番だからね。ここ、有名なキャラクター系のぬいぐるみを一切置いてない、ぬいぐるみの動物園みたいなところなの」

　確かに、ショーウィンドーにいるぬいぐるみは様々な動物たちだった。

　これは期待が持てると、早速中へ入る。

「相川ー。半分ぐらいもってくんない？」

　居酒屋の兄ちゃんがジョッキを一〇個ほど一いつ斉せいに持つときのように、紙かみ袋ぶくろの紐ひもを大量に握にぎりしめている織戸の提案を、俺は却きやつ下かする。

「俺も手て一いつ杯ぱいだ」

　抱き枕、結構かさばるんだよな。

　がっくりと肩かたを落とす織戸に手を差さし伸のべたのは、平松。

「私……持とうか？」

「助かるわー。女め神がみは一人しかいないみたいで助かるわー」

　感無量でメガネが曇くもっている。

「しょうがない。私も持とう」

　続いて、サラスまで。ちらりとこちらを見るのは、「優しい自分はどうですか？」と訴うつたえているようだった。

　サラスが優しい奴だってくらい、アピールしなくても分かってるって。

「で、何を買ってくれたんだ？」

　三原が何を選んでくれたのかが気になった俺に、三原は楽しそうな声色で答える。

「バッグとハートのネックレス。可愛い奴だから、間ま違ちがいないと思うよん？」

　バッグなんて選せん択たく肢しは、俺は思いつかなかったな。男は同じカバンを使い回すが、女の子って、やたらとマトリョーシカのようにバッグを持っているし、毎日違ったりもする。

　感心したように頷いていると、友紀が少女の瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「なんかさ、こんなにあるとオレも欲しくなってきちまうぜ！」

　ショーウィンドーに両手をついて、キラキラとした目を見せていた。

　……やっぱり、少年の目だな。

　まるでクラリネットか何かを欲しがる少年のようだ。もし俺が気前のいいおじさんならば、「坊ぼう主ず欲しいんか？」なんて声を掛かけていただろう。

「原宿には、いくつかぬいぐるみ専門店があるのだが、変なモノを売っている場所はここぐらいにしかない」

　なるほどな。それなら期待できる。

　織戸は疲つかれからか、入り口の階段で腰こしを下ろしていた。

　まあ、下着売り場ならいざ知らず、ぬいぐるみ専門店でこいつが楽しめる訳もないし、目的ははっきりしてるから、すぐに終わるだろう。

　中で待つのは人の邪じや魔まになるしな。寒いけど、そこは気持ち悪さでなんとかして貰うとして、結局荷物を全部織戸に任せて、俺たちは中へと入る。

　店内は、やっぱりクリスマスソングが流れていた。

　カップルや女の子が入り口よりも沢山いる中、俺たちは手分けして探すことに。

　これだけ色々あると、探すのも大変だ。

　ざっと見て回ると、サラスがじっと止まってぬいぐるみを見ている姿を発見した。

　棚から手に取り、触り心地を確かめ、ぎゅっと抱きしめて抱き心地を確かめ、棚に戻して腕を組み、うんうんと二回頷いている。

「あったのか？」

「む？　いや――ここにはないのだが……」



















　突然声を掛けたからだろうか、慌てた様子のサラスは、棚を隠すように振り向いた。

　覗き込もうとすると、遮るように顔を寄せてくる。何をそんなに隠しているのかと必死になって覗き込むと、そこにはニワトリのぬいぐるみ。

「……お前、こんなのが欲しいのか？」

「バカにするでないわ。なぜ私がこのようなモノを欲しがる」

　まあ、確かに、ぬいぐるみなんてサラスの趣しゆ味みじゃねえな。

「悪かったよ。で、そいつがどうしたんだ？」

「……いや、まあ……その……うむ。こういうのでも良くはなかろうか？」

「そんな可愛くもないニワトリのぬいぐるみを？」

「可愛くない、か。む？　――それは、私のことを言っているのか？」

「お前は可愛いより綺き麗れいとかそういう部類だろうし、否定はしない」

「何々？　どしたの？」

　そこへ三原がやってきた。可愛いものに敏びん感かんな女子高生代表の三原に、ニワトリは可愛いかと聞いたら――

「可愛いんじゃない？」

　肯こう定てい意見。じゃあ、ありなのかもしれないが――

「でも、目的はミミズクだしな」

「うむ。そうだったな」サラスは後うしろ髪がみ引かれる思いで、その場をあとにした。

　三原と二人きりになった俺は、せっかくなので話しかけてみる。

「三原は、こういうのも詳しいのか？」

「んー、まあそんなに詳しくもないけどね」

　会話、終しゆう了りよう。今思えば、俺と三原は接点がほとんどない。友紀か織戸がいなければ、一いつ緒しよにいることも多くはない。それでなくても、帰宅部とバスケ部の話が合うわけもない。

「あ、ちょっと店員さんに聞いてくるねー」

　あ――そうこうしている内に、三原が行ってしまった。

　嫌きらわれている訳ではないだろうが、なんだろう……距離を感じるな。

　そもそも、ああやってショップ店員に対して気軽に声を掛けられるってのが、もうゾンビには出来ない。

　こちらへと駆かけ足あしで戻もどってきた三原は、笑顔を見せる。

「ここにはないって！」

　なんで笑顔やねん！　とツッコミを入れようとしたが、三原は笑顔のまま続ける。

「そんかわり、ありそうなところを紹しよう介かいしてもらったから」

　ナイスですお嬢じよう様さまっ！　早速みんなを集めようと、俺は店内を回る。

　すると、サラスがまたニワトリの前にいた。

　よっぽど気になるらしいので、俺はニワトリを手に取る。

「買ってやるよ。これ」

「む？　その言い方だと、まるで私に買ってくれるような言い方だな」

「そうだよ。欲しいんだろ？」

「いや――かまわんさ。居候連中にくれてやってくれ。これは――良い物だからな」

「でも、まだお前にクリスマスプレゼントやってないし」

「今こうして時間を共有している。それだけで、私は幸せ至極だよ」

　そう言って貰えれば、素直に嬉うれしいが、何か形としてプレゼントをあげたいって気持ちもあるんだがな。

　まあ、ハルナが気に入らなかったら、ユーにあげようと、俺はニワトリをレジへと持っていった。







　結局あれから、ミミズクに辿たどり着つくまで三軒回った。まさか、こんなに時間がかかるとは思わなかったな。時刻もすでに二一時を回っている。疲れ果てた織戸を癒いやすためにも、俺たちは回転寿ず司しへやってきた。

「寿司屋と聞いていたが――なんだここは？　ここが件くだんの回転寿司というところか」

　ハイソサエティなサラスは、いつもセレブな寿司を食べているため、回転する寿司屋は初めてのようだった。――ブルジョアめ。

　奥の方へと案内され、長なが椅い子すに俺、織戸、友紀、三原、平松、サラスの六人が座る。

　一番奥に座った俺と平松は、流れる皿をかっさらう役回りだな。

「星川さん、回転寿司初めてなの？　いがーい」

　俺の隣となりに座ったサラスへ、三原がからかったように声を掛ける。

「意外でもなんでもないだろ」

　サラスの横、一番通路側に織戸が座り、床ゆかに荷物を置きながら溜ため息いき混じりに答えた。相当疲れてたんだな。

「高いモノ食べてそうな雰ふん囲い気きあるよねー」

　羨うらやましそうな声を出す三原に、サラスは小さく笑い飛ばす。

「否定はせぬが、私は何でも食べるぞ？　それこそ、道に生えている野草でもな」

「あー、そう言えばそんな訓練もしたよな～。山にナイフ一本持たされてサバイバル」

　友紀が相変わらず楽しげな表情で思い出を語る。

　大だい丈じよう夫ぶか？　そんな忍にん者じやの過去を赤せき裸ら々らにしてしまって。

「噓うそつけ。どこの世界にそんな尋じん常じようじゃない武勇伝持った高校生がいるんだよ」

　三原と織戸が、バカにしたように笑う。

「本当だって！　オレ、サバイバル訓練得意だったんだぜ？　なあ、サラス――じゃないや、星川」

「さあて。私に聞かれても知らんな」

　一いつ般ぱんの方々には、自分たちが忍者であることを悟さとられたくないのだろう。友紀の話をあっさりと流すサラス。

「で、みんな何を食べる？」

　話を切きり替かえようと聞いてみる。

「とりあえず、ムラサキを取ってくれ」

「ムラサキ？」

　織戸がやけに反応した。俺も何のことだか。

「……お醬しよう油ゆのことだよ」

　平松は知っていた様子。あー、寿司用語か。わかりにくい。

「なんだ。俺はてっきり対たい魔ま忍にんかと思ってヒヤヒヤしたぜ」

　織戸が何と間ま違ちがえたのかは聞かないことにして、醬油をサラスに渡わたす。

「で、何がどう回転するのだ？」

「ああ、ほら、このコンベアーが店中にぐるっと張はり巡めぐらされていて、皿が回ってくるんだよ」

「皿？」怪け訝げんな表情で小首を傾かしげるサラス。

「あー、そっか。普ふ通つうの寿司は板に乗って出てくるよな」

　ジェスチャーで江え戸ど前まえ寿司のゲタを表そうと、友紀が手をわさわささせていた。

「まあ、見てろって。すぐに寿司が流れて……」

　あれ？

「流れて……」

「来ないね」

　ただ寂さみしげにコンベアーが流れていく。どういうことだろう。店員さんを呼ぶべきか。

「あ、相川。あれ――」

　友紀が俺の肩をポンポンと叩たたく。何かに気づいたようだ。

　俺も友紀と一緒にひょいっとコンベアーの向こうを覗のぞき込んでみる。

　そして、すぐに顔を引っ込めた。そこでは――

「じゃんじゃんもってこいよなっ！　こんなもんで、あたしの天才腹を満腹にさせられると思うなっ！」

　アホ毛の少女が威い勢せい良よく飛とび跳はねていた。お行ぎよう儀ぎの悪い。

「ハルナ、じっとしていて下さい」

　ポニーテールの少女が、まるで母親のように諭さとしている。その横には、プレートアーマーにガントレットを装着した銀ぎん髪ぱつの少女がいる。

　そう、うちの居候連中がいたのだ。原げん稿こうが終わったから、若者の街原宿で買い物がてらに、優ゆう雅がにお寿司を食べてるんだろう。

　まずいな。ハルナはサンタを信じているから、ここでクリスマスプレゼントがばれてしまう訳にはいかない。

「注文しようぜ！　注文っ！」

　友紀が身を乗り出して、インターホンを押す。最近の回転寿司はタッチパネルで注文するのだが、ここはインターホンで直接注文するシステムになっていた。

「ご注文をどうぞ」と、インターホンからの声。

「茶ちや碗わん蒸むし下さいっ！」

　友紀が大きく叫さけぶ。そんなに大きな声を出すな。奴やつらにバレるだろう。

　それぞれが適当に寿司を頼たのむと、ものの数分で頼んだモノが流れてきた。

　インターホンのところに、『黄色い皿に入って流れてきます』と注意書き。

　流れてくる黄色い皿にも『注文の品』と書いてある。

　なるほど、これが俺たちの頼んだ分ということか。

「ほう、流し素そう麵めんを彷ほう彿ふつとさせるな」

　初めての回転寿司を見て、サラスが呟つぶやいた。言われれば確かに、流し素麵が元になっているのかもな。

　セラがいるおかげか、ハルナもさすがに注文の品を取ることはしなかった。

　いかんな。あっちが気になって仕方がない。

　お、ハルナがインターホンを押したな。

「ご注文をどうぞ」

「八番テーブルの方にマティーニを」

　マティーニてなんやねん！　どこのバーやねん！

　店員さんがなにやら持って、こちらへやってくる。

「あちらのお客様からです」

　八番テーブルここだーっ！　バレっバレのようだ。

　でも、みんな高校生なので、マティーニを貰もらうのは断った。

「織戸。ミミズクのぬいぐるみだけは、バレないようにしてくれ。それはあとでサンタとしてハルナにやるもんなんだ」

　声を掛かけても、織戸の耳には入っていないようだった。

　俺はテーブルの下に潜もぐり込み、織戸の足下にある買かい物もの袋ぶくろにぬいぐるみの入ったビニール袋を奥深くまで押し込んだ。

　パンパンに膨ふくれあがった紙かみ袋ぶくろ。だが、これで外から気付かれることはないはずだ。やれやれだ。

　顔を上げると、そこには太もも太もも太もも。

　スカートから覗く麗うるわしの太ももに、ごくりと喉のどを鳴らす。

　足を組くみ替えるサラス――今ちょっとパンツ見えたような気がする。

　こんなところに楽園があったとは――

「へえ、ハルナ先生ってサンタクロース信じてるんだ」

「ふふ……可愛いところ……あるよね」

　もぞもぞと揺ゆれる膝ひざ小こ僧ぞう。危ない危ない。――危うく変態になるところだった。

　俺は何食わぬ顔でテーブルの下という天国から帰き還かんした。

　可愛いモノ好きの三原が、コンベアーの向こうにいるハルナを愛しそうな目で見つめている。

「なるほどねぇ。相川が必死にぬいぐるみ探す訳だ」

　ニヤニヤした顔でこっちを見るな。

「サンタが相川だってバレたら、承知しねえからなっ！　ちゃんと師し匠しようを喜ばせてやれよ！」

　粋いきな魚屋のおっさんぐらいのテンションで喋しやべるな。ハルナに聞こえるだろ！

「どんどん……来てるね」

「おお！　相川！　早く早く！」

　はいはい。友紀に催さい促そくされて、平松と俺は、流れてくる寿司をテーブルに並べる。

「ここってあれだろ！　何でもある寿司屋だろ？」

　早速、持参のドレッシングでマグロを食べる友紀。

「そうそう。クレームは一いつ切さい受け付けないっていう面白回転寿司屋」

　面白回転寿司ってなんだよ。あ、さっきのマティーニみたいに、変なモノまで置いてあるってことか？

「……一度……来てみたかったんだ……ちょっと……変なのを頼んでみる？」

「何でもあるって奴の限界を探ってみよっか」

　三原と平松はにっこりと笑い合う。疲つかれ果てた織戸は一人、無言で寿司を頰ほお張ばっていた。

　せっかくの美少女に囲まれて外食でも、いつもと変わらないメンバーなら嬉うれしさも半分だろう。テンションが上がることはなかった。

　ハルナたちに気付いている様子もない。まあ、ここでセラがいることを教えれば、いつものテンションに戻もどるのだろうが、ウザいことこの上ないと思うので、やめておこう。

「んー。大トロおいし」三原が身み震ぶるいさせている。

「うん……美お味いしいね……」

　もぐもぐしているのを人に見られないように、口に手を当てた平松がにっこりと微笑ほほえんでいるのを見ると、来てよかったと思えるね。

　俺はお品書きを見ながら、茶を淹いれる。こういう回転寿司屋ってのはまあ、色んなネタがあるものだと感心させられるね。

　その中で、俺が一番気になったのは、『わさび茄な子す』だった。

　茄子の漬つけ物ものをネタにした握にぎり寿ず司しなのだろうが――そのわさび茄子にはにっこりマークが付いていた。このマークはお子さんでも食べられる、わさび抜ぬきを意味している。

　わさび茄子（さび抜き）……どういうことやねん！　いや、意味は分かる。わさびの味付けをした茄子の漬け物というネタと、酢す飯めしの間にわさびを塗ぬってませんよという意味。

　――別にわさび抜ぬかなくてもよくない？　茄子がわさび味なんだからさ。

「もっともっと頼もうぜ！」

　友紀が身を乗り出してインターホンを押す。今いるメンバーの中で一番大きな友紀の胸がぷるんと大きく揺れ、織戸の表情が少しほっこりした。

「ご注文をどうぞ」

「メロン」と友紀。

「パエリアを」三原のムチャ振ぶり。

「すいません。わさび茄子（さび抜き）っておかしくないっすか？」

　ちょっとニヤニヤしながら俺はインターホンに疑問をぶつける。

「……」返事はなし。

「まあいいっすわ。えー、クリームコロッケを」

　何か反応を期待したが、確かに返答に困るよな。メニューを決めた人間と今働いているアルバイトさんは無関係だろうし。

　さすがにパエリアは寿す司し屋やにないだろうと思っていたら――

　普通～うに流れてきた。

　何でもあるって、どんなネタにも対応出来るってことか。

　お笑いの『ネタ』と寿司の『ネタ』を掛けてるんだな。

「あははは、パエリア来たし」

　実に嬉しそうな三原。量は少なめだが、れっきとしたパエリアだった。

　当然メロンも普通に来て、友紀はそれにドレッシングをかけている。

　しかし、俺のクリームコロッケは来ず――わさび茄子が流れていた。

「相川が文句言うから、これは仕方ないわ」

　三原がケラケラと笑いながらわさび茄子を指す。

　変なことを言うんじゃなかったと後こう悔かいしながら、俺はわさび茄子をテーブルに置く。

　一方、ハルナたちもインターホンを押していた。

「ご注文をどうぞ」

「クジラとぉ、上海ガニとぉ、フォアグラ」

　相当なムチャ振りをしているハルナだったが、ちゃんとそれらしいモノが流れてきていた。それだけに、わさび茄子が悔くやまれる。

「次頼もうぜ次！」

　楽しくてしょうがないと言った感じの友紀が、身を乗り出してインターホンを押す。

「ハマチのエンガワを頂こうか」

　サラスの言葉に、三原がきょとんとした目で見た。

「エンガワって、ヒラメじゃないの？」

「エンガワは魚の部位を言う。ヒラメに限ったことではない」

　へえーと感心したのは、アホの友紀だった。

「ご注文は以上でよろしいでしょうか？」

　すかさず俺は――

「鉄火巻きお願いします」

　普ふ通つうのネタを頼む。わさび茄子で腹を満たしたくないからな。

「カレー！　オレカレー食べたいぜ！」

　パエリアがあるならカレーもあるだろうという考えだろう。

　もう用意していたかのように、すぐカレーの軍ぐん艦かんと、妙みようなエンガワ。

　そして、わさび茄子が流れてくる。……厨ちゆう房ぼう、ものごっつ怒おこってるやん。

「八番テーブルにインドゾウっ！」

　ハルナの声が店内に響ひびく。俺を気き遣づかってくれたのだろうか。でも、インドゾウは――

「で、初めての回転寿司はどうですかい？　美味しいでしょ」

　三原はテーブルにヒジをついて、サラスを見つめている。

「不ま味ずくはない」

　素直じゃないサラスらしい言葉だったが、三原はむっと不快感を示す。

「そんな言い方されたらさ、美味しい美味しいって言ってる私らがバカみたいじゃない？」

「そんなことはない。貴様らには貴様らに合った食事というものがある。それを否定したりはせんよ。それよりも、シャリにムラサキを浸つけるな」

「はあ？　何それ？　もうちょっと言い方あるでしょっ！」

「おいおいかなみ。そんなに怒るなよ～。楽しく食べようぜ？」

　横にいた友紀がなだめる。

「でもさぁ――」

　ちょうど嫌いやな空気が流れそうなときに、店員さんがやってきて――

「あちらのお客様からです」

　わさび茄子が俺の目の前に置かれる。インドゾウが用意出来なかったからだな。うん。

　俺のテンションは、一気に織戸レベルにまで落ち込んだ。表情が固まっていたと思う。

「そ……そう言えば……冬休みの前に……先生がお寿司食べたいって……言ってたよね」

　先生とは、きっと悪あく魔ま男だん爵しやくのことを言ってるのだろう。

「でもそのあと、寿司は医者に止められてたのを忘れてたって言ってたな」

　俺が平松の話に補足をくわえる。

　そうすることで、三原とサラスが生み出した妙な空気を吹ふき飛ばそうとしたんだ。

「Ｃ組の担任だっけ？　前の担任はどこ行ったんだ？」

　友紀もこっちの話に乗ってきた。

　前の担任――栗くり須す猛たけしは、今もどこかで最強の魔装少女として酒でもかっくらっていることだろう。もしかしたら、今いま頃ごろネネさんの家にいたりしてな。

「あの先生……好きだったのにな」

　しんみりと、平松がわさび茄子を食べていた。俺が食べたくない感じをくみ取ってくれたんだろう。

「あー、イマイチぱっとしない先生だったけど、授業はスムーズに進んでたよね」

　三原はまだ不ふ機き嫌げんな顔で、パエリアを食べていた。もはや、寿司を食べる気配はない。

「確かに、個性なさ過ぎたけど、良い先生だったよな」

　元気がなかった織戸も、話に加わっていた。

　俺とサラスは、それを神しん妙みような面持ちで聞いてた。

　クリスを倒たおさなきゃいけないという気持ちがあるからだ。

　事情を知っている友紀もそうだと思ったが――

「オレ、あの先生のおかげで成績伸のびたんだぜ？　教えるのすんげー上手いと思う」

　うんうんと頷うなずいていた。確かに、クリスはヴィリエでもハルナの担任教師である大先生を教え子に持っていたと聞いているし、教えるのは上手いのかもな。

　この子――クリスと栗須猛を別物として考えてるな。

　それは友紀がアホだからなのか、それとも空気を読んでいるのか。

　次々と出てくる先生トーク。

　その輪に入れない俺とサラスは、ただ相づちを打って寿司を食べていた。

「……相川くん……栗くり須す先生……嫌きらいだった？」

　平松が申し訳なさそうな顔で聞いて来たので、俺は即そく座ざに首を横に振ふった。

「栗須という先生は、嫌いじゃなかったな」

「何それ。相川もそんな言い方するんだ。好きだって言ってる私たちへの当てつけ？」

　しまった。また三原の逆げき鱗りんに触ふれてしまったな。

「八番テーブルに、鉄火巻きを」

　軍艦ゲームでもしているつもりなのか、ハルナがまたこちらの注文をする。

　俺の食べたかった鉄火巻きを――ハルナ、ナイス。

「いや、なんていうか――照れくさいだろ。好きだって言うの。こいつだって、本当は美味しいと思ってるんだよ」

　サラスに親指を向けて弁明する。

「いや、美味くはないぞ。不味くもないがな」

　正直すぎるということが争いを生むこともある。――やれやれだ。

「自分で選んだハマチのエンガワは？」

「いや、何でもあると聞いたので、試しに頼たのんだだけに過ぎん。味は――まあまあだ」

「美味しいよね？　妙たえちゃん」

「……うん……私は……美味しいよ？」

「やっぱり、上流階級の方には庶しよ民みんの味はわかんないか」

　喧けん嘩か腰ごしの三原に、しょうがない。と言った表情を浮うかべたサラスは、ガリを食べる。

　しょうがだけに、しょうがない。なんつって。

「しょうがだけに、しょうがない。なんつって！」

　俺の心のダジャレと友紀のダジャレが被かぶって、俺は頭を抱かかえた。

　アホの友紀と、同じレベルかよ。

「ガリは、美味い」

　サラスがしょうがを食べているのを確認してから、続いて三原がガリを食べる。

「そお？　不ま味ずくはないけど、そんなに美味しい～？」

　お返しだとばかりの表情に、サラスがむっと表情を強こわ張ばらせる。

　どうにも二人は馬が合わないようだ。

　全面戦争間近というところで――

「あちらのお客様からです」

　わさび茄な子すが、俺の目の前に置かれた。

　俺はヘコんだ。







　散々わさび茄子を食べた俺が寿す司し屋やを出て、原宿駅へ向かう道中……もはや行き交う車のライトさえも装そう飾しよくに見えるほどのクリスマス一色に彩いろどられた明治通りをブラブラしていると、セラとユーに出くわしたので、足を止める。

「歩」セラの美しい声が俺を呼んだ。美しいけど、怖こわい声だ。

「なんだ？」

　目の前を歩く、少女たちに目をやりながら、セラの顔を見ずに答える。

「美お味いしかったねー。ユキちゃん」

「おう！　また来ようなっ！」

「……たまに食べるお寿司は……特に美味しいね」

　三原と友紀と平松。仲良し三人組が先を歩いて、その後ろを無言のサラスと、肩かたを落とした織戸がとぼとぼ歩く。

　本当に、織戸は死んでるな。まるでゾンビのようだ。

「まあ、顔が気持ち悪いのでそのままで構いませんが――なぜ、寿司屋で我々に声を掛かけなかったのですか？」

「ハルナは？」

　すっと俺の目の前に銀ぎん髪ぱつの少女が傍かたわらへやってくる。

『歩が　構ってくれないので　帰った』＝『もう！　お兄ちゃん空気読めっ！』

　あ、あれ構って欲しかったのか。

「ちょっとバタバタしてたのと、ハルナには構ってやれない理由があったんだよ」

「やけに大荷物ですね。それが原因ですか？」

「ああ――さすがセラだな。実はハルナがサンタを信じててな」

「なるほど。クリスマスプレゼントを知られたくなかった訳ですね」

　一を知って十を理解する。吸血忍にん者じやってのは聡そう明めいなもんだな。

「あー、お前らの分もここにあるぞ。好きなモノを選んでくれ」

『こんなに沢たく山さんのプレゼントを頂いても　反応に困る』

「この八方ゾンビのことです。きっと、我々が選ばなかった分は皆みんなに配るのでしょう」

　その通りだけど、八方ゾンビってなんすか？　八方美人じゃないんすか？

「本当は……ハルナは、雪を見たかったみたいだけどな」

　俺は夜空を見上げる。雪はまだまだ降る気配はない。

　東京の空は、こんな日でも星が見えない。少し明るんでいるのは、イルミネーションのせいだろう。

　そんな空だからこそ、俺は気付くことが出来た。

　ビルの屋上に人ひと影かげ。白い衣装じゃなかったら気付かなかっただろうな。

　九階建て――いや、一〇階建てのビルの上。

　そこに……クリスがいた。顔はよく見えないが、何かを手にしているのが見える。

　なんだ、あれは？　酒さか瓶びんには見えんが――

　顔を見られないよう、咄とつ嗟さに建物の陰かげに隠かくれる。

「どうか、したのですか？」

「ん？　ああ、その」

　セラに声を掛けられて、どう答えればいいのか悩なやんでいると、セラのヒスイ色をした綺き麗れいな瞳ひとみが深しん紅くに染まり、驚きよう愕がくに顔を強張らせた。

「あ、あれは――」

　バレてしまったら仕方ない。俺が「そうだ、クリスだよ」と返答するよりも早く――

「魔ま法ほう爆ばく弾だん」と呟つぶやいた。俺はその言葉に、セラの顔をマジマジと見つめる。

　魔法爆弾って、ハルナの担任教師で、クリスが復ふく讐しゆうしたがっている『大先生』が作り出したあれか？　一キロ四方を吹き飛ばす奴やつで、一回俺も粉々にされた――

　もう一度クリスを見上げる。

　やっぱり、よく見えない。だが、セラは吸血忍者。ゾンビよりも視力はいいだろうし、前にクリスは言っていた。

「くりすねー、面白いものを見つけたんだぁ」

「そだよ。ドーンってなってパラパラ～ってなっちゃう楽しい楽しいアイテム」

　それが大先生の作った魔法爆弾を指していたのなら、なるほどと頷ける。

　だが、そんなものを使わせる訳にはいかない。

「おーい！」と大きな声で先を行く面々を引き留める。

「どうした？　相川」

　険しい表情をしていたんだろう。友紀が心配そうな顔で聞いた。

「ちょっと用事を思い出したから、すまんが先に帰っててくれ」

　ぴくり。とサラスの眉まゆが動く。感じ取ったのだろうか、俺の心境を。

「相川って、突とつ然ぜんどっかいくよね。前もハルナ先生とどっかいったし」

　三原がやれやれと首を振りながら呟いた。お前もゾンビになってみろ。気苦労が絶えないぞ。と色々言ってやりたい気分だ。

「うん……じゃあ……また学校でね」

　平松はふふっと小さく笑みを零こぼし、手を振った。三原と織戸を引き連れて、原宿の駅へと向かっていく。

　友紀とサラスは立ち止まっていた。

「ユキちゃーん。行くよー？」

「お、おう……相川……」

「行ってやれ。そして、一刻も早く家まで送ってやれ。頼んだぞ」

「でも――オレ……相川と……その……」

　何か言いたくて言えない。そんな友紀を遮さえぎって、サラスが手を挙げる。言いそびれた友紀は、少し寂さびしそうな表情で三原たちの所へと走った。

「ダーリン。私に出来ることはないか？」

「お前は、一般人の避ひ難なんを頼めるか？」

「……避難が必要なのだな」

「ああ、魔法爆弾だ」

　サラスは俺の言葉一つで全てを悟さとり、強く頷うなずいた。

「さすがに、場所と時が悪い。恐おそらく、避難は無理だろう」

　確かにな。クリスマスの東京で避難なんかさせようならば、パニックになるだけだ。

　クリスは、それを踏ふまえた上でこの日を選んだのだろう。

「――何、我々吸血忍者は人を守るためにある。なんとかしてみよう」

「助かる。当然、阻そ止ししてみせるが、万が一ってのがあるからな」

「うむ。――頼たよりにしているぞ」

「こっちもな。――いくぞ、セラ。奴がこちらに気付かない内に」

　あの魔法爆弾が動き出した場合、防ぐ方法はセラの龍りゆう牙が雷らい神じん衝しようしか知らない。

『私は？』

「ユーも、早くここを離はなれてくれ。これを持ったままじゃ、戦えないからな」

　そう言いながら、俺は紙かみ袋ぶくろをユーに渡わたす。だけど、ミミズクのぬいぐるみをハルナにバレる訳にはいかないので、一つだけ持っていくことにした。

　まあ、紙袋一つぐらいだったら、戦うとき、そこらに放り出せばいいだけだからな。

　人目が気になるので建物に入り、屋上から向かうつもりだったが、セラは猫ねこでも摑つかむように俺の服の襟えりを摑むと、アスファルトを蹴けった。

　突然空へと跳とび上がったポニーテールの美女と男子高校生の姿に、道行くカップルたちは啞あ然ぜんと見上げていた。

「おいセラっ！　妙みような顔で見られてるからっ！」

「行動は迅じん速そくに行うべきです。心配せずとも、理解出来ている一般人はあまりいませんよ」

　ビルの屋上までひとっ飛びした俺たちを発見したクリスは、ニヤリと笑う。

「お兄ちゃんたちって、いつもいいところで現れるよね。都合良すぎじゃないかな？」

「そういう運命を呼び込む奴がいるんでね」

　ちらりと、セラがユーを見下ろした。しかし、それは一いつ瞬しゆんで、すぐに深紅の瞳をクリスに向ける。クリスが手にしているのは、目覚まし時計だった。

　そんなモノを持ち歩く奴はいない。――あれは、間ま違ちがいなく魔法爆弾だろう。

　セラが黒いマントを羽織り、俺の顔を見る。

　その目は、「狙ねらうは魔法爆弾のみ」だと語っていた。

　ああ、そうだ。クリスを倒たおすことは第一じゃない。

「こんなところで何をしてるんだ？　いや、しようとしてるんだ？」

「ん？　その言い方だと――これが何かわかるんだね」

　クリスはポンポンと目覚まし時計でお手玉をする。いつ爆ばく発はつするのかハラハラしながら見ていた俺の表情を見たクリスは楽しげに笑う。

「きゃはっ！　やっぱりお兄ちゃん、これがなんだかわかってるんだ。くりすね、この魔法爆弾でどーんとテロ行こう為いでもしようと思ったんだけど、ここって思ったより人がいなくてどうしようか迷ってたんだぁ」

　軽々しくも、大変な事を言い出しやがった。

「そんなことをして、何になる」

「大きな事件を起こして、アリエルのせいにするの。すると、女王がアリエルを殺してくれるはずだからね」

　魔法爆弾を作ったのは、アリエル――つまり大先生だ。夜の王に言われて仕方なく作らされたモノだが、確かに大先生の責任に出来るのかもしれないが――そんなことのために、無差別テロなんてさせる訳にはいかない。

「あ、そうだ。ワンちゃんを吹ふき飛ばそっと」

　ワンちゃん？　クリスは笑顔のまま、くるりと振ふり返かえる。

　その方向は――渋しぶ谷や。まさかワンちゃんって、ハチ公かっ！

　あそこはクリスマスなんか関係なく、いつも人が溢あふれている。原宿からこの明治通りを少し南下するだけで辿たどり着つく。距きよ離りは、そんなにない。魔装少女や吸血忍者が走り出せば、ものの数分で到とう達たつしてしまうだろう。

　走り出すクリス。可愛い靴くつが、ビルの屋上に足音を響ひびかせる。

「セラ！」俺の声に呼応するように、セラが駆かけだした。その両手には、木の葉の剣けん。

　スピードという一点において、セラ以上の人物はいない。

「いきます。秘剣、燕つばめ返しっ！」

「あっはは！　速い速いっ！」

　セラの剣撃を、クリスはいとも簡単に避よける。俺だったらもう腕うで一本ぐらい持って行かれるような速度の一いち撃げきだったのに。

　二撃、三撃。セラはクリスと併へい走そうしながら攻こう撃げきを加えていく。

　クリスには掠かすりもしないが、足止めとしては十分だった。

　追いついた俺は、クリスの右みぎ腕うで目がけて猫のように飛びかかる。

　それもひょいっと避けられて、ビルの屋上から紐ひもなしバンジーをさせられるところだったのを、セラに救われた。

「歩、不ま味ずいことになりました」

「ん？　どうした？」

「奴は、すでに起き爆ばくスイッチを押しています。恐らく――あと五分ほどで爆発するでしょう」

　マジかよ。ぞわぞわと背筋を何かが走る。胸がなんだか気持ち悪い。

　急に襲おそい来る緊きん張ちよう感かんに、押しつぶされそうだった。

　俺とセラは必死にクリスに襲いかかるが、軽くあしらわれるだけ。

　ぬいぐるみの入った紙袋を振り回したりもしたが、どんな攻撃もクリスには通用しない。

　端はたから見れば、楽しく遊んでいるように見えるのだろうか。

　セラの剣がクリスの髪かみを撫なでる。

「すごーい。今、速度上がったね。まあ、まだまだくりすには届かないけど」

　セラは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした表情で、攻撃を続ける。

　目覚まし時計の長針は動き続けている。

　このままじゃマズイ。何か、手はないのか？　――緊きん張ちようと寒さで頭が回らない。

　もう俺は踊おどるようにクリスに飛びかかることしか出来なかった。目め隠かくしをされて女子を追い回す大名のように、両手を突つきだして追いかけることしか出来ない。

　クリスがビルの屋上から、歩道橋へ降りる。渋谷の駅は、もう見えていた。

　セラが続き、俺も歩道橋へ降りる。

　ぐき――急ぎすぎたせいか、足首をくじいた。――ここでこける訳にはいかないっ！

　ほっ――はっ――とおっ！　回転しながら、衝しよう撃げきを逃にがす。少しでも、一いつ矢しでも報むくいたい一心で、持っていた紙袋を投げた。

　クリスは俺をあざ笑いながら紙袋を避ける。

「龍りゆう牙が、雷らい神じん衝しようっ！」

　その名前を叫さけばないでーっ！　名付け親として恥はずかしいからーっ！

　そのとき、奇き跡せきが起きた。

　空中で紙袋がぴたりと動きを止めていた。

　セラも、剣を振るったまま動きを止めていた。

　その剣から放たれていた雷かみなりも、まるで貼はり付つけられたように止まっていた。

　そして俺も、片かた膝ひざをついて両手を前に出した状態で止まっていた。

　唯ゆい一いつ動いていたクリスは、驚きよう愕がくに目を丸くさせながら「あ」と小さく声を出した。

　クリスの動きは相手の行動を予測しての動きだった。それが思いも寄らないタイミングで急停止したもんだから、龍牙雷神衝によって木の葉の剣から生じた雷は、魔ま法ほう爆ばく弾だんに直ちよく撃げきしてしまったのだ。

　これは――つい先日教わったばかりの空間停止術。

　そうか、俺は無意識の内にあの格かく闘とうゲームのコマンド入力のような動きをやっていたということか。

　だが、今回も失敗したようだな。クリスは動けるし――俺は動けないし。

「あれ？　噓うそ――動かなくなっちゃった。そうか――これ雷らい撃げきに弱いんだ。もうっ！　お兄ちゃんたちのバカっ！　殺しちゃうぞ」

　ぷんすかぷんすかと怒いかりを露あらわにしたクリスが、銅像の如ごとく止まったセラの体を押す。

　むにゅ。

　セラの素敵おっぱいが、ちょうど俺の両手にジャストフィット。

　やらけー。滅め茶ちや苦く茶ちややらけー。

　指が動くなら存分に楽しみたいが――

「せっかく楽しい花火が出来そうだったのにぃ」

　動かない。微み塵じんも体が動かない。

　クリスは右手を俺たちに向けた。

　マズイ。――殺される。そう思ったときだった。

「貰もらったーっ！」

　黒いマントを羽織った一人の少女がクリスの背後に現れた。彼女は、俺と初めてあったときと同じように――とんこつラーメンを持っていた。

　友紀。お前、三原たちと一いつ緒しよに帰ったと思ったのに――

　クリスは歩道橋から落ちるように、友紀のラーメン鉢ばちから逃げる。

　未いまだに不敵な笑みを浮うかべていたクリスだったが、服の袖そでにとんこつスープが掛かかっていることに気付いた。

「ああっ！　最悪～っ！　もうヤダ～。くりす帰るぅ」

　白い衣装に、シミはよく目立つ。それがお気に入りの服だったらテンションの下がりようは尋じん常じようではないだろう。

　クリスは姿を消し、俺はほっと胸を撫で下おろした。友紀に「助かった」と礼を言いたかったが、口も動かない。

　さらに、セラの目がこう言っていた。

「いつまで触さわってるんですか。この腐くされボロ雑ぞう巾きん」

　いや、その――解き方がイマイチわかんなくてすいません。

　顔をボコボコにされた俺は、無造作に放り捨てられた魔法爆弾を手に取る。

　龍牙雷神衝で完全に破は壊かいされているようで、なんとか助かったが、クリスはこんな事件をこれからも起こすだろう。参ったな。

「友紀。ありがとな。正直、助かった」

「……オレ、いつも相川に助けられてばっかりだからさ。どうしても、今日は相川と一緒に何かをしたかったんだ。その――クリスマスだし」

　照れくさくてはにかんでいる友紀に、セラはふふっと小さく笑う。

　なんだこの気まずい雰ふん囲い気きは。

　俺は逃げるように振り向いて、ぬいぐるみの入った紙かみ袋ぶくろを――

　……黒こげ。

　そこにあったのは、黒こげになった紙袋だった。

　恐おそる恐る中からぬいぐるみを出してみたら、ミミズクは龍牙雷神衝の影えい響きようで、ボロボロになっていた。

「あっ、それ――師し匠しようのクリスマスプレゼントだよな」

「結果論だが、持ってくるべきじゃなかったな」

　ポリポリと頭を搔かきながら大きく溜ため息いきを吐つく。

　溜息は白く、冷たい空気となった。

「今からもう一回買いに行こうぜ？」

「いや、もう閉まってるさ。せめて雪でも降ってくれれば、それがあいつへの一番のプレゼントなんだが」

　クリスマスの空を見上げてみるが、まだまだ雪が降る様子はない。

　どうしたものかな。神様も雪を降らせてくれてもいいのに。

　――待てよ。

　雪に代わるものは何かないだろうか？　綿か何かで雪をプレゼントしよう。

　だけど、今からそんな綿をどこで調達して――

　そうだ――確かあそこに、綿がいっぱいあったはずだ。

　今からじゃ帰りは終電がないかもしれないが――

　苦くるし紛まぎれの策を実現させるため、俺はネネさんの家へと戻もどった。




























　居間には湯飲みを傾かたむけているユーがいた。

　いつもはバラエティ番組が映っているプラズマテレビは、今通つう販はん番組をやっている。

　もう日付は変わってしまっている。

　ちゃぶ台には、サランラップが掛けられたローストチキンが四つ並んでいる。真ん中にスペースがあるのは、ケーキかな。

　部屋の中にいるのは、銀ぎん髪ぱつの少女一人だけ。温かいお茶の入った湯飲みをちゃぶ台に置いて、ちらりと俺を見た。

『おかえりなさい』

　無表情のまま、メモを俺に向ける。俺はキョロキョロと辺りを見回してから――

「ハルナとセラは？」

『もう　寝ねた』＝『先に寝ちゃったみた～い』

「そっか――」もう遅おそい時間だからな。

「ユーは、寝なかったのか？」

『まだ　歩とクリスマスパーティをしてなかったから』

　ユー。こいつはきっと、いつまでも待っていてくれるんだろうな。健けな気げで、良い子だ。

　パカっ。と聞き慣れない音が上からしたので、顔を上げる。

　すると、天てん井じようから美女が降ってきた。

　ふわりとポニーテールの黒くろ髪かみをなびかせ、すたっと柔やわらかく着地。

「やっと帰ってきたのですか。もう少し遅おくれたら、ストーブを投げつけるところでした」

　顔を上げたセラは、凛りんとした表情で、じっと俺を睨にらみ付けていた。

「寝たんじゃないのか？」

「私は、吸血忍にん者じやですよ？　夜こそ本領を発揮出来るというもの」

　確かに吸きゆう血けつ鬼きも忍者も、そうそう夜に熟じゆく睡すいはしないよな。

「ハルナだけが寝ている――か。ちょうどいい」

「なんです？　また気持ち悪い事をお考えですか？」

「まあな」










　俺は一度外に出て、いそいそと家の塀へいに登る。そして、ゾンビパワーを駆く使しして、ハルナの部屋のベランダへと上がった。

　そう、赤い服に、白くて大きな袋ふくろを持ち、白い付けヒゲをもっさり蓄たくわえて電気の消えたハルナの部屋をそっと覗のぞいていた。

　――よし。完かん璧ぺきに寝てるな。ハルナの欲しがっていたミミズクのぬいぐるみはない。

　天候も、普ふ通つうに晴れだ。

　でも、こいつはサンタを信じていた。

　せめて、サンタに会わせてやるぐらいは、してやらないと。

　俺は白い袋を開け、中に詰つまっていた綿をベランダにまき散らす。

　この綿は、ネネさんの家の押し入れで、ぎゅうぎゅう詰づめにされていた枕まくらの中身だ。もう使わないものばかりだということで、貰もらってきた。

　わさわさ――わさわさ――

　こんなもんかな。なんて思ってたら――

　ガラガラガラガラ。

「何やってんの？」

　戸が開いて、パジャマ姿の少女が睨み付ける。

　は、ハルナっ！　寝てたんじゃないのかっ！　セラといい、勘かんの鋭するどい奴やつだ。だが慌あわてるな俺っ！　今の俺は相川歩じゃない！　サンタクロースだっ！

「ほっほっほっ！　ハルナちゃん初めまして！　君に雪をプレゼントしに来たよ！」

　にっこりと微笑ほほえんで、両手を広げる。

「雪？　それが？」

　ベランダ中にまき散らされた綿を見下ろし、不ふ審しんな目を見せる。

　やっぱり、こんなのじゃハルナをだませないか――

　そのとき……空から何かが降ってきた。

　白くて、ふわふわしていて――だが、冷たくはないし、消えたりもしない。

　俺のすぐ横に置いてあったはずの、白く大きな袋が無くなっていた。

　ちらりと空を見ると、そこにはポニーテールの美女が一人。

　彼女が、『雪』を降らせてくれていた。

　それを見たハルナは一言――「綺き麗れい」と呟つぶやいた。

「あ、メリークリスマス！」

「今なんで『あ』を付けたんだ？」

「言ってない言ってない。あ、メリークリスマスっ！」

「絶対言ってるっ！　絶対言ったっ！　キモイっ！」

「あ、メリ――あ、メリークリスマス！」

「サンタって、アユムぐらい気持ち悪いんだな」

　やばい。バレるっ！

「それでは、また来年！」

　疑いの目から逃のがれるために、俺は慌ててベランダから飛び降りた。

「あっ！　こらっ！　待てよなっ！」

　すぐにサンタの衣装を脱ぬいで、家の中へ転がり込む。

　どたどたどたどた。階段を駆かけ下りる足音。

　居間に入ると、こたつの中に衣装を押し込み、何食わぬ顔でユーに話かける。

「でさあ、回転寿ず司しのあとに――」

　間かん一いつ髪ぱつだ。俺は何食わぬ顔を、現れたハルナに向ける。

「おー、ハルナ。起きてたのか」

「今さ……ベランダに、変質者が来たんだけど」

　どくん。ハルナの鋭い眼まな差ざしに、心臓が高鳴った。気づかれたか？　ハルナは勘が鋭いからな。話を変えないと。

　居間の隅すみに、福ふく袋ぶくろセールのように紙かみ袋ぶくろが大量に置いてあった。

　それは、みんなで買いに行ったハルナたちへのプレゼント。

「そうだ。これ、みんなからのお前らのプレゼントなんだけど――」

「いらない」

「は？　おいおい、みんなが一いつ生しよう懸けん命めい選んでくれたってのに――」

　がば。ハルナの細い手が、首に回された。

「――ずっと、帰って来ないかと思った。ずっとあいつのところで暮らすのかと思った」

　声が、少し震ふるえていた。あいつのところって――ネネさんの家か？　なんでハルナはそんなことを――

　背中に顔を埋うずめ、首に回された両手にぎゅっと力を込める。

「ハルナ」アホ毛が後頭部に刺ささってるんですけど。

「だからあたし、ずっとサンタにお願いしてたんだ」

　ハルナは、そこで言葉を切った。何をお願いしていたのかが気になっていた俺の顔を見たユーが、ちゃぶ台を二回叩たたく。

『ハルナは　歩がいなくて　寂さびしかった　歩を　欲ほつしていた』

　俺が欲しい。なんてサンタに願ってたのか？　ハルナが？

「バカだな。ここは俺の家だぞ？　なんで帰って来ないとか思ったんだよ」

「だって――アユム、あいつのところは居い心地ごこちが良いって」

「我が家が一番に決まってるだろ？　まあ――お前らもいるしな」

「でも、あたしはあいつと違ちがって――アユムがセクハラしたら蹴けるし」

「それがイヤなら、半年前に追い出してるよ」

「だから……あたし……」

　とてもとても寂しそうな声。俺は締しめ付つけてくるハルナの腕うでに、そっと手を添そえる。

「今の俺は、お前たちといる時が、一番幸せなんだよ。それは、当然ハルナのことも入ってるさ。だから――くだらない心配をするな」

「うん……そうだなっ！　当然だっ！　うんうんっ！」

　ハルナが顔を上げたと同時に、ユーはメモを裏返し、そっとメモ帳の下に隠かくした。

「さっき不審者が来て、なんか綿をまき散らしてベランダを汚よごしていったんだけど――」

　綿だってこともお見通し。まあ、見ればわかるけどさ。

「そ、そりゃあ災難だったな」




「でもな。……今まで貰ったプレゼントの中で、一番嬉うれしかった」




「綿をまき散らされたことが、か？」

「相変わらずのバカで――相変わらずのキモさで――サンタが運んできてくれたんだ」

　ハルナ――そんなに俺のことを――

「あたしの所有物をっ！」

「……所有物？」

「アユムは、あたしの道具なのっ！　あったらウザイけど、ないよりマシなんだっ！」

　ハルナはそう言いながら、笑顔で俺の横に座り、こたつの中へ。

　なるほど、サンタが相川歩という『物』をプレゼントしてくれたってことね。

　おっと、こたつの中にはサンタ道具一式が入っている。このままでは、サンタが俺だってことがばれてしまうじゃないか。俺はサンタ衣装を奥へ押し込むように足を動かす。

「あともう一つ、サンタから貰ったモノがあるんだ」

　アホ毛をピコピコさせて、こたつの中からほかほかに暖まったサンタ衣装を引きずり出した。――やっぱり、バレバレだったんですね。

「もう一つ？」

「そうだ！　クリスマスって、誰でもサンタをやっていいってことを、あたしに教えてくれたんだ！」

「ええ、そうですね」

　廊ろう下かに、ポニーテールの美女が立っていた。

　赤い服と帽ぼう子し。ミニスカサンタの格好で、セラは腕を組んでいたんだ。

「たとえ、焦こげたパンの耳のような顔をした人間でも、サンタになれる日。それがクリスマスなのです」

　俺を睨み付けるように見下ろしながら言う――ってことは、誰が焦げたパンの耳やねん！

「やろう！　クリスマスをっ！」

　立ち上がり、拳こぶしを握にぎりしめるハルナ。

　ハルナはいつも、こうやって妙みようなことを始める。そのほとんどが迷めい惑わくきわまりない行動で、今回もどうせろくなことにならないような気がしていた俺だったが――

「ああ、やるか」

　にやりと口くちの端はしを釣つり上げた。







　赤い衣装に身を包んだ美少女三人と、ピエロのような赤い鼻とトナカイであろう茶色くてもふもふした首輪付きの格好をした俺は、サイレントでいてホーリーな夜を駆けていた。

　屋根の上を忍にん者じやのように、大きな袋を持った少女が三人走っている。

　先頭を、ハルナが行く。モコモコ手て袋ぶくろ、赤いモコモコスカート。モコモコサンタ帽子の隙すき間まから必死にアホ毛を出しているせいで、帽子が落ちそうになっているのが面白い。

　次にユーだ。いつものプレートアーマーの代わりに着込んだ赤いワンピース調のサンタ服にガントレットという出で立ちだが、帽子はなく、いつものアレ。ガントレットも装着した武装サンタさんだ。

　俺の横を併へい走そうしていたセラに声を掛かける。

「さっきは、ありがとな」

「なんのことです？　あなたに礼を言われると、虫むし酸ずが光速で走るために、酷ひどく不ふ愉ゆ快かいなのですが？」

「いや、さっきハルナに雪を見せてやろうとしたときにさ。屋根から綿を降らせてくれただろ？　助かったよ」

「ああ……あの件ですか」

「ハルナにも簡単にバレちまったし、あんなバカらしいことにお前が手伝ってくれるのがちょっと嬉しかったりして――」

「以前言いませんでしたか？」

「ん？」

「私はあなたのサポートをするためには、犬馬の労をいとわない」

　まるでネネさんがしていたように、セラは少しからかうような表情でそう呟いた。

　その姿は、サンタらしからぬタイトなミニスカートで、ヒラヒラしていないからパンチラは期待出来ないが、スカートとソックスが織りなす絶対領域は見事なもので、太ももサイコーと声を上げざるを得ない。

　妙な照れくささを感じた俺は、寒さを吹ふき飛ばす意味も込めて右手を突つき上げる。

「太もも、サイコーっ！」

　さくっ！　今ポニーテールのサンタから何か手しゆ裏り剣けん的なモノが俺の眉み間けんに刺さったような気がしたが、気にしない気にしない。

　さて、そんな俺たちが最初に訪れたのは、三原かなみ宅。

　理由は簡単。一番近かったからだ。

　窓の鍵かぎが掛かっていたが、うちの忍者が窓も割らずにちょちょいと開けてしまった。どうやったかは分からないが、まあそこは忍にん術じゆつということで納得しておこう。

　カラカラカラカラ……出来る限り音がならないように気を付けて窓を開ける。

　そして、女子高生の部屋へ侵しん入にゆうする。

　な、なんだこの部屋はっ！　大量のぬいぐるみっ！　ずらりと並ぶお人形っ！　下半身裸はだかの黄色いクマとか、口が×になっているうさぎとか、可愛らしくも有名なぬいぐるみがそこら中にいる。

　三原はイケイケギャルのようで、こんなに乙おと女めチックな趣しゆ味みだったんだな。

　ぶっちゃけありえな～い。

　さて、と。白い袋ふくろから、三原が選んだブランドモノのバッグを、クマだらけの枕まくら元もとに置く。

「この部屋には似つかわしくないプレゼントに思えますね」

「こっちがいいんじゃない？」

　白い袋から、ニワトリのぬいぐるみを取り出すハルナ。確かに、この部屋に似合うプレゼントはそれだろうが――

「まあ、多趣味なんだろうさ」

『人は　仮面を被かぶって生きるモノ　彼女にとっては　メイクが仮面』

　ハルナはそのメモを見てなにやら頷うなずき、ニワトリのぬいぐるみを袋に戻もどした。

　なるほど。ユーの見解では、この夢見る少女のような世界が、三原の本性だということなのだろう。

　メイクを落とした三原の寝ね顔がおを覗のぞいてみる。

　あれ？　こいつ……意外と可愛い……ふげっ！

「誰だ今ヒザの裏を強打した奴やつは！　恥はずかしいぐらいびっくりしちゃっただろが！」

「大きな声を出さないで下さい。場所と時間をわきまえることが出来ない人間は嫌きらわれますよ？」

　またこいつだな？　いつもいつも――

　俺がセラを睨にらみ付けていると、トナカイ衣装をくいっと引っ張る感かん触しよく。顔を向けるとそこにはユーがメモを見せていた。

『歩が　恋こいする乙女のような目をしていたから　つい　ごめんなさい』

　ま、まさかユーが俺に攻こう撃げきをしたのか！　意外すぎてびっくりしたよ。

「次行くぞ次っ！」

　気付かれないよう、そそくさと退散する。なんだか楽しくなってきた。

　またハルナを先頭に、寒い空を駆かけていく。並びはさっきと一いつ緒しよ。俺は前を走るユーを見ながら、セラに話しかけた。

「いやあ、まさかユーまで俺を攻撃してくるとはな」

「わからないのですか？　これだからゾンビは鈍どん感かんで困りますね――あなたがここ数日、家を空け、帰ってくるはずの二十四日に、いつまで経っても帰ってこない。寿す司し屋やに行けばまた女性を囲んでニヤニヤしている。そんなあなたをずっと待っていたのですよ？」

　セラの言葉に、俺は反論出来なかった。ただずっと、その言葉を嚙かみしめていた。

「ハルナですら寂しいと感じた状じよう況きよう――ヘルサイズ殿どのが例外である訳がないでしょう？」

「そうだよな。俺はいつもユーを待たせてばっかりで」

「ヘルサイズ殿は感情を表に出してはいけない。ですが、感情がないわけではないのです。あまり――」

「今日のお前は、よく喋しやべるな」

　セラは喋っている途と中ちゆうで邪じや魔まをされたことにイラッと来たのか、ピタリと足を止め、少し俯うつむいた。

　これはマズイ。すぐにでも秘ひ剣けん、燕つばめ返しを避よけられるように、俺は構える。




「……私にだって、不安になるときや……嫉しつ妬と心ぐらい……ありますから」




　その声はとても小さくて、夜空に溶とけてしまいそうだった。

「え？　何？」

　だから、俺はその言葉がよく聞こえなかった。

　耳には届いていたのだろうが、頭には入ってこなかった。

　聞かなきゃいけないような、そんな言葉だったようでいて、聞いちゃいけない言葉。

　そんな良く分からない感情を、セラも感じていたのだろう。

「なんでもありません。少し遅おくれてしまいましたね。――先を急ぎましょう」

　顔を上げたセラは、いつもと変わらない、凛りんとした表情をしていた。

　次に向かったのは、織戸の家。

　例の如ごとく、ポニーテールの美女が片かた膝ひざをついて、窓をちょちょいっと弄いじくるのだが――

「むっ……」困こん惑わくしている様子だった。

「どうした、セラ？」

「いえ――まさかこれほど厳重な防備をしているとは……泥どろの付いたスニーカーのような顔をしているのに、生意気にも程がありますね」

「じゃ、しゃーなしだな」

　たったったったっ。屋根の上を走って織戸の家から遠ざかるハルナ。諦あきらめるのかと思いきや……

　たったったったっ。助走をつけただけだったようだ。

　ぱり～ん。両りよう腕うでをクロスさせ、顔を覆おおいながら、窓に激げき突とつする。

　見事に粉々に砕くだけるガラス。まるでアクション映画を見ているようだ。

「ぎゃああああっ！　何っ？　何なのっ！　クリスマスなのにぃーっ！」

　織戸の悲痛な叫さけびが夜の街に響ひびく。なんでちょっとオカマ口調やねん。

　って、強きよう行こう突とつ破ぱかよっ！　あまりに派手な入場で、織戸が布団のシーツを胸元に寄せながら起き上がってるじゃないか。

「デラべっぴんっ！」

　どふっ。織戸の腹に、ハルナの拳がたたき込まれ、織戸は気を失った。

「ふう。寝ねてて助かったな」

　ハルナは額の汗あせを拭ぬぐう仕草をしながら一息吐つく。

「強制的っぽい感じがしたが、大だい丈じよう夫ぶか？」

『峰みね打うちだから　大丈夫』

　そうか。それなら良かった。って良くないよ！　峰打ちをしていいのは剣けん豪ごうに対してとかだけにしろ！　なんて言えなかった。ほら――今は夜だしね。うるさいと近きん所じよ迷めい惑わくだから。うんうん。

「良い子は永久に寝る時間ですからね」

　さも当然とでも言いたげな表情で中へ足を踏ふみ入れるセラに続いて、俺はユーと割れた窓から中を覗く。

　ガラスの散らばった部屋の中に、入りたくないからな。

　織戸の部屋は、三原とは違ちがい、ちゃんとキャラクター通りだった。グラビアのポスターと棚たなを占せん領りようするフィギュア。パソコンが二台とノートパソコン。

「こいつには、レジ袋ぶくろと輪ゴムで良いよな」

　ハルナが白い袋をもぞもぞと漁る横で、セラが何かを枕まくらの下に潜もぐり込ませた。

　それに気付いたのは、俺だけのようだ。

　織戸の手にレジ袋と輪ゴムを握にぎらせて、満足げな表情でこちらへ帰ってくるや、ハルナは「次、行くぞっ！」と先頭を行く。

　続いてセラが織戸の部屋から出てきたので、俺は小さな声で聞いた。

「最近、お前織戸に甘いのな」

「……なんだかんだで、貸しがありますから。嫉妬ですか？　気持ちの悪い」

「いや、何をやったのかって気になってな」

「ただの写真ですよ。印刷所を紹しよう介かいしてくれた礼として、写真を差し上げると約束したのです。きわどい水着姿の写真を」

「なるほどな。そういう条件だったのか。でもいいのか？　お前はそういうの、大だい嫌きらいだろ？　ほら、なんつったっけ。『ハレンチ、死すべし』か」

「問題ありません。――サラスの、ですから」

　自分じゃないのかよっ！　織戸は絶対にセラの水着写真を要求したはずだろうに。

　まあ、ネットアイドルの秘蔵写真だったら、窓ガラスが割られていても喜ぶだろう。

　続いてやってきたのは、平松の家。初めて来たな。

　外観は普ふ通つうの一いつ軒けん家や。喧けん騒そうを避けたいい立地だ。

　二階にあるベランダに上がり、セラが戸を開け、カーテンをそっとめくる。

　中は、質素だった。整理整せい頓とんが行き届いている、セラの部屋に近いかな。空気がもう澄すみ切っている感じがする。

　来客があったら、俺だってこのくらいは部屋を綺き麗れいにするが、普ふ段だんからこのレベルを保っているのだろう。平松らしいな。

「こいつは何を欲しがってた訳？」

　もぞもぞとハルナが袋を漁る。

「一番興味を示してたのは――クッションだったな」

　すーすーと寝ね息いきを立てて寝ている平松の、普段は見ることが出来ない乱れた髪かみに、俺はふっと微笑ほほえんだ。

　ネネさんのプレゼント用に選んだ硬かたい枕と抱だき枕風の、ぶっさいくな顔をした犬のクッション。

『このクッション　歩に似てる』

「ええ。そっくりですね」

「気持ち悪いときのアユムだな」

　そんな、誰の目から見てもそっくりなのっ？　どうかしてるぜっ！

　ぶっさいくな犬のクッションを枕元に置くと、平松は寝ね返がえりを打ち、ぎゅっとクッションを抱きしめる。

「……う～ん……相川く～ん……」

　甘えた声に、俺はどきっとした。柔やわらかそうな唇くちびる。パジャマからうっすらと覗く白い肌はだ。消灯して暗がりで見ているというこの状況もあってか、とても悩なやましげに思える。

「うなされてますね」

　噓うそんっ！　絶対違うって！

「可か哀わい想そうに。あたしの夢に出てきたときのアユムは右半身が青くて、左半身が真っ赤だった。しかも頭が透とう明めいで超ちよう気持ち悪いの」

　誰がキカイダーやねん。まあ、確かにあのカラーリングは改造してない人間だと気持ち悪いかもしれないけども。

「……あ、あれ？　相川……くん？」

　うっすらと目を開けた平松は意識がはっきりしていない様子で、体がふらふらと揺ゆれている。そして――急に俺に抱きついてきた。

「うわーい……相川くん……来てくれたんだぁ」

　甘い声色で、平松はのんびりとそう言いながらぎゅっと力を込めると、そのまま動かなくなった。

　寝ぼけていたのか。ちょっと役得――やげしっ！

　ヒザの裏を誰かに蹴けられた。くそ、今度こそセラか？

『変な顔をしていたので　つい　ごめんなさい』

　……まあ、ユーなら怒おこれないわ。うん。謝ってるし。うんうん。

　平松を起こさないようにそっと手を離はなし、横たわらせる。

　まさか、寝ぼけているときの平松がこんなに大だい胆たんだなんて。わからんもんだな。

　またいつ起きるかわかったもんじゃないので、俺たちは早々に立ち去ることにした。

「……うん……あれ？　今相川くんが……」

　ベランダの戸を閉めることも出来ず、外へと飛び出す。

　タイミングは、ギリギリセーフだっただろう。

「んじゃ、次ユキノリん家なっ！」

　ついでに、アンダーソン君のところにも行っとくか。ネネさんを紹介してくれたのはアンダーソン君だからな。

「ハルナ、近くにアンダーソン君の家があるから、そっちに寄ってくれないか？」

「誰それ？　マトリックスの人？」

「何度か会ってるだろ。ほら、裁判のときとか陪ばい審しん員いんにいたし」

『私の知り合い』

　ユーの無表情な顔をマジマジと見つめて、「ふーん」と頷うなずいたハルナは、満面の笑みを見せる。

「んじゃ、次そこなっ！」

「やけにあっさりＯＫしたな」

「クリスマスってのは無礼講だから！」

　無礼講って、ただひたすら寛かん容ようになることじゃなかったような気がするんだけどな。

　アンダーソン君の家はマンションの一室。どうやら、以前の俺や友紀、ネネさんと同じく一人暮らしのようだ。

　部屋へ足を踏み入れる。

　中はまるで昨日今日引ひっ越こししてきたばかりのように段ボールで一いつ杯ぱいだった。

　テレビなどの家電も見あたらない。

　本当にここで生活しているのかと疑うほどの空間だ。

　玄げん関かんのところにある靴くつ箱ばこには、バスケットシューズが所ところ狭せましと置いてある。唯ゆい一いつの趣しゆ味みがこのバスケットシューズ集めなのだろうか。

　アンダーソン君の寝ね顔がおは、まるで英国紳しん士しの王子様。整った顔立ちは優ゆう雅がで気品に溢あふれている。

「……アーハン？　……イェア……エアーをリードしろこのカス」

　寝ね言ごとが英語だーっ！　しかも超ちようご立腹だーっ！　普段は優しいのに、夢の中ではえらい毒を吐いているな。

　アンダーソン君は冥めい界かい人。当然と言えば当然なのかもしれないな。

　ちらりとタンスを見ると、そこには額がく縁ぶちが飾かざってある。額縁の中にあるのは――

　珠しゆ算ざん八段の賞状。

　思った以上に日本人っ！　どんだけそろばん得意やねん！

　イケメンで女子受けのいいアンダーソン君だが、布団の中には一人だけ。まあ、ここで女の子と二人で寝てたりしたらそれはそれでかなり居い心地ごこちが悪い訳だが。

　っていうか――

　真まっ裸ぱだか！　アンダーソン君は寝るとき裸なのかっ！　その彫ちよう刻こくのような美しい肉体美に、思わずキュンってなる。

「ら、裸王っ！」

　ハルナは耳まで真っ赤にして、両手で顔を隠かくす。

「格好良く言うな」

「で、こいつには何をやんの？」

　俺は両手で顔を隠したままのハルナに返事をする代わりに、バスケットシューズを枕まくら元もとに置いた。

　そのとき、アンダーソン君は寝返りを打ち、布団がはらりとめくれる。

「ぎゃああああっ！　変態だーっ！　このエロッセンシャルボディソープがっ！」

　めっちゃええ体してるなー。

　やっぱり、帰宅部の俺とは大おお違ちがいだ。細マッチョって奴やつかな。

　めっちゃええ体してるなー。

　うん。腹筋割れてる。

　めっちゃええ体してるなー。

「う、うーん。のわっ！　ゆ、ユークリウッドと――相川たちか」

　目を覚ましたアンダーソン君。恥はずかしいところを隠すことなく、立ち上がる。

『こんばんわ』

　裸に動じない無表情のユーに、アンダーソン君は満面の笑みを浮うかべる。女の子をキャーキャー沸わかせる甘いマスク。

　その顔面に、ハルナのヒザがめり込んだ。

　そして、倒たおれる。めっちゃ良い体。

「裸ら王おう、あんたも正しく……変ト態モだった」

　今、変態と書いてトモと呼んだな。誰の友達だと言いたい訳？

　あ、俺か――――――っ！

「こんなところに、いつまでもいてられませんね」

「んじゃ、次いこう！」

　次は――友紀のところか。

「吸血忍にん者じやだけが住んでるマンションだよな？　潜せん入にゆうは難しそうだ」

「ええ、正面から入れば――竹たけ槍やりに刺さされて死にますし、庭は地じ雷らい原になってますね」

　それはやっかいだな。

「よし！　じゃあ、地雷原を踏ふんでいこう」

「どうやって？」

　素そ朴ぼくな疑問を投げかけた俺の顔を見たハルナとセラは、ふふっとイタズラな笑みを零こぼしていた。

　そしてやってきた友紀の住むマンション。

　地雷原には俺が入って、正にトナカイとしてサンタの乗り物になったわけだ。

　トナカイの衣装を犠ぎ牲せいに、友紀の部屋へ。

　ノースリーブと半ズボン状態になったトナカイは、体を抱きしめて寒さに震ふるえているってのに、誰も気にかけてくれない。

　いや――

『これ』ユーが赤いマフラーを渡わたしてくれた。

　十二月の寒空の下、首に巻いたユーのマフラーがくれたぬくもりは、プライスレス過ぎてほっこりした。

「ありがとう。ユー」

『クリスマス　プレゼント』

　こ、これは――手編みじゃないか。俺はマフラーを口元にやり、喜びを嚙かみしめていた。

　友紀の部屋はマンション一階の一番奥。

　中は元げん気き一いつ杯ぱいな友紀とは裏腹に、綺き麗れいに片付いた部屋。

　プロレスのポスターや、野球道具一式、テニス道具一式から、剣けん道どうの防具まで色んなモノがある。

「ユキノリにはまあ、これしかないよな」

　ハルナはサッカーボールを枕元に置く。

「う～ん。むにゃむにゃ……石原軍団には入りません。すいません」

『うなされてる』

　なんでこの子石原軍団に勧かん誘ゆうされている夢を見てるんだろう。

　サッカーボールに手を伸のばした友紀は、目を覚ますことなくそれを抱き抱かかえ、優しい笑みを浮かべる。

「むにゃむにゃ……森もり崎さき君だから取れないー」

「見ている夢が、変わったみたいですね」

　森崎君『だから』ってなんだよ！　『やっぱりダメだったか』みたいな言い方やめてあげて！　森崎君は頑がん張ばってるよ！　名ゴールキーパーだよっ！

「これで全部か？」

　友紀のベッドに腰こし掛かけたハルナがあくび混じりに聞いてきた。

「あとは――まあサラス」

　と、俺は人差し指を上に向ける。サラスの家は、このマンションにある。ここは吸血忍者の住む場所だからな。

「ならば、さっさと渡しにいきましょう」

　とセラが侵しん入にゆうしてきたベランダの戸に手を掛かける。

『ネグレリアにも』

　ユーがメモをセラに見せていた。

　そうだな。ネネさん用に枕まくらも用意したし。

「あいつん家遠いんだよなー」

　ベッドに座り込んで、足をバタバタさせているハルナ。友紀が起きても全然気にしないといった感じだ。

　ゾンビや吸血忍者と違ちがって、彼女は魔装『少女』だ。夜も更ふけているし、眠ねむたいのだろう。目を擦こすっていた。

「なんなら、俺だけで行ってくるが？」

　と提案するが、ハルナはベッドから跳とび上がり、いつもの生意気な笑みを浮かべる。

「……サンタだって世界中飛び回ってるんだから、あたしだって頑張る！」

「そうですね。負けてられませんものね」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめたハルナをセラは慈じ愛あいに満ちた瞳ひとみで見つめる。俺にもそういう目を向けて欲しい。

　とりあえず、サラスの部屋へと向かう。

　高級感漂ただよう、エレガントな部屋。仕事が忙いそがしいのだろうか、あまり使い古した様子ではなく、埃ほこり一つない新居のような部屋だった。なんというか、サラスらしいよ。

　だがその一角に、妙みような空間があった。

　クローゼットに隠れた部屋の隅すみに、まるでひな壇だんのようなものがあり、様々なぬいぐるみが置いてあった。そのぬいぐるみのチョイスは、三原と同じものばかり。

　そうか――サラスがぬいぐるみ専門店に詳くわしかったのは、よく通っているからで、三原がその場所を当てたのは、趣味が同じだったから。

　それを知られたくなかったから、あのときのサラスは態度がおかしかったんだな。

　あいつら、馬が合わない感じに見えて、結構趣味合うんじゃねえか。

　俺がぷっと笑い出したので、セラが不ふ審しんそうな顔を見せた。

「どうかしましたか？　気持ち悪さが六割増しになってますが？」

「気にするな。ただの思い出し笑いだ」

　ベッドには、サラスの姿はなかった。

「あれ？　寝ねてないじゃん。さては良い子じゃないなっ！」

「仕事でしょう。吸血忍者に、クリスマスは関係ないですから」

「友紀は石原軍団に勧誘されるぐらいの、深い眠りに落ちていたけどな」

「今度こそ、これだな！」

　もはやほとんど中身がなくなった白い袋ふくろの中から、ニワトリのぬいぐるみを取り出す。

　サラスはニワトリのぬいぐるみを欲しがっている様子だった。なるほど、このぬいぐるみの数を考えれば、わからないこともない。

　だけど、どうしてニワトリなんだろう。

　その謎なぞは、すぐに解明された。

　ひな壇の最上部に、三匹びきの動物が積み上げられている。

　ロバ。犬。猫ねこ。

　これは、ブレーメンの音楽隊だ。サラスはこの上にニワトリを置いて、ブレーメンを完成させたかったんだろう。

　なんというか、似合わない。

「ハルナ、ニワトリを貸してくれ」

「ほえ？　プレゼントは枕元におくもんじゃないのか？」

　怪け訝げんな表情を浮かべるハルナからニワトリのぬいぐるみを受け取った俺は――

「ああ、こいつは――ここでいいんだ」

　猫の上に置いた。







　最後のプレゼントを持って江こう東とう区くくんだりまで走ってきた俺たち。

　もう深夜を回っていたので、電車もないし、結構な距きよ離りだったが、吸血忍者やゾンビに掛かれば、一時間と掛からない距離だ。

　まあ、すんごい疲つかれたけど。

　窓から入ろうとしたが、ラックやらタンスやらでごちゃごちゃしているせいか、入れなかったので、玄げん関かんから入ることに。

「寝てる？」

「ああ、いつも通り寝てる」

「あー、疲れた。――あたしも寝るっ！」

　ハルナはここまで俺がおぶって来たのだが、さっきまでテンションを高く保っていた反動なのか、部屋の中に入るや否や、慣れた手つきで布団を敷しきだした。

　まあ、ハルナもここに泊とまっていたんだからな。

　見れば、俺のカバンが置きっぱなしだった。あ、そう言えばお泊まりセットをほったらかしにしたままだったわ。

　ちょうどいい。ボロボロになったトナカイ衣装から私服に着き替がえよう。

　もぞもぞと着替えをしていると――

「ふわあ……」

　ネネさんがいつものようにいきなり覚かく醒せいした。

「あれ？　君誰だれだっけ？」

「噓うそんっ！　あんなに一いつ緒しよだったのに！」

「あはは、冗じよう談だんだよ冗談。キンキン」

　ケラケラと笑うと、見事なまでのおっぱいが揺ゆれる。

「愛川欽きん也やの段階まで戻もどってやがる」

「で、こんな夜よ更ふけにどうしたの？」

　その問いに、ユーが一歩前に出る。

『クリスマスプレゼントを　配りに来た』

「あはは、サンタさんってこと？　ユークリウッドもそういう冗談するようになったんだねぇ」

　うんうん。と頷うなずく度にふるふるとおっぱいが揺れている。

　柔やわらか～いのが見て取れるな。

「あなたには、これを差し上げましょう」

　セラが袋から出したのは、枕だった。これで、サンタとしての業務も終しゆう了りようだな。

「はい。ありがとうね」

「さて、どうしましょうか。ハルナは寝てしまいましたし――夜食でも」

「前後のつながりがなさ過ぎるだろ！　どんだけ料理をしたいんだお前はっ！」

　ミニスカサンタの悩なやましげな衣装の上からエプロンを装着するセラを、俺は必死に止めた。

『ここで　クリスマスパーティをやり直す』＝『そうだ！　パーティやろうよ！』

「ふむ。それも良いですね。――では、夜食でも」

「だったら、コンビニでケーキ買ってくるわ」

「ケーキの一つや二つ、私が作ります。材料は――」

　セラはちらりと、畳たたみに視線を落とす。

「ありますし」

「ねえよっ！　イグサケーキは絶対食べねえよっ！　畳を食材として見たことがないよ！」

「すみませんが、あまり大きな声を出さないで下さい。歩アレルギーなので、不快です」

　存在から合わないって言われたような気がした。

『お茶を』

「こっちはすでにくつろぎモードか」

「はっ！」ハルナが突とつ然ぜん、がばっと起き上がった。アホ毛がピーンと張はり詰つめて、目が半開きの状態で――

「なんだ、バイストン・ウェルか」

「お前は夢の中でどこに召しよう喚かんされてるねん」

　ハルナは答えることもなく、バタンと横になる。まるでネネさんの突とつ然ぜん寝ねる癖くせが移ったようだ。よっぽど疲れてたんだろうな。

　トントン。

『歩　お茶を』

「はいはい、今淹いれますよっと――」

「あっはははっ！　なるほどねぇ」

　ばんばん。と魅み力りよく的な太ももを叩たたいて笑うネネさんに、俺は困こん惑わくした。

「なるほど？　何が？」

「相川君は、色んな友達を連れてここに来たけど――その中でも、やっぱりそのメンツの時が一番楽しそうだよ」

「そうっすかあ？　怒おこってばかりな気がしますけどね」

「そう、一番感情の起き伏ふくが激しい。それが証しよう拠こだよ。――ほら、ある程度の信しん頼らい関係が築けていないと、酷ひどいことも言えないし、喧けん嘩かも本気で出来ないじゃない？　空気が悪くなるからさ。そんなことをしても大だい丈じよう夫ぶだって確信が――信頼がないと、そんなに気持ちをぶつけたり出来ない」

　俺とセラが顔を見合わせる。そして、互たがいを指さして――

「「いえ、最初からこんな対応です」」

　するとネネさんはまた大きく笑った。

　だが――まあ、そうなのかもしれない。

　織戸や平松とは幼い頃ころから知り合ってるし、友紀だってずっと隣となりのクラスにいて、体育では一緒に行動したことも何度かあっただろう。でも、俺はそこまで仲良くなれてなかったし、そんなにキツイ言葉をかけることもなかった。

　……いや、織戸にはあったかな。

　でも今は――こいつらと出会ってから、俺は自分の意見をぶつけるようになった。

　そして、それが楽しいと感じている。

　人と接する楽しさを教えてくれたのは、ユーだった。

　人とぶつかる楽しさを教えてくれたのは――

　俺はちらりとハルナの寝ね顔がおを見る。寝ているときでも生意気な表情。どうせ、夢の中でも傍ぼう若じやく無ぶ人じんに暴れまくっているのだろう。

　俺は、ハルナに恩を返したいと思っている。

　こいつに、借りを作ったままにはしてられない。――面めん倒どう臭くさいからな。

「ネネさん」

「ん？」

「もう一度、クリスと話をしたい」

「それは、今すぐに？」

　今すぐ――ああ、そうだな。ハルナへのクリスマスプレゼントは、クリスがハルナから奪うばった魔ま力りよくだ。今すぐにでも、取り返す。

「はい。今すぐにでも」

　俺は決心した。そりゃあもう好青年のイカした表情をしていただろうよ。

　そんな俺の表情を見たネネさんは――

「くか～」見てないしっ！

「寝んなーっ！」

　俺は条件反射のように、ネネさんの肩かたを強く揺さぶった。

　ネネさんにも、感情をぶつけられる。

　そう……俺は彼女を信頼しているからだ。







　ハルナが次に目を覚ましたとき、そのときがクリスマスパーティだ。

　だから、今はハルナを起こさないで欲しい。

　あと、セラは『コンビニの』ケーキを用意してくれ。とユーたちに告げて、俺はネネさんと二人で、外に出た。

　ネネさんが電話でクリスを飲みに誘さそった場所が、おでんの屋台だそうだ。

　そう言えば、前にもクリスはおでんの屋台にいたな。あれは、合コンで京子を追っていたときか。

　おでんの屋台を前に、ネネさんは俺の肩をポンと叩く。

「じゃ、ここから先は相川君が一人で解決すること。――私は戻るね」

「はい。色々とありがとうございました」

「あー、そうだ。私からクリスマスプレゼント」

　そう言いながら、ネネさんは俺の首に両手を回し、目を閉じた。

　え？　何コレ？　目の前にあるのは、柔らかな唇くちびる。少し視線を落とせば、生なま唾つばモノのおっぱい。

　この状じよう況きよう――キス？　していいってこと？

「ネネさん。さすがにそれは――ちょっと……その」

　俺がネネさんの両りよう肩かたに手を置いて、引ひき離はなそうとしたぐらいで――

「はい、終わり」

　どうやらボーナスタイムは終わったようだ。残念な気持ちとほっとした気持ちが入り交じった溜ため息いきを吐つく。

「あれあれ～。相川君、キスしたくなっちゃった？」

「いや、そんな訳じゃないですけど」

「まあ、これで、最悪戦せん闘とうになったとして、異次元に飛ばされることはないと思うよ」

「え？」

「このマフラーに、私の能力を付加させた」

「あ、クリスマスプレゼントってそういうことか」

「なんか、エッチなのを期待してた？」

「いえ。――助かります」

「私の能力は、全ての能力と魔力効果の無効化。このマフラーをしている限り、いかなる魔ま法ほうも効かない」

「それはすげえな。あ！　もしかしてユーのガントレットは」

「そうそう。私があげたの。Ｓ級メガロと呼ばれる所以ゆえんは、魔力効果を消してしまう――つまり、魔法や特とく殊しゆ能力が一切効かないから。こっちから触さわるだけで魔装少女の変身を解くこともできるよん」

　触るだけで変身を解く。なるほど、『魔装少女が何人いても勝てない』訳だ。

「そのマフラーは、ユークリウッドのガントレットよりも強力なアイテムだよ。それこそ、私の能力とほぼ同等――その代わり、相川君の能力も無効化されるから気を付けて？」

「俺の能力ってどれになるんですかね？」

「さすがに、君の死なない体をどうこうできるほどの力を私は持たないけど、魔力によって成り立っている力――驚きよう異い的な自然治ち癒ゆ能力は発動しないと思って」

　あ、あれって魔力が関係してたんだ。

　それは困るな。俺の身体能力限界突破は、体が再生することが前提条件で、全力で攻こう撃げきすれば、骨が砕くだけるどころか腕うでが引きちぎれて飛んでいく。

　防ぼう御ぎよ力がなくなると同時に、攻撃力もなくなってしまう。

　だが、俺はクリスの弱点を知っている。脇わきをこちょこちょするのに、力はいらない。

「分かりました。戦闘にならなければ、いいんですが……」

「……拳こぶしで語るって手段もあるんだよ。男の子って、そういうもんでしょ？　ただし、喧嘩をしても絶対仲直りすること。お姉さんとの約束ね」

　そう言って、ネネさんは微笑ほほえんで、歩き出す。

　俺は一人、のれんをくぐっておでん屋さんの屋台に顔を覗のぞかせる。

　客は一人。小学生ぐらいにも見える小さな女の子が、頰ほおを赤らめておでんを楽しんでいた。

「あれあれ？　お兄ちゃん？」

　白ゴスロリの衣装に身を包んだ、可愛らしい女の子。

「クリス。もう一度、あんたと話がしたかった」

「はあ、まんまとネグレリアに騙だまされたってことだね。あの牛め――」

　そう言いながら、クリスは立ち上がる。

「おっ、今日はもう終しまいですかい？」

　頭にねじりハチマキをしたおでん屋の大将が、ニヤニヤ顔をクリスに向ける。

「今日はクリスマスだよ？　これからデートなの」

　クリスは俺の腕に、その細い腕を絡からませ、おでん屋を後にした。

　二人でやってきたのは、公園。あのカモシカのメガロと戦った、小さな公園だった。

　クリスはブランコに乗り、ゆっくりと漕こぎ出す。

「で、何の話？」

「ハルナの魔力を、返して欲しい」

「まあ、それだろうね。それだけ？」

「俺は、ずっとハルナの魔力を取とり戻もどすことだけ考えていた」

「そうだねー。大好きなんだよねー。でも、そんなの、くりすには関係ないし、何にも得なことがないからダメー」

　俺は真しん剣けんな目で、虚きよ偽ぎでも何でもなく、本心から告げる。

「その代わり……お前の呪のろいって奴やつを、俺がなんとかしてやる。だから、ハルナの魔力を返してやってくれ」

　クリスは驚おどろきの表情を浮うかべた。

「ふーん。それが相川の譲じよう歩ほなんだ」

「そうだ。お前の事は俺がなんとかしてやるから、ハルナをなんとかしてやってくれ」

「どうやって？」

「その方法も、見つけてみせる」

「……方法は、一つしかないよ。女王に呪いを解かせる。女王を倒たおせば呪いが解けるって説もあるけど、誰だれも倒したことないからねー」

「じゃあ、俺が最初の男になってやる」

　クリスは目をパチクリさせたあと、ニヤリと笑う。

「じゃあ、ゲームしよっか。――くりすに勝てたら、信じてあげてもいいよ」

　結局――結局その方向にいく。

　魔装少女とはいつもこうだ。

　戦うことでしか――解決策はない。

　いや、戦うことが、魔装少女の話し合いなのだ。

　ブランコから飛び降り、くるりと振ふり返かえる。そして、振り向きざまに右手を俺へ向けた。

　空気の塊かたまりがブランコを囲む鉄てつ柵さくをへし折り、地面を削けずり、俺を通り抜けていった。

「あれ？」と声を上げたのは俺の方だった。

　後方では、ブロック塀べいが破は壊かいされている。

　マフラーのおかげか。

「余よ所そ見みしてて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　その声は、耳元で聞こえた。

　しまった。クリス相手に目を逸そらすなんて――

　クリスは魔法で牽けん制せいしつつ、距きよ離りを詰つめていたのだ。

　小さな手がまるで刀のように俺の二にの腕うでを切きり裂さく。赤い鮮せん血けつが、公園の砂だらけの地面に落ちた。

「よく躱かわしたね～。今腕一本貰もらうつもりだったのに。褒ほめてあげよっか？」

「そりゃどうも。そんなことより、俺は戦うつもりはないんだ」

　足が震ふるえている。

　クリスの攻撃は腕を狙ねらったもの。今いま更さら恐きよう怖ふがある訳じゃない。

　ちょっと人間の限界を超こえた回かい避ひ行動を取ろうと足あし腰こしに力を入れすぎて、筋肉繊せん維いがズタズタになっただけだ。

　――参ったな。つい筋力強化が癖くせになってやがる。

　五指をぐわっと開いたクリスの手が、俺の顔にかざされる。

　豪ごう風ふうが吹ふき荒あれ、髪かみの毛けが広がった。息をすることも出来ないほどの、空気の塊かたまりをぶつけられたんだ。

「あれ？　今の結構強めに撃うったんだけど――頭ず蓋がい骨こつが変形しないなぁ。何かした？」

「謎なぞを解くのもゲームの内だろ？」

　満足げに笑ったクリスの体がぶれる。

　あれ？　なんだこれ。視界が――

　俺の振るった拳が、クリスのアゴを擦こする。

「はわっ！　びっくりした！」

　びっくりしたのは俺だ。もう少しで攻撃が当たりそうだった。正直、一発も当てる自信がなかったんだ。魔装少女に変身してもいないのに。

　少女の細い足が、高速で放たれた。

　あーもう！　びっくりしている余よ裕ゆうはないんだったわ。体を縮め、両手で受け止める。

　だが、いとも簡単に吹き飛ばされる。

　ビリビリと痺しびれる左ひだり腕うで。

　だけど、まだ動く。インパクトの瞬間に飛とび退のいたおかげでダメージが少しだけで済んだようだ。

　まあ、腕の骨にヒビは入ってるだろうけど。

　やはり、防御にも筋力強化が必要か。

　なんとかクリスの動きを止めなければ、話も出来ない。

　クリスが今の姿を保っているのは、魔ま力りよく吸引機であるペンダントと、魔力を制せい御ぎよするという指輪を奪うばったからだ。

　そのどちらかを俺が奪うか、あるいは脇わき腹ばらをくすぐるか。

　それが俺の勝利条件だ。

　しかし、ペンダントは服の下だろうし、拳こぶしを握にぎられたら指輪なんか奪えない。

　つまり、クリスに体を壊こわされるのが先か、筋力強化に体が耐たえられなくなるのが先か、脇腹をくすぐるのが先か――俺にとっては、そんなゲームだろう。

「クリス。聞いてくれ。俺は――」

「炎ほのおでいってみよっかっ！」

　声が耳に届いてない様子。白い長なが袖そでが、一いつ瞬しゆんで炎に包まれる。

　ゾンビは光とか炎が弱点で、攻こう撃げきを受けると水を得たアンパンマンのようにへなへなになってしまう。

　炎に包まれたクリスの細い右みぎ腕うで。大地をぐっと踏ふみしめて、飛びかかってくる。

　そのとき――また視界がおかしくなった。

　見える！

　集中線が、動きが見える！

　そうか――これは、すでに『知っている』動き。

　ネネさんの漫まん画がの中で、すでに『知っている』動きだ。

　俺はネネさんの原げん稿こうを手伝っている内に、クリスの動きを予習していた。

　もしかしたら、ネネさんがそうなるように仕向けていたのかもしれない。

　――いける。

　いや、――いけるかもしれない！

　一筋の希望に、思わず顔がにやけた。

　二〇〇％っ！

　クリスの攻撃を受け止める。

　ミシッと嫌いやな音が、全身からした。

　炎がマフラーに触ふれると、ロウソクの火を吹き消したように、ふっと消失する。

「もう！　さっきから変なの～」

　ぷう～。頰ほおを膨ふくらませて不快感を表したクリスは、立て続けに攻撃を仕し掛かけてくる。

　その全てを、受け流す。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　魔ま法ほうがなければ、体術なら、負けてない。

　だが、どうする？

　このままじゃジリ貧だ。

　ただ死なないだけの普ふ通つうのゾンビじゃ、いつかやられてしまう。

　先ほど攻撃を受けたせいか、左腕がぷるぷる震えてきた。

　すでに限界だ。

　痛みがあったら、ショック死してるかもしれないな。

　クリスの手刀が首を襲おそう。

　俺はそれを、下から払はらいあげる。

　そのとき、右みぎ膝ひざを踏みつぶされた。体勢が崩くずれたところに、左足を払われる。

　機動力を――奪われた。

　くそったれ――動きを変えてきやがった。

　何か、何か策はないのか？

　あと一息なんだ。

　なんとか脇腹をこちょこちょして、もう一度話し合いを出来る状態に持って行かなくてはならない。

　そうだ、あれだ。あれがある。

　空間停止。そして――マフラー。

　ユーから貰ったマフラーが風になびくので、俺は距離を保ちつつマフラーの端はしを摑つかむ。ネネさんがユーのガントレットのように、魔法や能力を無効化する力をくれたマフラー。

　これを攻撃に使えないだろうか？

　ネネさんは、触さわるだけで魔装少女の変身を解くことが出来ると言っていた。

　何らかの効果が生まれるかもしれない。

　俺はマフラーを拳から腕うでまでグルグルと巻き付ける。

「あれあれ？　拳が握れなくなったかな？」

　骨が砕くだけて再生もままならない状態の足。もう少しだけ動いてくれればいい。

　あとでいくらでも再生してやる。

　だから――あと一回だけ持ちこたえてくれ！

「さあて、もう一回行こっかぁ？」

　腕を振ふり回して、笑顔のまま飛びかかってくるクリス。

　三○○％っ！

　ゾンビの力を発揮し、クリスの背後を取る。

　クリスは驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　ああ、そうだろう。お前は知らないよな。

　俺が――強くなっていることを。

　円の動きを意識して、まるで格かく闘とうゲームのコマンドを入力しているような動き。

　その隙すきを作るためだけに、背後を取ったんだ。

　振り向むくクリス……だが、もう遅おそい。

　空間――停止。

「はわっ！」クリスの驚おどろきの声。

　ピタリと、剝はく製せいの如ごとく動きを止めたクリス。

　今だ。

　ここなら確実に俺の拳が――

　クリスの手に摑まれた。

「まさかお兄ちゃんがサルベリア流暗殺格闘術を会得しているとは思わなかったなー」

　あの空間停止、そんな名前なんだ。

　いや、そんなことより――

「動けるのか？」

「右手一本だけだけどねー。一〇〇年前にネグレリアとやりあったとき、これでボコボコにされたから対策は練ってたんだぁ」

　クリスが微笑ほほえむ。可愛らしい、子供の笑顔。

　動きを知っていたのは、俺だけじゃなかったようだ。

「相川とくりすじゃあ、地じ力りきが違ちがいすぎるんだよ。そんなんでくりすを助けてくれるなんて自うぬ惚ぼれが――」

　クリスは俺の手を、マフラーが巻いてある俺の手を取っていた。

　すると、クリスの指にはめられていた指輪が、淡あわい光を放つ。その指輪は悪あく魔ま男だん爵しやくが作った、魔ま力りよくを調整するモノ。

　恐おそらくマフラーを摑んだことで、その効力が切れた。

　つまり――

「あ、ああ……まさかそのマフラー……だから、魔法が効かなかった」

　謎なぞが全て解けたと、クリスは目を見開いた。

「そうだ。ネネさんの能力が付加されている」

　見る見るうちに、クリスの白いロリ衣装が消えて、体が大きくなっていく。脂し肪ぼうの少ない少女の体が、中肉中背のおっさんの体に。

「いやだ――くりすは……俺は……戻もどりたくない」

　クリスが纏まとっていた魔装少女の魔力はハルナのモノ。それを制せい御ぎよしていたのはあの指輪だった。

　それが効力を失い、魔装少女の姿を保てなくなったのだ。

「もう、諦あきらめてくれよ」

　立ってられないほどに、足ががくがくしている。……無理もない。人間の体は三○％ぐらいにしか耐たえられないんだ。それを無理して三〇〇％まで酷こく使ししたのだから、筋肉繊せん維いや骨がボロボロになっている。

「相川ああああっ！」



















　もはや産毛に覆おおわれ、かさかさになったクリスの拳こぶしが、俺の頰を抉えぐる。

　それは、魔装少女のバケモノじみた攻こう撃げきではなく、ただのおっさんの拳だった。

　嘆なげきと怒いかりが入り交じった、男の拳。

　クリスの服装は、もうトレーナーにチノパンという、個性の欠片かけらもないものへ変わっていた。

　それは、俺の担任教師だった男、栗須猛たけしの姿だったのだ。

「久しぶりっすね、先生」

　もう一発、俺の頰に拳が入る。

　痛い。

　痛みを感じないゾンビだが、その一いち撃げきは、重く、悲しさが詰つまっていた。

　胸に響ひびく、男の拳。

　心が痛くない、訳がない。

「よくも！　よくもお前はっ！　くそっ！　また――あの生活に戻れと言うのかっ！」

「その姿は、栗須猛としての生活は、そんなにいやなのかよっ！」

　俺は殴なぐり返す。潰つぶれた拳をマフラーで維い持じして。

「お前にわかるかっ！　個性を奪うばわれ、力を奪われた俺の気持ちが！」

　脳を揺ゆさぶる、本気の一撃。

「俺にはわからねえよっ！　でもあんたはわかるはずだろっ！　魔力を奪われたハルナの気持ちをっ！」

　お返しに、アゴを揺さぶる。

　もう体がズタズタで、筋力なんか強化出来ない。

　ゾンビではなく、高校生としての、相川歩としての、拳。

　魔装少女ではなく、中年男性としての、栗須猛としての、拳。

　その二つが、互たがいの顔面に放たれる。

「何十年この姿のままだと思ってるんだっ！」

「たまに戻れてたろうが！」

「階段を上れば息切れする！　人の名前が思い出せない！　すぐに腰こしが痛む！　足がつる！　魔装少女にそれがどれだけの苦痛かっ！　どれだけ惨みじめかっ！　お前にわかるか！」

「わかんねえよっ！　だから教えろよっ！　俺だって教えてやる！」

「何をだっ！」

「平松ってな！　あんなに大人しいのに、寝てるときは大だい胆たんだったりするんだ！　アンダーソン君は優しい癖くせに寝言は毒どく舌ぜつだったりするんだ！　三原はああ見えて、本当は少女趣しゆ味みを持ってる！　サラスだってそうだ！　友紀はアホだけど、料理が上手くなっている！　織戸は気持ち悪いけど、優しい奴やつなんだ！　知ってるか？」

「それがなんだ！　そんな個性的な奴らに俺の何が分かる！」




「そいつらが、待ってんだよ！　お前をっ！　栗須先生をっ！　それを分かれよっ！」




　腕うでと腕が絡からみ、俺と栗須の拳が、互いの頰ほおに入る。

　そして、衝しよう撃げきに倒たおれる。

　今のは――効いたな～。

　もう、動けねえわ。

　頭がくらくらしやがる。

　寝ね返がえりを打って仰あお向むけになった俺は、もう手も足も全く動かない状態だった。

　公園の砂まみれの地面へ、大の字になる。

「俺はな、いや俺たちはな、担任教師の、そういうどうしようもない、おっさんだった頃ころの栗須先生が好きなんだよ。だから――ネネさんに言って、もう一回設けてもらったんだ。最強の魔装少女クリスを倒す場じゃなく、一年Ｃ組担任の栗須先生を救う機会を」

「相川……」

「俺だけじゃない。平松や織戸も、みんな栗須先生を好きだったさ。個性があるとかないとか、そんなの知らないし、分からない。それでも、みんな好きだったんだよ」

　栗須先生は、涙なみだを流していた。

　涙もろいのは、おっさんの証あかしだった。

「人は皆みんな、色んな顔を持ってる。だから面白いと思わねえか？　無個性なおっさんが、実は誰よりも強い酒飲みの少女。そんな二面性を持ってるだけで、十分……先生には個性があるさ」

「わからんなぁ。全くもってわからんなぁ。相川……もっと国語とか勉強しろ」

「それはそれは、すいませんね。でもな。どうしても言いたかったんだ。お前が嫌きらいだって奴は一人もいなかった。――お前は、そんな自分の生徒を、あいつらを失ってまでも、復ふく讐しゆうとやらがしたいのかよ？」

　言いたいことを全部ぶつけきった俺は、そのまま無言で夜空を見上げていた。

　栗須先生も、同じだった。

　そして、決意を込めた、おっさんの声で呟つぶやいた。

「……復帰したら、課題を沢たく山さん出してやるからな」

「最高のクリスマスプレゼントだ。――ありがとう。栗須先生」

　そのまま、俺たちはまぶたを下ろした。

　夜に強いゾンビでも、疲つかれれば眠ねむくなる。

　ゾンビってのは光、炎ほのお、疲れ、眠ねむ気け――あと、涙にも弱いんだ。




























　二十五日。クリスマス。

　クリスはハルナに魔ま力りよくを返してくれることを確約してくれた。

　果たして、言う通りにしてくれるのかはクリスを信じるしかない。

　ちゃんとクリスマスプレゼントになってるのか、甚はなはだ心配であるが、あの様子だったら大だい丈じよう夫ぶだと思う。

　栗くり須す猛たけしって男は、いい加減で個性こそなかったが、誠実だった。

　もうすぐ大おお晦日みそか。俺は居間でこたつに入り、ミカンの皮をむきむきしていた。

　隣となりには、湯飲みを傾かたむけるユー。いつも通りの無表情だった彼女が、ふとこちらへ体を向け、トントンと二回、こたつの机を叩たたく。

『お疲れ様さま　今　ハルナの魔力が　戻もどった』

「本当か？」

　良かった。ちゃんと約束を守ったんだな。

『私に』

「なぜユーにっ！」

　クリスが魔力を返したのは、ユーだったのだ。それは魔装少女のお茶目だったのか、せめてもの嫌いやがらせだったのか。

『ハルナには　また　私から魔力を移しておく　時間はかかるけれど』

「ってことは、俺もまた魔装少女に変身出来たりするのか？」

　ユーはこくりと頷うなずいた。そっか。何にせよ、いつもの日常が戻ってくるだろう。

　これで、クリスの問題は解決したと言っていいだろう。

「アユムアユムアユムーっ！」

　どたどたどたどた。忙せわしなく階段を降りる足音。

「なんだ？」

「寿す司しいこう！　寿司っ！」

　楽しげに笑う元げん気き一いつ杯ぱいのハルナ。昨日行ったところだろう。

　そう何度も外食してられるかよ。全く――ハルナらしいっちゃあらしいがな。

　続いて降りてくるセラの一声。

「今日は私が料理をしようと思っていましたのに」

　と溜ため息いきを吐ついた。

「行きましょう。今すぐ行きましょう。寿司に」

　立ち上がり、ユーへ手を差さし伸のべる。

　ユーは、小さく頷いた。

　誰だれ一人ひとり欠けることなく、いつまでもこの生活が続けばいい。

　それが、何よりのクリスマスプレゼントで、ハッピーエンドなんだ。

　ユーがくれたマフラーもちゃんと巻いて、あのなんでも流れてくる回転寿司へと向かう道中、携けい帯たい電でん話わが震ふるえた。

　そのとき、今日初めて携帯電話を触さわったのだが、見れば、メールが五通、届いていた。

　一つ目は、三原だ。




　件名：まさかとは思うけど。

　本文：ウチ来た？




　その短い文章が、悲ひ壮そう感を滲にじみだしていた。あの部屋を見られるのは、屈くつ辱じよくだろうな。




　返信：何な故ぜ俺がお前の家にいかなきゃなんねえんだよ。




　これでいいだろう。

　あくまで、サンタがやったこと。俺は無関係で通そう。

　二通目のメールは、友紀。




　件名：なし。

　本文：相川！　スゲ絵ことが怒おこったんだ！　サン琢郎スがオレの家に着たんだ！

　返信：漢字変へん換かんに気を付けましょう。




　三通目は織戸。




　件名：なし

　本文：最高。




　添てん付ぷファイルを開くと、そこにはサラスの水着写真の画像。セラが枕まくら元もとに置いたあれは、えらく気に入ったようだな。




　返信：死ね。




　四通目は平松から。




　件名：メリークリスマス。

　本文：昨日はありがとう。相川くんと一いつ緒しよにいられて、とても楽しかったよ。ところで、今朝起きたら、あの犬のクッションがあったのだけれど、相川くん、わざわざ持ってきてくれたの？　すごく嬉うれしかった。ありがとう。でも、私が使っちゃって良かったのかな？




　申し訳なさを表す絵文字がふんだんに使われたメールだった。




　返信：あのクッションが、勝手に平松の家にいったんだよ。変な奴やつに好かれて大変だな。




　最後は、サラスから。




　件名：ありがとう。

　本文：このメールには本文はございません。




　サラスらしい。俺はふっと頰ほおを弛ゆるめ、返事はださなかった。

　そのまま携けい帯たいを閉じようとしたら、着信が入る。

　ディスプレイを見ると、個性的な電話番号。これは――ヴィリエからだ。

「もしもし」

「あ、アユムさんですかぁ～？　お久しぶりですぅ～」

　ゆっくりおっとりとした喋しやべり口調。ハルナの担任教師、『大先生』だった。

「どうしました？」

「実はぁ、とってもと～っても大変なことが起こったんですぅ」

「と言いますと？」

「女王がぁ、アユムさんの世界にいくことになりましたぁ」

「いやいやいやいや、何をしに？　クリスはもう改心したし、脅きよう威いは去りましたよ？」

「どうもぉ、アユムさんに興味があるみたいなんですよぉ」

「なんで？」

「ミストルティンがぁ、ＡＡダブルエー級やＡＡＡトリプルエー級を次々と倒たおしてるんでぇ、アユムさんのことを報告したんです～。そうしたらぁ、思いの外ほかテンションあがっちゃって～」

「俺に会いに来るってことですか？」

「名目はぁ、最強の魔装少女、クリスを倒すってことなんですがぁ、きっとアユムさんのところにもいくでしょうねぇ～。大変ですよぉ？　機き嫌げんを損ねたらぁ、街が一つ吹ふき飛とんじゃいます」

「マジかよ」

　俺は「困ったことになった」と頭を抱かかえた。

　目を閉じて、どうしたものかと考えていたら、ポンと肩かたを叩かれる感かん触しよく。

「頑がん張ばってね」

　可愛らしい女の子の声。

　ふっと白いゴスロリの少女がすれ違ちがう。

　あの姿は――クリス？

　クリスだと思って振ふり返かえったら、そこでは無個性のおっさんと、ネネさんが笑っていた。








あとがき









　皆様、お久しぶりです。木き村むらです。

　七巻はいかがだったでしょうか？　新キャラのネネさんはどうでしたか？

　いつも新キャラを出すときはハラハラします。

　キャラ作りってのは、どうも慣れません。

　私は女性キャラクターを作るとき、過去に出会ってきた女の子を元に、可愛い部分を引き抜き、つなぎ合わせることで作っています。

　少し前に、セラのモデルである凛り々りしい女の子と、巨乳ちゃんとイケメンと連れだって、都内某所へ飲みに行きました。

「実は、セラのモデルはこいつなんだよねー」

　本人には前々から「お前をモデルに使う」と言っていたのですが、他の人間には言ってませんでした。

　すると、巨乳ちゃんがこう言ったのです。

「え？　そうなん？　全然キャラ違うくない？」

　………………なん……だと？

　まさか――いや、そんなはずはない。だが――え？　マジか……

　そんな言葉が脳内をウロウロする。そんな私に、叩きつけられる真実。

「私が冷たく当たるのは、木村にだけだから」

　やっぱりか――――――っ！　いっつもメールを無視してやっと返信があったと思ったら『死ね』だけだったり、舌打ちしたり、「あ？」って言うのは俺にだけだったんだ！

　五年以上経って一度もボディタッチできなかったことに気付くべきだったんだ！

　私は凹へこんだ。そりゃあもう、凹んだぁ……

　はい。ということで、今回の新キャラネネさんは、『母性』の強い、何でも許してくれる女性にしました。

　早速、モデルに該がい当とうしそうな女性の記憶を掘り起こす。

　………………ぶわ。涙が止まりませんでした。

　該当者、〇ゼロだったのです。

　いや、だからこそ、私はネネさんというキャラを書くことが出来ました。

　どんなことでも許してくれる、心の広い女性。

　こんな女の子、どっかにいないかなー。

　そんな願望が叶かなう場所。それがライトノベルの世界です。

　それにしても、今思えば私が出会ってきた女性はドＳばかりだったと記憶してます。

　それこそ、本当にセラが言うようなセリフを吐かれてきました。

　その中で一番強烈だったのは――

「一緒にいるところを見られたくないから、斜ななめ後うしろを歩いてくれる？」

　と、顔も見ずに言われたとき。

　噓うそ――ん。呼んだんお前や――ん。この『真後ろには立たせない』という信頼感のなさはびっくりですよね。

　ただ、それも日常的になれば、慣れていくものです。

　そんな酷ひどい体験をした私だからこそ、断言して言えることが一つあります。




　デレない女性はいない！




　諦あきらめず、敵を知り、弱点を突いていけば、きっといつかデレるときが来るんだ！

　ドＳを恐れないで！　どんな仕打ちをされても、恐れちゃいけない！

　さて、八巻ですが、また新たな女の子が出てくる予定です。

　クリスの話はその前振りで、これからが本番と言っていいかもしれませんね。

　ツンデレキャラももうお腹なか一いつ杯ぱいですし、次はどんなキャラでいこうか、試し行こう錯さく誤ごしながら完成させて行きたいと思います。

　まぁ？　当然？　七巻も刊行している私もぉ？　そろそろライトノベル業にぃ？　なれてきたぁ？　っつーの？　そんな感ずぃ？　キャラ？　作るぐらいぃ？　まぁ？　楽勝ってゆーかぁ？　簡単だすぃ？

　なんてことをドＳで有名な担当編集のＭ丘に言ってみたら、まるで戸愚呂（弟）のように――

「お前、もしかしてまだ、自分が打ち切られないとでも思ってるんじゃないかね？」

　かたかたかたかた……これほど奥歯が震ふるえたことはありません。

　怖えぇ。ドＳ怖えぇ。







　最後に謝辞を。

　こんな妙ちくりんな作品を七巻までお付き合い下さいました皆様、アニメに関わった皆様、漫画に関わった皆様、グッズに関わった皆様。

　一人一人名を挙げて御礼を言いたいぐらい感謝しておりますが、それをするとあとがき枠を全部使ってしまいそうなので、割かつ愛あいさせて頂きますが、心より感謝しております。

　ありがとうございます。これからもよろしくお願い致します。

　こぶいちさん、むりりんさん。今回も素晴らしいキャラ画をありがとうございます。アフレコの際に、突然ハルナとユーの絵を頼まれて、その場でさっと描かれたとき、そのレベルに驚きました。ここまでレベルが高いのか、と。

　私も早くそのレベルに達せますよう頑張りますので、見捨てないで下さい。

　担当のＭ丘さん。ネネさんのおっぱいについて喧けん嘩かしたりもしましたね。

　切せつ磋さ琢たく磨まなくして、成長などはありません。ドＳ怖いけど……これからも十分に議論して、良い物を作っていきたいと思っております。

　それでは、次巻でお会いしましょう！　頑張ってキャラ設定するぞ！　ドＳ怖いけど！





二〇一〇年十二月　木村心一









著者

木村心一

●きむらしんいち










これはゾンビですか？７




はーい、眠れるチチです








木き村むら心しん一いち





富士見ファンタジア文庫





平成23年1月25日　発行





©2011 Shinichi Kimura, Kobuichi, Muririn/Fujimishobo





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『これはゾンビですか？７　はーい、眠れるチチです』

平成23年1月17日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
A‘i%ﬁbi)\ :oo)%%%ofb\6o
MEZS N L BRAED LT HIIV VY,
BIIH ST OWAE DD LE D B ABEERE DD DHLED

JHKALZNCRZ T F LB ML D

%At«.&;%ﬁ%&%ﬁ) BB
AGHEL S, oogﬁ’&%ofuxé
ZHUE EHH LT HD 5D e %'ﬁiﬁ SRANTTEERICT 2,






OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
———  FULoTHREDPERLEW LUERLESTOOBN R
ATEFERA T THLIR>THE R LD A |
g CVOLEES720, L —ERD IR A X BRANY
5!
RolXNT7L7E EVEALREDDIIIGE ST/
FHVZE AN ERE T > TN R WATESY,






OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
)

/a

/4

S\

R
g |
. /i

i

i

/.

\‘ I\

/ \

TRRANVF OB B AAEEL TS
2D ROBE o TOBALE

/ RETIEBBT 273
PVARADEDENIAF 74 TH  BTD

AFHZELTE0H

NVFHT ok Fryru—2A& bR TW5
29 RBLTwahb

FRILTH B





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
[CA —2hRA&!
BRIZH &> EMAERI S IEOELIC
BO2TAD! ]
NVE [Bh? ZOEPALRLD?
[ZhiBJVETTH?
. aAY S UESHTYT] OE]
[HDBED S FALERFOTHD !
TWSHPTaU Iy MPREYRLPRLL.
OIS ! |
NVF [ZhDY—ER>THALES ! 13D
R3! RBTRIC (RETZ—] O
&ZAHD]
[RAdk!]






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg
H—b9 ! EREER !

. N \ \\ “\\ \\ \\
TLARBRATIISEREALZ ] \\EW\
H72LINIEFADH X SEFETASKEN Q

FEFT Ao -
HILOH BT BN, 7LD J AT * .
FVDII—

$72. HARIERLTHRAT e

CHUIBEE < o =L HSIXD NER KRS
AL BV NVE





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
HEEIRERS.

L\HE?&%’C 30l BEASHL— oé:/u
@@Eshtiiﬁzﬁﬁ
w%éfﬁ&:’?*f_w&l’ﬁa&zto
FFXICEIEANENS,
NOFISH,

7 ‘F%&%&ﬁhtii/ héﬁ‘é’

2] IIM.JLE(
??HEJ:U?EMEA&%%JJ:&)E’MO
@Etﬁ??ﬂﬁzéo
BICANXEDET=FF I'xbzijzJ
ﬁsﬂwﬂé’c TraAvhbPITES.
BEEELESEET,
EBEMSTNVIEEBTVS,

AR
');)/b:? Eﬁ#&lﬁ?gtﬁﬁéhf.fa~ FALLARINDDIOD

HE') H:I#!;tsl-\d)l-. KDOBIBEE—HICAXLEZITHLED
LANIDIOHNEA.

METHITEALIELEN . BRESEMLTA—VETLEY
LRI DIO2DNEADE.

AIC1EIDSIoHW LA, RZEE/EHVORERER~
2;?597)“1 FIOZLEEIICRETREDRESIKIoPURLEE






OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg
:mi@ﬁllmﬁﬁ'é?o W |
TIAD.HDBITHADIF A TETRVITER A
ﬂ\kk/)fﬂi)ﬁ}'@fbﬁ‘ﬁ)y)iﬁ‘/vﬁ\ HEELTAHD
X P)Ei}’%@%?éz EAHo7=DTT,

ZHUCLTh BB EOEEABLEIELT
WE3 1,
BoOFIE RFLENE LAV OTLE) A ?






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
NEHLD, ~oDFix TV 5,
LN A B R A E DSR2 B,
VAV % 2% v =2 LS AEE S
FASARTH I ECELEFTC— <
dh? ZH521E 1—iF? 7
12— Dl EE S U7, 2R OBEF LB o720 x| «

RCH7e 2= DR OFi # — T\ du/ﬁ,émi%ﬁ%ﬁ? Ly





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ「いけないいけない。危うく寝るところだった」


		第一話「もしもしぃ？　蝶のように舞い、蜂のように天才ですが何か？」


		第二話「疲れてるのよモルダウ」


		第三話「八番テーブルの方にマティーニを」


		第四話「裸王、あんたも正しく……変態だった」


		エピローグ　件名：ありがとう。　本文：このメールには本文はございません。


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
NVF TULrHROY—>]

# [ZhBlbgELLY )
o= i wegeal ([ S

N MA-TiE! \J)/\
<UFIRLD g 7

WD ?] NN
H2? O, 27 BUSHBHET N\
FIXRAD? HELVALPRODE— \\‘

o—fie, HB—, B&ZoETHED—.
UrBOEZOHFRET— | />

# [%5%17.0K. BLABS. 17 «
B, B D KRAR IO, Q

N\

A\
L

& [SA. RETBITE]
BEAAT! ]

¥ [REYT3—)
BREYALIIBLIEL
abhErLIRVER,
BERmE LT






OEBPS/Images/embed0021.jpg
AT

BOOK>~WALKER





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
NVF TR 7ZX{E> ! BETS
FIXEBRAERED?]
[&—]
NV [SERBRISICZZADI V-0 %
RETPESEBIAE!
[&58—]
AVF TEIBLA ! ELTERY ML
[RETZ—] >TEBEAD ! ]
[&. $—7]
NIV [BRADPBWEVWESYES> R
BLT3%]
[BET—RUICESD]






